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Name:
TAKANASHI　Junji

Title:
An Inquiry into the Wooden Fudō Myō-ō Nidōji Statues of Jōshōan Temple in Aishō-
chō, Echi-gun, Shiga Prefecture: Part Ⅲ of the Study

Summary:
Continuing from the two previous studies, I examined the wooden statue triad of Fudō Myō-ō and two children 
in the collection of Jōshōan Temple, and focus on the circumstances surrounding its initial construction. Jōshōan 
Temple was built in the 17th century, and this set of statues, which was created between the end of the 12th 
century and the beginning of the 13th century, was transferred there from another location. The form and style 
of this triad suggest it was made by the Kei school and it is similar to the works of Unkei or Kaike. Records 
show notable artistic activities of the Kei school in the vicinity, including approximately three statues of Fudō 
Myō-ō in the former Binman-ji Temple in Taga-cho, which today retains the name Binman-ji as a place name. It 
is speculated that this statue triad was moved from Binman-ji Temple, which fell to ruin at the end of the 16th 
century, to Jōshōan Temple. 

は
じ
め
に

こ
の
拙
稿
は
、
滋
賀
県
愛
知
郡
愛
荘
町
の
金
剛
輪
寺
の
子

院
と
し
て
建
つ
常
照
庵
に
伝
え
ら
れ
た
、
木
造
不
動
明
王
二

童
子
像

［
1

［
註

に
つ
い
て
こ
の
『
成
安
造
形
大
学
附
属
近
江
学

研
究
所　

紀
要
』
に
掲
載
し
て
い
た
だ
い
た
二
編

［
2

［
註

を
引

継
ぐ
も
の
で
あ
る
。
最
初
の
論
考
は
、
こ
の
木
造
不
動
明
王

二
童
子
像
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
、
二
編
目
で
は
像

に
つ
い
て
の
作
風
な
ど
を
比
較
検
討
し
、
中
尊
像
と
両
脇
侍

像
に
は
厳
密
な
意
味
で
の
一
具
性
に
乏
し
い
と
し
た
。
造
像

時
期
に
つ
い
て
、
中
尊
像
は
十
二
世
紀
末
か
ら
十
三
世
紀
初

頭
と
考
え
た
。
両
脇
侍
像
も
、
そ
の
姿
勢
や
視
線
か
ら
想
定

す
る
配
置
な
ど
か
ら
し
て
も
、
半
跏
像
に
な
る
制
吒
迦
童
子

像
に
つ
い
て
は
一
二
一
〇
年
代
後
半
か
ら
二
〇
年
代
あ
た

り
、
保
守
的
な
趣
の
あ
る
矜
羯
羅
童
子
像
は
十
二
世
紀
末
か

ら
十
三
世
紀
初
頭
と
想
定
し
た
。
中
尊
像
と
矜
羯
羅
童
子
像

に
つ
い
て
は
、
製
作
時
期
の
近
さ
は
も
と
よ
り
、
顔
の
輪
郭

や
体
の
分
節
表
現
、
衣
文
の
彫
り
口
や
ア
ー
ル
の
連
な
り
な

ど
に
親
し
さ
が
み
ら
れ
る
が
、
一
具
と
す
る
に
は
、
な
お
検

討
の
余
地
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
基
本
的
に
三
軀
の
う
ち
全

て
に
、
一
具
性
は
な
い
と
判
断
し
た
。

こ
の
三
軀
の
表
現
は
、
極
め
て
完
成
度
の
高
い
も
の
で
あ

り
、
特
に
中
尊
像
の
表
現
に
つ
い
て
、
動
的
な
巻
髪
の
表
現

な
ど
は
、
運
慶
の
手
に
な
る
伊
豆
・
願
成
就
院
の
木
造
不
動

明
王
像
に
親
し
さ
が
あ
り
、
そ
の
彩
色
文
様
に
つ
い
て
も
高

野
山
・
木
造
八
大
童
子
像
の
う
ち
恵
光
童
子
像
に
倣
う
よ
う

な
性
格
が
み
て
と
れ
る
。
中
尊
像
の
作
者
は
、
基
本
的
に
慶

派
の
手
慣
れ
た
仏
師
の
工
房
と
し
て
よ
い
。
両
脇
侍
像
に
つ

い
て
も
、
作
風
や
特
に
彩
色
文
様
の
仕
様
な
ど
か
ら
し
て
、

基
本
的
に
慶
派
の
工
房
を
想
定
し
た
。

さ
て
、
こ
の
三
尊
像
が
伝
え
ら
れ
安
置
さ
れ
て
い
る
、
金

剛
輪
寺
山
内
の
常
照
庵
は
、
創
建
が
江
戸
時
代
に
下
が
る
こ

と
が
確
実
で
あ
り
、
造
像
時
期
と
の
間
に
大
き
な
開
き
が
あ

る
。
前
回
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
こ
に
は
半
丈
六
の
大
き

さ
に
な
る
本
格
的
な
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
も
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
は
、
近
世
に
お
け
る
創
建
時
の
事
情
な
ど
も

考
慮
し
な
が
ら
、
こ
の
三
尊
像
の
造
像
時
の
状
況
に
つ
い
て

考
え
て
ゆ
き
た
い
。

一
、
常
照
庵
の
創
建

常
照
庵
に
つ
い
て
は
、
彦
根
藩
家
老
の
木
俣
清
左
衛
門
守

安
の
室
で
法
名
常
照
院
の
創
立
と
さ
れ
、『
近
江
愛
智
郡
志
』

第
五
卷
に
史
料
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
詳
し
い

［
3

［
註

。
元
禄

九
年
（
一
六
九
六
）
仲
秋
の
縁
起
書
に
、「
木
俣
守
安
の
ぬ

し
の
、
北
の
御
か
た
、
常
照
院
殿
の
草
創
し
給
ふ
と
こ
ろ
な

り
」
と
し
て
い
る

［
［

［
註

。
創
建
の
年
次
に
つ
い
て
は
、
承
応

三
年
（
一
六
五
四
）
二
月
十
五
日
付
木
俣
清
左
衛
門
守
安
に

滋賀県愛知郡愛荘町・常照庵の木造不動明王二童子像の研究　―伝来についての推測― 4

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 滋
賀
県
愛
知
郡
愛
荘
町
・
常
照
庵
の
木
造
不
動
明
王
二
童
子
像
の
研
究　
―
伝
来
に
つ
い
て
の
推
測
―

公
益
財
団
法
人
秀
明
文
化
財
団
理
事
（M

IH
O

 M
U

SEU
M

 

研
究
・
展
示
担
当
）
／
成
安
造
形
大
学
附
属
近
江
学
研
究
所
客
員
研
究
員　

髙
梨　

純
次



よ
る
「
常
照
院
掟
之
事
」
写
が
あ
り

［
［

［
註

、
こ
の
頃
に
は
存

在
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

木
俣
清
左
衛
門
守
安
は
、
天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
）
に

生
ま
れ
、
徳
川
家
康
か
ら
井
伊
直
政
に
配
属
さ
れ
た
木
俣
守

勝
の
養
子
と
な
り
、
慶
長
十
五
年
（
一
六
一
〇
）
に
守
勝
が

没
し
て
の
ち
、
そ
の
家
督
を
継
い
だ
。
守
勝
他
界
後
の
井
伊

家
仕
置
に
、
若
年
故
に
守
安
が
外
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

井
伊
直
孝
は
不
満
を
漏
ら
し
て
い
た
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

手
腕
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。
や
が
て
大
坂
の
陣
後
に
は
、
加

増
さ
れ
、
筆
頭
家
老
と
し
て
元
和
偃
武
以
降
の
彦
根
藩
の
安

定
・
発
展
に
尽
く
し
て
い
る
。
木
俣
家
は
こ
の
後
、
家
中
最

高
の
石
高
、一
万
石
に
至
る

［
6

［
註

。守
安
は
寛
文
十
三
年（
一

六
七
三
）に
没
し
た
と
さ
れ
る
か
ら
、ま
こ
と
に
長
命
で
あ
っ

た
。
そ
の
内
儀
に
つ
い
て
は
、
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
九

月
二
五
日
付
の
、
木
俣
守
安
に
よ
る
「
逆
修
石
塔
之
事
」
に
、

「
大
心
院
殿
応
誉
源
鑑
居
士
（
俗
名
木
俣
清
左
衛
門
尉
守
安
）

／
常
照
院
殿
光
誉
芳
心
大
姉
（
守
安
内
女
／
畠
山
入
菴
息

女
）」〈（　
）
内
割
書
〉
と
あ
る
。
同
日
付
の
木
俣
清
左
衛
門

内
儀
に
よ
る
「
月
は
い
并
い
は
い
の
事
」
に
「（
寛
永
廿
年
癸

未
八
月
十
三
日
）
興
松
院
殿
入
菴
宗
破
居
士
（
ウ
ラ
ニ
／
施

主
守
安
内
儀
／
如
此　

ら
せ
可
有
之
候
）
／
（
寛
永
廿
一
年

甲
申
四
月
十
三
日
）
性
徳
院
殿
妙
安
大
姉
（
ウ
ラ
ニ
／
右
同

断
）
／
右
二
本
ニ
ハ
入
御
念
可
被
下
候
」〈（　
）
内
割

書
〉

［
7

［
註

に
あ
る
、
興
松
院
殿
入
菴
宗
破
居
士
と
性
徳
院
殿

妙
安
大
姉
は
内
儀
常
照
院
の
父
母
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
し
て
、
常
照
庵
は
承
応
二
年
（
一
六

五
三
）
に
は
創
建
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
お
そ
ら
く

こ
の
頃
に
建
立
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
既
述
し
て
い
る
よ

う
に
、
常
照
庵
に
は
こ
の
不
動
明
王
二
童
子
像
と
と
も
に
、

半
丈
六
の
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
も
祀
ら
れ
て
い
る
が
、
阿

弥
陀
如
来
坐
像
も
十
三
世
紀
前
期
あ
た
り
の
造
像
と
み
ら

れ
、
と
も
に
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、

こ
れ
ら
の
古
像
は
、
常
照
庵
創
建
の
た
め
に
造
像
さ
れ
た
も

の
で
は
な
く
、
ど
こ
か
の
寺
院
や
あ
る
い
は
廃
寺
な
ど
に
伝

え
ら
れ
て
い
た
も
の
を
移
座
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
で

は
、
以
前
の
安
置
場
所
に
つ
い
て
推
測
で
き
る
手
が
か
り
は

な
い
の
だ
ろ
う
か
。

二
、
常
照
庵
　

木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
か
ら
の
推
測

本
像
と
と
も
に
安
置
さ
れ
て
い
る
、
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐

像

［
［

［
註

に
つ
い
て
一
瞥
し
て
お
き
た
い
（
写
真
［
）。

像
は
、
来
迎
印
を
結
ぶ
半
丈
六
の
堂
々
と
し
た
阿
弥
陀
如

来
坐
像
だ
が
、
そ
の
構
造
に
つ
い
て
特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

頭
体
幹
部
を
一
材
製
と
し
て
前
後
に
割
っ
て
内
刳
り
す
る
割

矧
ぎ
造
り
に
な
る
が
、
左
体
側
の
大
半
も
共
木
と
し
て
肩
で

左
右
に
割
っ
て
内
刳
り
を
し
て
い
る
（
写
真
［
）。
同
様
の

仕
様
に
な
る
の
は
、
在
銘
の
金
剛
輪
寺
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐

像
（
木
造
・
漆
箔
、
像
高
一
四
一
・
二
セ
ン
チ
）
で
あ
ろ

う

［
［

［
註

。
金
剛
輪
寺
像
は
、
貞
応
元
年
（
一
二
二
二
）
か
ら

嘉
禄
二
年
（
一
二
二
六
）
の
年
記
が
あ
り
、
こ
の
時
期
に
造

像
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
仏
師
は
近
江
講
師
経
円
で
、
こ

の
仏
師
は
同
じ
貞
応
元
年
に
、
近
在
の
仏
心
寺
・
木
造
聖
観

音
立
像
を
造
像
し
て
い
る

［
［註

［
註

。
そ
の
前
後
関
係
か
ら
い
う

と
、
九
月
十
四
日
に
着
手
し
て
仏
心
寺
像
を
完
成
し
た
後
、

十
月
か
ら
金
剛
輪
寺
像
に
着
手
し
た
と
み
ら
れ
る
。
常
照
庵

像
と
金
剛
輪
寺
像
は
、
そ
の
体
の
構
え
を
は
じ
め
、
着
衣
形

式
な
ど
は
極
め
て
近
い
が
、
反
面
、
髪
際
の
う
ね
り
や
表
情
、

衣
の
畳
み
方
の
複
雑
さ
、
衣
文
の
彫
刻
な
ど
は
金
剛
輪
寺
像

に
新
し
い
工
夫
が
認
め
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な

半
丈
六
像
で
あ
れ
ば
、
通
例
と
し
て
一
ヶ
月
か
ら
二
ヶ
月
で

完
成
で
き
る
と
み
ら
れ
る
が
、
金
剛
輪
寺
像
が
四
年
弱
の
日

数
を
要
し
て
い
る
に
つ
い
て
、
何
ら
か
の
事
情
が
あ
っ
た
と

推
測
さ
れ
る
。
そ
の
割
矧
ぎ
造
り
の
仕
様
か
ら
、
常
照
庵
像

は
、
こ
の
四
年
の
間
に
経
円
が
造
像
し
た
可
能
性
が
求
め
ら

れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
即
断
は
で
き
な
い
。
と
い
う
の
も
、

近
年
の
調
査
の
成
果
と
し
て
、
同
じ
よ
う
な
仕
様
の
像
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
、
近
江
八
幡
市
西
願
寺
の
木
造
阿

弥
陀
如
来
坐
像
（
木
造
・
漆
箔
、
像
高
六
九
・
七
セ
ン
チ
）
で
、

像
内
に
文
治
四
年
（
一
一
八
八
）
の
墨
書
が
あ
る

［
［［

［
註

。
こ

れ
に
近
い
大
き
さ
の
、
甲
賀
市
・
飯
道
寺
木
造
阿
弥
陀
如
来

坐
像
（
木
造
・
漆
箔
、
像
高
六
八
・
七
セ
ン
チ
）
は
、
作
風

か
ら
し
て
十
一
世
紀
末
か
ら
十
二
世
紀
初
頭
の
作
と
や
や
古

い
が
、
こ
れ
も
同
様
の
割
矧
ぎ
造
り
に
な
る
と
み
ら
れ
る
。

管
見
に
及
ぶ
作
例
は
こ
の
四
軀
だ
が
、
後
二
者
の
よ
う
な

サ
イ
ズ
の
像
で
あ
れ
ば
十
分
に
合
理
的
な
仕
様
で
あ
り
、
将

来
的
に
は
確
認
さ
れ
る
事
例
が
増
え
る
こ
と
に
な
る
と
思
う

が
、
現
状
に
お
い
て
検
討
す
る
な
ら
ば
、
常
照
庵
像
と
金
剛

輪
寺
像
は
基
本
的
に
近
い
工
房
の
手
に
な
る
も
の
と
し
て
よ

か
ろ
う
。
両
者
の
差
異
に
つ
い
て
の
厳
密
な
分
析
は
今
後
の

課
題
で
あ
ろ
う
が
、
仏
心
寺
木
造
聖
観
音
菩
薩
像
の
銘
記
に

「
今
当
郡
住
」
と
書
く
近
江
講
師
経
円
の
工
房
と
す
れ
ば
、

こ
の
近
在
で
の
造
像
で
あ
ろ
う
。
仏
心
寺
も
金
剛
輪
寺
の
近
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在
で
、
直
線
距
離
に
す
れ
ば
北
西
方
向
約
二
キ
ロ
以
内
に
位

置
し
て
い
る
。
金
剛
輪
寺
山
内
の
在
銘
像
は
、
一
二
一
〇
年

代
か
ら
二
〇
年
代
に
一
つ
の
ピ
ー
ク
が
あ
り
、
仏
心
寺
像
も

そ
の
う
ち
に
含
ま
れ
る
。
常
照
庵
像
も
、
そ
れ
に
近
い
時
期

に
近
い
場
所
で
造
像
さ
れ
て
安
置
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

常
照
庵
の
創
建
時
、
木
俣
守
安
と
そ
の
内
儀
は
、
金
剛
輪
寺

山
内
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
像
を
も
っ
て
、
そ
の
本
尊
と
し
て

安
置
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

三
、
不
動
明
王
及
び

両
脇
侍
像
の
所
在
に
つ
い
て
の
推
察

阿
弥
陀
如
来
坐
像
と
同
様
に
、不
動
明
王
と
両
脇
侍
像
は
、

ど
こ
か
ら
移
座
さ
れ
た
か
、
造
像
時
当
初
の
所
在
に
つ
い
て

検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。
本
像
に
つ
い
て
み
て
ゆ
く
と
、
像
は

十
二
世
紀
末
か
ら
十
三
世
紀
初
頭
に
三
軀
が
建
立
さ
れ
、
作

風
や
表
面
の
彩
色
・
文
様
の
仕
様
か
ら
し
て
、
慶
派
の
工
房

に
よ
る
造
像
と
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
厳
密
な
意
味
で
三
軀

の
間
の
一
具
性
は
検
討
の
余
地
が
あ
り
、
少
な
く
と
も
主
尊

と
制
吒
迦
童
子
像
は
別
の
グ
ル
ー
プ
と
み
ら
れ
る
。
つ
ま
り

少
な
く
と
も
二
組
の
不
動
明
王
と
脇
侍
像
が
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
金
剛
輪
寺
山
内
に
伝
え
ら
れ
て
い

た
と
は
思
え
な
い
。
前
記
し
た
よ
う
に
、
金
剛
輪
寺
本
堂
に

は
十
二
世
紀
も
半
ば
あ
た
り
以
降
か
ら
の
諸
像
が
祀
ら
れ
て

い
る
が
、
こ
の
種
、
慶
派
の
手
に
な
る
像
は
全
く
確
認
さ
れ

て
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
中
、
少
な
く
と
も
二
組
以
上
の
慶

派
の
手
に
な
る
不
動
明
王
と
脇
侍
像
が
祀
ら
れ
て
い
た
と
は

思
え
な
い
の
で
あ
る
。
で
は
、
ど
の
辺
り
に
伝
え
ら
れ
て
い

た
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。

こ
れ
を
考
え
る
た
め
の
材
料
と
し
て
、
木
俣
家
と
こ
の
地

域
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
一
瞥
し
て
お
き
た
い
。
木
俣
家
の

知
行
に
つ
い
て
は
、
慶
長
期
（
一
五
九
六
年‒

一
六
一
五
年
）

に
は
四
千
石
、
大
坂
の
陣
後
に
は
合
わ
せ
て
一
千
石
が
加
増

さ
れ
、
寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）
の
知
行
は
七
千
石
に
の

ぼ
っ
て
い
る
。
そ
の
知
行
地
に
つ
い
て
は
、
詳
細
な
書
類
が

残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
数
は
伊
香
・
浅
井
・
坂
田
・
犬
上
・

神
崎
・
愛
知
・
蒲
生
の
七
郡
、
三
六
カ
村
に
及
ん
で
い

る

［
［註

［
註

。
こ
の
知
行
地
の
年
貢
徴
収
、
土
地
管
理
、
そ
の
他

の
業
務
を
担
っ
て
い
た
の
は
、
十
七
世
紀
後
半
に
は
坂
田
郡

新
庄
寺
村
の
代
官
で
あ
っ
た
村
崎
家
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
こ

の
時
期
に
は
そ
の
土
地
の
有
力
者
と
の
繋
が
り
も
あ
っ
た
と

み
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
土
地
、
特
に
金
剛
輪
寺
近
辺
で
、
十
二
世
紀

末
頃
に
慶
派
が
造
像
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
の
は
、
多
賀
町

に
地
名
を
残
す
、
中
世
を
通
じ
て
多
く
の
堂
塔
が
立
ち
並
ん

で
い
た
敏
満
寺
に
思
い
が
至
る
。

敏
満
寺
に
つ
い
て
は
、
こ
の
地
が
奈
良
時
代
の
荘
園
絵
図

が
残
さ
れ
て
い
る
、
東
大
寺
領
水
沼
庄
の
故
地
で
あ
り
、
そ

の
方
面
か
ら
の
研
究
が
な
さ
れ

［
［註

［
註

、
ま
た
近
江
猿
楽
の
有

力
な
座
と
し
て
世
阿
弥
の
『
申
楽
談
儀
』
に
登
場
す
る
「
み

ま
じ
」
座
の
所
在
地
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
後
、

平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
に
敏
満
寺
区
の
史
跡
文
化
保
存
会

よ
り
、
石
仏
な
ど
が
大
量
に
分
布
し
て
い
る
場
所
が
あ
る
と

の
報
告
が
あ
り
、
翌
年
よ
り
多
賀
町
教
育
委
員
会
が
予
備
調

査
を
行
い
、
類
い
稀
な
規
模
の
中
世
墓
地
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
た
。
以
降
、
測
量
や
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
大
部
の
報

告
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
る

［
［註

［
註

。
敏
満
寺
に
つ
い
て
の
詳
細

は
、
こ
の
報
告
書
を
参
照
し
て
い
た
だ
く
と
し
て
、
こ
こ
で

は
触
れ
な
い
。
な
お
、
敏
満
寺
に
関
わ
る
文
化
財
に
つ
い
て

は
、
こ
の
地
に
鎮
座
す
る
胡
宮
神
社
に
伝
え
ら
れ
、
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
る
銅
製
五
輪
塔
は
建
久
九
年（
一
一
九
八
）

に
重
源
に
よ
っ
て
寄
進
さ
れ
た
も
の
と
し
て
有
名
で
あ
る
。

尊
像
に
つ
い
て
は
、
十
二
世
紀
か
ら
十
三
世
紀
に
か
け
て
の

仏
像
や
神
像
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
た

［
［註

［
註

。
そ
こ
に
は
、

明
ら
か
に
慶
派
の
工
房
に
よ
る
作
例
が
認
め
ら
れ
、
敏
満
寺

の
復
興
、
と
い
う
よ
り
中
世
寺
院
と
し
て
の
発
展
の
礎
が
重

源
の
介
在
に
よ
っ
て
進
展
し
、
造
像
事
業
に
つ
い
て
も
慶
派

の
介
在
が
明
ら
か
と
な
っ
た

［
［註

［
註

。
特
に
、
銅
造
大
日
如
来

坐
像
は
、
像
の
大
小
は
異
な
る
も
の
の
、
建
久
五
年
（
一
一

九
四
）
頃
の
作
と
な
る
石
山
寺
多
宝
塔
主
尊
の
木
造
大
日
如

来
坐
像
や
建
仁
元
年（
一
二
〇
一
）在
銘
の
伊
豆
山
常
行
堂
旧

蔵
木
造
宝
冠
阿
弥
陀
如
来
坐
像
な
ど
、
快
慶
の
手
に
な
る
像

と
極
め
て
近
い
。
ま
た
、
圏
内
で
は
極
め
て
早
い
時
期
の
玉

眼
嵌
入
像
で
あ
る
木
造
地
蔵
菩
薩
半
跏
像
な
ど
、
新
し
い
技

法
や
作
風
に
な
る
慶
派
の
像
な
ど
も
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
本

像
と
の
関
係
を
伺
う
に
つ
い
て
も
極
め
て
興
味
深
い
。

敏
満
寺
の
寺
観
に
つ
い
て
は
、
後
世
の
も
の
な
が
ら
「
注

進　

当
寺
堂
塔
鎮
守
目
録
所
」
が
記
録
さ
れ
て
い
る

［
［註

［
註

。

そ
こ
に
は
「
本
堂
七
間
（
本
尊
大
日
／
並
観
自
在
号
）」〈（　
）

内
割
書
〉
か
ら
始
ま
っ
て
、
三
重
塔
・
如
法
堂
・
観
音
堂
な

ど
二
十
宇
を
中
心
と
し
て
、
南
谷
に
十
二
宇
、
西
谷
に
十
四

宇
、
尾
上
谷
に
十
宇
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
敏
満
寺
が
建
っ

て
い
た
、
胡
宮
神
社
の
神
体
山
と
さ
れ
る
青
龍
山
の
北
か
ら

西
麓
に
か
け
て
、
胡
宮
・
南
谷
・
北
谷
・
風
呂
谷
・
西
谷
な
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ど
が
小
字
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
発
掘
成
果
な
ど
か

ら
し
て
、
現
在
の
名
神
高
速
道
路
多
賀
Ｓ
Ａ
の
東
西
、
特
に

東
側
に
主
要
な
寺
院
の
集
合
が
な
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

て
い
る

［
［註

［
註

。
こ
の
目
録
に
よ
る
と
、
中
心
伽
藍
に
は
五
大

尊
堂
が
あ
り
、
南
谷
の
西
福
院
に
は
「
本
尊
阿
弥
陀
三
尊
／

并
不
動
毘
沙
門
」、西
谷
の
光
明
寺
に「
本
尊
不
動
弥
陀
」と
、

主
要
尊
と
し
て
も
不
動
明
王
を
安
置
し
た
と
み
ら
れ
る
記
載

が
複
数
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
石
仏
谷
の
墓
跡
の
様
相
か
ら
し

て
も
、
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
は
極
め
て
有
力
な
寺
院

と
し
て
繁
栄
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
が
、
十
六
世
紀
あ
た
り

よ
り
衰
亡
に
向
か
い
、
や
が
て
織
田
信
長
の
攻
撃
に
よ
っ
て

焼
亡
し
た
と
さ
れ
て
い
る

［
［註

［
註

。
発
掘
の
成
果
か
ら
も
、
十

六
世
紀
後
半
あ
た
り
に
、
防
御
施
設
を
備
え
た
城
郭
化
が
進

み
、
そ
の
後
焼
亡
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
近
世
の
太
平
の
世

に
な
る
と
、「
多
賀
胡
宮
福
寿
院
」

［
註註

［
註

が
そ
の
跡
を
担
う
こ

と
と
な
り
、
残
さ
れ
た
堂
舎
の
維
持
管
理
や
残
さ
れ
た
尊
像

の
安
置
礼
拝
を
行
う
が
、
時
と
し
て
尊
像
が
盗
難
に
あ
う
な

ど
の
没
落
ぶ
り
で
あ
っ
た

［
註［

［
註

。

十
七
世
紀
に
至
っ
て
復
興
さ
れ
た
と
は
い
え
、
そ
の
様
相

は
昔
日
の
繁
栄
に
遠
く
及
ぶ
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
こ
と

に
唐
突
な
推
量
に
て
恐
縮
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
寺
勢
の
様

態
か
ら
し
て
、
木
俣
守
安
の
内
儀
に
よ
る
寺
院
建
立
に
際
し

て
、
こ
れ
ら
敏
満
寺
に
伝
え
ら
れ
た
慶
派
の
作
に
な
る
不
動

明
王
像
と
脇
侍
像
は
、
常
照
庵
に
移
座
さ
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
木
俣
家
の
所
領
と
し
て
、
敏
満
寺
の
地
が

直
接
に
入
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
犬
上
郡
尼
子
村
は

敏
満
寺
の
西
に
近
接
し
、
大
尼
子
村
は
北
に
接
し
て
い
る
。

特
に
後
者
、
大
尼
子
郷
に
つ
い
て
は
、
元
徳
元
年
（
一
三
二

九
）
よ
り
、
地
頭
代
盛
に
よ
る
敏
満
寺
へ
の
押
妨
が
記
録
さ

れ
て
お
り

［
註註

［
註

、
寺
勢
が
盛
ん
な
時
代
に
お
い
て
は
、
寺
領

の
一
部
と
な
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
散
在
す

る
木
俣
家
所
領
の
周
辺
で
、
慶
派
の
手
に
な
る
不
動
明
王
と

二
童
子
像
が
、複
数
存
在
し
て
い
た
場
所
を
求
め
る
な
ら
ば
、

敏
満
寺
は
恰
好
の
中
世
寺
院
で
あ
り
、
そ
の
退
転
を
想
像
す

る
に
、
常
照
庵
の
創
建
に
際
し
て
、
優
れ
た
尊
像
が
新
し
い

信
仰
の
場
に
移
さ
れ
、
そ
こ
で
再
生
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

結
び
に
か
え
て

拙
稿
は
、
三
稿
に
及
ん
で
、
鎌
倉
初
期
の
慶
派
に
よ
る
優

作
で
あ
る
常
照
庵
の
木
造
不
動
明
王
二
童
子
像
に
つ
い
て
述

べ
て
き
た
。
敏
満
寺
に
つ
い
て
は
、
既
に
い
く
つ
か
の
駄
文

を
発
表
し
て
い
る
が
、
近
江
の
中
世
彫
刻
を
考
え
る
に
際
し

て
、
見
逃
せ
な
い
重
要
な
寺
院
で
あ
り
、
様
々
な
視
点
よ
り

の
研
究
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。
近
江
国
の
質
・
量
と

も
に
豊
か
な
尊
像
は
、近
世
の
太
平
の
世
の
到
来
と
と
も
に
、

戦
国
乱
世
に
よ
っ
て
壊
滅
の
危
機
に
瀕
し
た
社
寺
の
復
興
・

再
編
と
と
も
に
、
大
き
な
変
動
を
経
験
し
た
の
で
は
な
い
か

と
推
測
し
て
い
る
。
常
照
庵
と
敏
満
寺
を
、
単
純
に
結
び
つ

け
る
に
つ
い
て
は
、
色
々
と
お
叱
り
を
受
け
る
こ
と
と
思
う

が
、
彫
刻
史
研
究
の
今
後
の
課
題
と
し
て
、
近
世
社
会
に
お

け
る
尊
像
の
伝
承
に
つ
い
て
意
を
用
い
る
必
要
性
を
感
じ
た

故
に
推
量
を
及
ぼ
し
て
み
た
。
先
学
・
識
者
の
ご
叱
正
を
お

願
い
し
た
い
。

註
1
． 

木
造
不
動
明
王
像
は
木
造
・
彩
色
・
玉
眼
、
像
高
一
〇
八
・
五

セ
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。
制
吒
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童
子
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木
造
・
彩
色
・
玉
眼
、
像
高
三
六
・

七
セ
ン
チ
。
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童
子
像
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木
造
・
彩
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・
玉
眼
、
像
高
五
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・
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ン
チ
。
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附
属
近
江
学
研

究
所　

紀
要
』
第
十
号　

二
〇
二
一
年

 

髙
梨
純
次
「
滋
賀
県
愛
知
郡
愛
荘
町
・
常
照
庵
の
木
造
不
動
明

王
二
童
子
像
の
考
察
―
常
照
庵
の
木
造
不
動
明
王
二
童
子
像
の

研
究
Ⅱ
―
」『
成
安
造
形
大
学
附
属
近
江
学
研
究
所　

紀
要
』

第
十
一
号　

二
〇
二
二
年

3
． 

『
近
江
愛
智
郡
志
』
第
五
卷
「
第
十
章　

秦
川
村　

常
照
庵
」

の
項
。

［
． 

「
第
十
章　

秦
川
村　

常
照
庵
」
所
収
『
近
江
愛
智
郡
志
』
第

五
卷　

金
剛
輪
寺
文
書

【
追
記
】

こ
の
稿
を
な
す
に
つ
い
て
は
、
常
照
庵
・
金
剛
輪
寺
住
職

濱
中
大
樹
師
、
と
も
に
調
査
を
行
っ
た
和
澄
浩
介
（
滋
賀
県

立
琵
琶
湖
文
化
館
）、
三
井
義
勝
（
愛
荘
町
立
歴
史
文
化
博

物
館
）、
桑
原
康
郎
、
一
村
武
司
、
辻
上
祐
貴
（
以
上

M
IH

O
 M

U
SEU

M

）
の
各
氏
よ
り
、
ご
高
配
を
賜
っ
た
。

一
部
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
彦
根
城
博
物
館
渡
辺
恒
一
氏
の

ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

不
動
明
王
二
童
子
像
の
写
真
に
つ
い
て
は
小
池
澄
男
氏

（M
IH

O
 M

U
SEU

M

）
撮
影
の
も
の
を
、
木
造
阿
弥
陀
如

来
坐
像
に
つ
い
て
は
故
寿
福
滋
氏
撮
影
の
写
真
を
掲
載
し

た
。
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［
． 

「
第
十
章　

秦
川
村　

常
照
庵
」
所
収
『
近
江
愛
智
郡
志
』
第

五
卷　

常
照
庵
文
書

6
． 
母
利
美
和
「
第
二
章
藩
政
の
成
立
と
展
開　

第
三
節
家
臣
の
家

の
し
く
み　

木
俣
家
の
家
の
し
く
み
」（
彦
根
市
史
編
集
委
員

会
編『
新
修
彦
根
市
史
第
二
卷
通
史
編　

近
世
』二
〇
〇
八
年
）。

以
下
、
木
俣
守
安
に
関
わ
る
記
述
は
、
こ
の
研
究
に
よ
っ
て
い

る
。

7
． 

「
第
十
章　

秦
川
村　

常
照
庵
」
所
収
『
近
江
愛
智
郡
志
』
第

五
卷　

常
照
庵
文
書

［
． 

阿
弥
陀
如
来
坐
像
は
、
木
造
・
漆
箔
、
像
高
一
三
八
・
三
セ
ン

チ
、
平
安
時
代
、
重
要
文
化
財
。
参
考
文
献
と
し
て
は
、
寺
島

典
人
「
十
九　

木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
」（
秦
荘
町
史
編
集
委

員
会
『
秦
荘
の
歴
史　

第
四
巻　

資
料
』
二
〇
〇
九
年
）、
高

梨
純
次
「
三
九　

阿
弥
陀
如
来
坐
像
」（
神
仏
い
ま
す
近
江
実

行
委
員
会
『
特
別
展　

神
仏
い
ま
す
近
江
』
展
覧
会
図
録　

二

〇
一
一
年
）
な
ど
。

［
． 

「
一
〇
九　

阿
弥
陀
如
来
像　

金
剛
輪
寺
」
副
島
弘
道
『
日
本

彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成　

鎌
倉
時
代　

造
像
銘
記
篇　

四
』
中

央
公
論
美
術
出
版　

二
〇
〇
六
年

10
． 

「
九
六　

聖
観
音
菩
薩
像　

仏
心
寺
」
髙
梨
純
次
『
日
本
彫
刻

史
基
礎
資
料
集
成　

鎌
倉
時
代　

造
像
銘
記
篇　

四
』
中
央
公

論
美
術
出
版　

二
〇
〇
六
年

11
． 

「
滋
賀
・
西
願
寺
阿
弥
陀
如
来
坐
像
に
つ
い
て
」
桑
野
梓
『
佛

教
藝
術
』
三
三
二　

二
〇
一
四
年

12
． 

「
御
知
行
所
物
成
帳
」
二
四
八
村
崎
家
文
書
『
新
修
彦
根
市
史　

第
六
巻　

史
料
編　

近
世　

一
』
所
収　

彦
根
城
博
物
館
所
蔵

13
． 

「
敏
満
寺
跡
発
掘
調
査
報
告
」
弥
永
貞
三
『
滋
賀
県
史
跡
調
査

報
告　

第
十
二
冊
』
滋
賀
県
教
育
委
員
会　

一
九
六
一
年

 

弥
永
貞
三
『
奈
良
時
代
の
貴
族
と
農
民
』
一
九
六
六
年　

至
文

堂

 

敏
満
寺
公
民
館
『
敏
満
寺
史
』
一
九
七
六
年

1［
． 

多
賀
町
教
育
委
員
会
『
敏
満
寺
遺
跡
石
仏
谷
墓
跡
』
サ
ン
ラ
イ

ズ
出
版　

二
〇
〇
五
年

1［
． 

文
化
庁
『
湖
東
地
方
の
文
化
財
』
一
九
七
五
年

 

「
滋
賀
・
多
賀
町
の
仏
教
彫
刻
―
真
如
寺
と
敏
満
寺
大
日
堂
を

中
心
に
」
斎
藤
望
『
佛
教
藝
術
』
一
九
三　

一
九
九
〇
年

 

多
賀
町
教
育
委
員
会
『
多
賀
町
文
化
財
調
査
報
告
書　

第
一
集　

考
古
・
美
術
工
芸
品
』
一
九
九
一
年

16
． 

「
滋
賀
・
敏
満
寺
大
日
堂
銅
造
大
日
如
来
坐
像
と
敏
満
寺
の
鎌

倉
復
興
」
髙
梨
純
次
『
佛
教
藝
術
』
二
一
五　

一
九
九
四
年

17
． 

「
胡
宮
神
社
文
書　

一
」
敏
満
寺
事
書　

所
収
『
多
賀
大
社
叢

書　

諸
家
篇　

一
』

1［
． 

「
敏
満
寺
と
そ
の
周
辺
の
遺
跡
」
音
田
直
樹
『
青
龍
山　

敏
満

寺
と
東
大
寺
』
展
覧
会
図
録　

多
賀
町
歴
史
民
俗
資
料
館　

一

九
九
二
年

1［
． 

「
胡
宮
神
社
文
書　

十
一　

川
瀬
右
近
覚
書（
延
享
三
年
四
月
）」

『
多
賀
大
社
叢
書　

諸
家
篇　

一
』

20
． 

「
胡
宮
神
社
文
書　

二
一　

福
寿
院
口
上
書
之
覚
（
安
永
四
年

四
月
）」『
多
賀
大
社
叢
書　

諸
家
篇　

一
』

21
． 

髙
梨
純
次　

前
掲
論
文
（
16
）

22
． 
「
胡
宮
神
社
文
書　

一
」
敏
満
寺
事
書　

所
収

滋賀県愛知郡愛荘町・常照庵の木造不動明王二童子像の研究　―伝来についての推測― 8



写真 3 矜羯羅童子立像・左脇侍写真 2 木造制吒迦童子半跏像・右脇侍

写真 1 木造不動明王立像
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写真 4 木造阿弥陀如来坐像　常照庵

写真 5 阿弥陀如来坐像　像底
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Name:
WADA　Mitsuo

Title:
About the Origins of the Wada Clan of Ogoto

Summary:
Hidezumi Wada, a samurai of Ogoto who sided with Mitsuhide Akechi and cooperated in the 
burning of the Enryaku-ji temple complex on Mt. Hiei in 1［71 during the Warring States period, 
is shrouded in mystery. In the Wada family, it has been said that he was a retainer of the 
Rokkaku clan, the feudal lords of Omi Province, but there is no definite proof. This paper 
examines materials held by the Mibu family, middle-ranking nobles in Kyoto who were the lords 
of Ogoto, which show a connection between Wada and the Hata clan, who previously governed 
Ogoto in the late Muromachi period. Hata is assumed to have been connected with Enryaku-ji 
temple on Mt. Hiei.

は
じ
め
に

前
回
、
比
叡
山
焼
き
討
ち
に
つ
い
て
、
明
智
光
秀
が
、
雄

琴
の
土
豪
和
田
秀
純
（
一
五
三
〇
―
一
六
〇
三
）
に
送
っ
た

書
状
を
手
掛
か
り
に
検
討
し
て
み
た

［
1

［
註

。
和
田
秀
純
が
、

私
の
先
祖
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
の
私
的
な
興
味
に
引
き
ず
ら

れ
て
の
素
人
解
釈
で
、
本
稿
も
そ
の
延
長
線
に
あ
っ
て
、
和

田
氏
の
出
自
を
探
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。内
容
と
し
て
、

極
め
て
個
人
的
な
問
題
意
識
に
よ
る
行
論
で
あ
る
こ
と
を
ま

ず
お
断
り
し
て
お
く
。

た
だ
、
中
世
後
期
、
近
江
湖
西
地
域
の
雄
琴
と
い
う
一
村

落
に
居
住
す
る
和
田
秀
純
が
、
ど
の
よ
う
な
立
場
で
明
智
光

秀
の
懐
柔
を
受
け
入
れ
る
に
至
っ
た
か
は
、
大
き
な
歴
史
を

考
え
る
上
で
は
さ
さ
い
な
こ
と
で
あ
る
が
、
湖
西
地
域
や
雄

琴
の
歴
史
、
そ
し
て
私
の
家
の
歴
史
を
考
え
る
上
で
は
、
き

わ
め
て
重
要
な
問
題
と
思
っ
て
い
る
。
も
し
こ
う
し
た
小
さ

な
出
来
事
の
積
み
重
ね
が
大
き
な
歴
史
に
波
紋
を
及
ぼ
す
こ

と
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
検
討
も
無
意
味
で
は

な
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
淡
い
思
い
か
ら
、
覚
束
な
い
行

論
で
は
あ
る
が
、
課
題
に
取
り
組
ん
で
み
た
い
と
思
う
。

ま
ず
、
こ
の
書
状
を
受
け
取
っ
た
和
田
秀
純
と
は
、
何
者

だ
っ
た
の
か
を
探
っ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

一
、
家
伝
に
お
け
る
和
田
秀
純
の
出
自

江
戸
時
代
中
期
、和
田
玄
通
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た『
江

西
和
田
家
記
』

［
2

［
註

は
、
和
田
秀
純
か
ら
書
き
始
め
ら
れ
、

元
禄
期
頃
ま
で
の
和
田
家
の
主
要
人
物
の
事
績
を
ま
と
め
た

家
伝
で
あ
る
。
そ
の
書
き
だ
し
で
、
ま
ず
そ
の
出
自
を
次
の

よ
う
に
記
し
て
い
る
。

廿
代
佐
々
貴
近
江
守
政
頼
之
子　

末
子　

和
田
信
濃
守

高
成　

高
成
よ
り
四
代
之
孫
也

は
じ
め
に
佐
々
貴
政
頼
と
い
う
人
物
が
登
場
す
る
。
こ
の

人
物
は
、
六
角
政
頼
を
指
す
が
、
政
頼
は
そ
の
実
在
が
危
ぶ

ま
れ
る
人
物
で
あ
る
。
そ
の
末
子
、
高
成
な
る
人
物
も
、
当

然
な
が
ら
実
在
が
確
認
で
き
な
い
。
ま
し
て
そ
の
四
代
目
が

和
田
秀
純
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
系
譜
は
相

当
怪
し
い
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
秀
純
が
雄
琴
に
来
た
の
は
永
禄
九
年（
一
五
六
六
）

の
こ
と
と
さ
れ
る
。「
永
禄
九
年
正
月
廿
八
日
度
々
の
軍
功

に
よ
り
、
江
州
大
屋
形
義
秀
卿
の
命
を
蒙
り
、
滋
賀
郡
の
旗

頭
と
し
て
雄
琴
城
を
賜
う
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
和
田
秀
純

は
、
六
角
義
秀
の
命
を
う
け
、
滋
賀
郡
の
旗
頭
と
し
て
雄
琴

に
や
っ
て
き
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
六
角
義
秀
は
、
近
世
の
偽
書
と
し
て
著

雄琴の土豪和田氏の出自について　 12
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名
な
『
江
源
武
鑑
』
に
登
場
す
る
人
物
で
、
そ
の
実
在
は
当

然
怪
し
い
。
和
田
秀
純
の
立
場
は
、
六
角
の
被
官
だ
が
、
雄

琴
に
来
た
二
年
後
の
永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
に
は
、
織

田
信
長
が
足
利
義
昭
を
奉
じ
て
上
洛
し
、六
角
承
禎
は
甲
賀
・

伊
賀
に
逃
れ
て
お
り
、六
角
の
影
響
力
は
弱
体
化
し
て
い
る
。

六
角
の
被
官
と
い
う
立
場
は
、
こ
れ
に
比
例
し
て
脆
弱
に

な
っ
て
い
っ
た
は
ず
だ
が
、
そ
の
二
年
後
の
元
亀
元
年
（
一

五
七
〇
）
に
は
、
志
賀
の
陣
で
浅
井
長
政
・
朝
倉
義
景
連
合

軍
に
味
方
し
て
織
田
信
長
に
対
峙
し
、
翌
、
元
亀
二
年
（
一

五
七
一
）
に
は
、
明
智
光
秀
に
味
方
し
て
先
の
書
状
を
受
け

て
い
る
。
こ
の
選
択
は
和
田
秀
純
の
判
断
で
あ
る
が
、
雄
琴

の
命
運
を
左
右
す
る
判
断
で
あ
り
、
秀
純
が
地
域
に
お
い
て

一
定
の
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
下
せ
た
選
択
と
い

え
る
。
こ
の
時
、
明
智
光
秀
が
守
る
宇
佐
山
城
に
、
単
身
で

乗
り
込
み
秀
純
の
意
向
を
伝
え
た
八
木
氏
も
、
秀
純
と
同
じ

雄
琴
の
土
豪
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
和
田
と
八
木
は
、
同

じ
考
え
で
光
秀
に
味
方
す
る
こ
と
を
決
め
て
い
る
の
で
あ

る
。
先
の
書
状
に
は
、
堅
田
衆
と
の
親
戚
関
係
な
ど
も
触
れ

ら
れ
て
い
る
が
、
地
域
に
根
を
張
っ
て
い
た
土
豪
だ
か
ら
こ

そ
築
け
た
関
係
性
と
い
え
る
。

つ
ま
り
和
田
は
、
長
年
地
域
に
定
着
し
、
地
域
の
人
心
を

把
握
し
た
リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
地
域
の
命
運

を
左
右
す
る
判
断
が
で
き
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
雄

琴
に
来
て
わ
ず
か
五
年
余
り
の
間
に
そ
の
よ
う
な
地
位
を
築

け
た
と
『
江
西
和
田
家
記
』
は
語
る
が
、
こ
の
記
述
を
鵜
呑

み
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
に
出
自
が
怪
し
い
和
田
秀
純
だ
が
、
実
在
し
た

こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
彼
は
、
元
亀
二
年
、
光
秀
の
懐
柔
を

受
け
入
れ
、
光
秀
の
味
方
と
な
っ
て
比
叡
山
焼
き
討
ち
に
協

力
し
、
そ
の
後
も
、
元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
の
今
堅
田
攻

め
に
も
協
力
し
て
い
る
。
和
田
家
に
は
、
こ
の
間
の
明
智
光

秀
書
状
が
三
通
残
さ
れ
て
お
り
、
間
違
い
な
く
戦
乱
の
中
で

一
定
の
存
在
感
を
示
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
明
智
軍
に
従
軍

し
た
か
は
定
か
で
な
い
が
、
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
の
坂

本
城
落
城
に
あ
た
り
、
雄
琴
城
を
廃
城
し
た
と
『
江
西
和
田

家
記
』
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。
晩
年
は
、
ど
の
武
将
に
も
つ

か
ず
、
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
に
そ
の
生
涯
を
終
え
た
。

和
田
秀
純
の
墓
は
、
和
田
家
の
墓
地
の
最
上
段
、
奥
ま
っ

た
場
所
に
祀
ら
れ
て
い
る
。現
在
に
続
く
和
田
家
の
祖
先
は
、

間
違
い
な
く
秀
純
で
あ
る
。
し
か
し
、『
江
西
和
田
家
記
』

が
語
る
秀
純
の
出
自
は
、
信
頼
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
彼

は
何
時
ど
こ
か
ら
来
た
の
だ
ろ
う
か
。

『
江
西
和
田
家
記
』
は
、
和
田
家
の
み
に
伝
え
ら
れ
た
家

伝
で
あ
る
た
め
、
そ
の
史
料
批
判
も
、
個
人
的
な
問
題
と
い

え
る
が
、
一
般
に
知
ら
れ
る
郷
土
資
料
で
、
秀
純
は
ど
の
よ

う
に
語
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）、
膳
所
藩
の
儒
者
寒
川
辰
清

に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
近
江
の
地
誌
『
近
江
輿
地
志

略
』

［
3

［
註

の
記
事
を
見
て
み
よ
う
。そ
こ
に
は「
雄
琴
古
城
跡
」

と
し
て
「
相
伝
和
田
源
内
左
衛
門
秀
純
居
城
の
跡
な
り
と
い

ふ
。（
中
略
）
按
ず
る
に
秀
純
は
佐
々
木
六
角
高
頼
の
弟
、

大
膳
大
夫
高
盛
が
子
也
。」
と
見
え
る
。『
江
源
武
鑑
』
を
偽

書
と
嫌
う
寒
川
辰
清
で
あ
る
か
ら
、
六
角
政
頼
や
義
秀
こ
そ

登
場
さ
せ
て
い
な
い
が
、
大
膳
大
夫
高
盛
の
子
と
い
う
曖
昧

な
推
測
を
記
し
て
い
る
。
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
の
『
滋

賀
郡
誌
』

［
［

［
註

で
も
「
秀
純
ハ
六
角
高
頼
ノ
弟
高
盛
ノ
子
ニ

シ
テ
源
内
左
衛
門
又
中
務
丞
ト
称
ス
、
永
禄
九
年
丙
寅
五
月

六
角
義
秀
、
秀
純
ヲ
以
テ
滋
賀
郡
旗
長
ト
ス
」
と
あ
り
、『
近

江
輿
地
志
略
』
の
説
を
踏
ま
え
『
江
西
和
田
家
記
』
の
記
事

を
加
え
た
記
述
と
な
っ
て
い
る
。
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九

一
）、
北
川
舜
治
『
近
江
名
跡
案
内
記
』

［
［

［
註

 

で
も
六
角
高
盛

の
子
と
い
う
『
近
江
輿
地
志
略
』
の
説
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
諸
書
は
、雄
琴
城
主
で
あ
っ
た
和
田
秀
純
を
、

六
角
の
被
官
と
解
釈
し
た
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
そ

の
根
拠
と
な
る
史
料
を
欠
き
、
曖
昧
な
推
測
に
終
始
し
て
い

る
。
和
田
家
の
家
伝
で
あ
る
『
江
西
和
田
家
記
』
自
身
が
、

怪
し
い
系
譜
を
語
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
無
理
も
な
い
話
な
の

だ
が
、
子
孫
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
も
う
少
し
確
か
な
手
が

か
り
が
欲
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
ん
な
中
『
江
西
和
田
家
記
』
で
、
先
の
記
事
に
続
く
文

章
が
こ
の
問
い
へ
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
え

て
、
以
前
か
ら
気
に
な
っ
て
い
た
。「
こ
の
城
主
元
は
畑
河

某
山
徒
に
て
こ
れ
あ
る
よ
し
な
り
」
と
の
記
事
で
あ
る
。
秀

純
が
入
城
す
る
以
前
、
雄
琴
城
主
は
、
山
徒
畑
河
某
の
居
城

だ
っ
た
と
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
山
徒
と
は
、
延
暦
寺
の

大
衆
を
指
す
。
そ
の
実
態
は
検
証
さ
れ
て
お
ら
ず
不
明
な
点

が
多
い
が
、
室
町
時
代
、
幕
府
よ
り
任
命
さ
れ
た
山
門
使
節

は
、
山
徒
の
有
力
者
で
、
延
暦
寺
の
実
務
を
担
っ
て
い

た

［
6

［
註

。
延
暦
寺
が
関
係
す
る
各
地
に
、
山
徒
は
い
た
の
だ

ろ
う
。

こ
の
畑
河
氏
と
関
連
す
る
か
は
定
か
で
な
い
が
、
和
田
家

の
出
身
者
で
、
嵯
峨
二
尊
院
の
住
職
と
な
っ
た
寛
空
（
一
六

四
七
―
一
七
〇
三
）
と
い
う
僧
が
い
る
。
元
は
、
西
塔
南
尾

渓
廣
院
の
再
興
第
四
世
院
主
で
、
は
じ
め
権
大
僧
都
静
然
と
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称
し
た
。『
西
塔
堂
舎
並
各
坊
世
譜
』

［
7

［
註

に
は
、
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。

第
四
世
権
大
僧
都
静
然
、
姓
ハ
畑
氏
、
江
州
雄
琴
ノ
人

也
。
延
宝
元
年
院
ヲ
尸
、
貞
享
年
中
命
ヲ
承
り
日
光
山

ニ
抵
輪
王
大
王
ノ
御
院
ヲ
監
ス
、
元
禄
四
年
嵯
峨
二
尊

院
ニ
移
住
ス
、
改
テ
寛
空
ト
名
、
七
年
院
ヲ
弟
子
恵
雲

ニ
付
、
十
六
年
五
月
十
八
日
二
尊
院
ニ
卒
、
時
ニ
年
五

十
七
歳
、
塔
ヲ
彼
院
此
山
両
所
ニ
起
ス

『
江
西
和
田
家
記
』
で
は
、
高
盛
（
和
田
秀
純
の
孫
）
五

男
寛
空
存
親
大
和
尚
と
あ
り
、
系
図
や
過
去
帳
で
も
確
認
で

き
る
和
田
家
出
身
者
で
あ
る
。

た
だ
寛
空
に
つ
い
て『
西
塔
堂
舎
並
各
坊
世
譜
』で
は「
姓

ハ
畑
氏
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
畑
氏
な
の
か
、
単
な
る

誤
り
な
の
だ
ろ
う
か
と
も
考
え
た
が
、
畑
と
和
田
で
は
間
違

い
よ
う
が
な
い
。「
畑
河
某
山
徒
」
と
い
う
畑
河
に
も
似
通

う
「
畑
氏
」
な
の
で
、
全
く
の
誤
記
と
も
思
え
ず
、
謎
の
ま

ま
ず
っ
と
引
っ
掛
か
っ
て
い
た
。

二
、
壬
生
家
の
日
記
に
見
え
る
畑
と
和
田

私
は
現
在
、
雄
琴
神
社
の
歴
史
を
ま
と
め
る
作
業
を
し
て

い
る
。
そ
の
中
で
、
壬
生
家
と
雄
琴
庄
の
関
係
を
整
理
す
べ

く
、
壬
生
家
文
書
や
壬
生
家
歴
代
の
日
記
に
見
え
る
雄
琴
庄

関
係
記
事
を
調
べ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
雄
琴
庄
は
、
中
世

小
槻
家
の
荘
園
で
、
雄
琴
神
社
は
同
氏
の
氏
神
と
さ
れ
、
雄

琴
神
社
の
祭
神
小
槻
宿
祢
今
雄
は
小
槻
氏
の
祖
、
同
氏
に

と
っ
て
特
別
な
荘
園
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、

隣
村
苗
鹿
村
も
同
様
で
、
苗
鹿
村
に
は
、
小
槻
宿
祢
今
雄
が

建
立
し
た
と
さ
れ
る
法
光
寺
が
あ
り
、
同
氏
の
氏
寺
と
さ
れ

て
い
た

［
［

［
註

。

も
う
少
し
小
槻
氏
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
小
槻
氏
は
、

平
安
時
代
後
期
以
来
、
宮
中
の
太
政
官
弁
官
局
で
上
首
の
地

位
に
あ
っ
た
地
下
官
人
（
中
級
貴
族
）
で
あ
る
。
左
大
史
（
大

夫
史
と
も
呼
ぶ
弁
官
局
の
最
上
位
）
の
地
位
を
世
襲
し
、
太

政
官
の
事
務
方
の
ト
ッ
プ
と
い
う
地
位
に
あ
り
、
官
務
家
と

も
呼
ば
れ
た
。
小
槻
家
の
力
の
源
泉
は
、
記
録
を
司
っ
て
い

た
こ
と
で
、
宮
中
の
文
書
庫
の
一
つ
「
官
文
殿
」
を
管
理
し
、

私
邸
に
も
官
文
庫
を
設
け
膨
大
な
文
書
を
保
管
し
て
い
た
。

過
去
の
記
録
は
、
政
治
的
判
断
の
基
礎
と
な
る
。
そ
の
中
枢

に
い
た
小
槻
氏
は
、
朝
廷
の
実
務
上
不
可
欠
な
家
と
な
っ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
平
安
時
代
後
期
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て

そ
の
地
位
を
保
っ
て
き
た
の
で
あ
る

［
［

［
註

。

そ
ん
な
小
槻
氏
は
、
鎌
倉
時
代
よ
り
、
後
の
壬
生
家
、
大

宮
家
の
二
系
統
に
分
か
れ
、
い
ず
れ
か
が
大
夫
史
を
担
っ
て

い
る
。
戦
国
時
代
、
大
宮
家
は
断
絶
す
る
が
、
壬
生
家
は
存

続
し
、
江
戸
時
代
も
揺
る
が
な
い
地
位
を
保
っ
て
い
た
。
そ

し
て
、
中
級
貴
族
小
槻
氏
に
と
っ
て
、
雄
琴
庄
・
苗
鹿
庄
は
、

祖
先
で
あ
る
小
槻
宿
祢
今
雄
に
ま
つ
わ
る
ゆ
か
り
深
い
地
で

あ
り
、
京
都
に
も
近
い
こ
と
か
ら
、
同
氏
の
最
重
要
な
荘
園

と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
。

近
世
に
入
る
と
、
雄
琴
村
・
苗
鹿
村
は
、
壬
生
家
の
手
か

ら
離
れ
る
。
苗
鹿
村
は
、
寛
永
十
一
年
（
一
六
三
四
）
に
膳

所
藩
領
と
な
り
、
雄
琴
村
は
、
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
滋

賀
院
門
跡
領
と
な
る
。

し
か
し
、
壬
生
家
に
と
っ
て
雄
琴
・
苗
鹿
村
は
、
祖
先
ゆ
か

り
の
地
と
し
て
崇
敬
さ
れ
、そ
の
つ
な
が
り
を
保
っ
て
い
た
。

近
世
、
壬
生
家
歴
代
当
主
の
日
記
を
見
る
と
同
家
の
年
中

行
事
と
し
て
、
正
月
五
日
、
苗
鹿
村
か
ら
苗
鹿
社
に
備
え
ら

れ
た
供
物
（
鏡
餅
）
が
到
来
し
、
四
月
、
雄
琴
社
の
祭
礼
日

（
四
月
一
番
の
申
日
）
と
苗
鹿
社
の
祭
礼
日
（
四
月
二
番
の

酉
日
）
に
、
私
邸
で
遥
拝
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
十
一

月
の
両
社
の
御
火
焼
に
も
壬
生
家
で
祭
祀
が
行
わ
れ
て
い

た
。壬

生
家
に
と
っ
て
特
別
な
地
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
近
世
前
期
に
は
、
壬
生
家
の
当
主
が
し
ば
し
ば
雄
琴
・

苗
鹿
を
訪
れ
、
苗
鹿
社
・
法
光
寺
・
雄
琴
社
を
参
拝
し
て
い

る
。
そ
の
実
態
は
、
歴
代
当
主
の
日
記
で
確
認
で
き
、
例
え

ば『
小
槻
孝
亮
宿
祢
記
』元
和
四
年（
一
六
一
八
）六
月
九
日

条
に
は
、
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
記
事
が
見
ら
れ
る

［
［註

［
註

。

九
日　

丙
寅
晴

自
昨
夜
搆
神
事
、
今
朝
、
参
詣
江
州
苗
鹿
今
雄
両
社
、

忠
利
同
参
之
、
畑
源
三
郎
貞
綱
孫
勘
兵
衛
出
来
、
今

対
面
、
彼
貞
綱
者
于
恒
宿
祢
補
任
有
之

補
任　

江
州
雄
琴
庄
夫
代
米
代
官
職
事

定
補　

畑
源
三
郎
貞
綱

右
條
々
任
厳
重
之
證
文
之
旨
以
件
人
所
補

彼
職
也

早
守
先
例
、
年
貢
諸
公
事
物
等
可
有
其
沙

汰
、
万
一
雖
為
一
事
有
不
法
懈
怠
之
儀
者

任
契
約
之
旨
可
令
勤
改
動
彼
職
者
也
、
敢
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以
勿
令
違
失
故
下

大
永
六
年
七
月
十
一
日

左
大
史
小
槻
宿
祢
（
花
押
）
于
恒
宿
祢
判
体
如
斯

元
和
四
年
六
月
九
日
、
壬
生
孝
亮
（
一
五
七
八
―
一
六
五

二
）
と
忠
利
（
―
一
六
六
三
）
親
子
は
、
前
日
夜
に
参
拝
に

備
え
て
神
事
を
行
い
、
先
祖
を
祀
る
雄
琴
社
と
氏
寺
が
あ
る

苗
鹿
の
苗
鹿
社
（
那
波
加
神
社
）
を
参
拝
し
て
い
る
。
雄
琴

社
を
「
今
雄
社
」
と
表
記
し
て
い
る
の
は
、
壬
生
家
に
と
っ

て
祖
先
で
あ
る
小
槻
宿
祢
今
雄
を
祀
る
こ
と
か
ら
、
壬
生
家

の
立
場
で
「
今
雄
社
」
と
呼
ん
で
い
た
よ
う
だ
が
雄
琴
社
を

指
し
て
い
る
。
こ
の
参
拝
の
折
、
二
人
は
雄
琴
で
畑
源
三
郎

貞
綱
の
孫
勘
兵
衛
と
出
会
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
勘
兵
衛
か
ら

畑
貞
綱
が
壬
生
于
恒
か
ら
授
か
っ
た
「
雄
琴
庄
夫
代
米
代
官

職
」
補
任
状
を
披
見
し
、
日
記
に
記
録
し
て
お
り
、
そ
れ
は

大
永
六
年
（
一
五
二
六
）
に
発
給
さ
れ
た
も
の
で
、
于
恒
の

花
押
を
認
め
て
い
る
。
問
題
は
、
こ
の
勘
兵
衛
で
あ
る
。
和

田
秀
純
の
嫡
男
は
、
和
田
勘
兵
衛
正
盛
で
、
寛
永
六
年
（
一

六
二
九
）、
六
十
一
歳
で
亡
く
な
っ
て
お
り
、
壬
生
孝
亮
が

出
会
っ
た
勘
兵
衛
は
、
こ
の
和
田
正
盛
で
あ
っ
た
可
能
性
が

高
い
。

同
じ
『
小
槻
孝
亮
宿
祢
日
記
』
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）

六
月
十
五
日
条
に
は
、「
雄
琴
畑
勘
兵
衛
来
令
対
面
風
折
烏

帽
子
直
垂
賜
之
仰
神
事
之
時
可
着
之
由
」
と
い
う
記
事
が
見

え
る
。
近
世
和
田
家
は
、
雄
琴
社
の
神
職
を
勤
め
て
お
り
、

そ
れ
は
正
盛
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。
正
盛
の
嫡
男
高
盛
の
記
事

に「
雄
琴
大
明
神
之
神
職
前
代
之
通
務
」（『
江
西
和
田
家
記
』）

と
見
え
、
正
盛
の
時
か
ら
雄
琴
社
の
神
職
だ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
勘
兵
衛
は
、
壬
生
孝
亮
を
訪
ね
、
風
折
烏
帽
子
、
直

垂
を
賜
っ
て
お
り
、
用
途
と
し
て
は
、
神
事
の
時
に
着
用
す

る
た
め
で
あ
っ
た
。
ま
さ
し
く
神
職
の
装
束
で
あ
る
。
こ
こ

で
も
「
畑
勘
兵
衛
」
と
し
て
壬
生
家
を
訪
れ
て
い
る
。

孝
亮
の
嫡
男
、
壬
生
忠
利
の
日
記
で
は
、
正
保
三
年
（
一

六
四
六
）
九
月
二
十
四
日
条
に
、
苗
鹿
大
明
神
（
那
波
加
社
）

に
参
拝
し
て
お
り
、
そ
の
時
「
畑
勘
兵
衛
子
三
十
疋
」
と
あ

る
。
勘
兵
衛
正
盛
の
子
に
三
十
疋
遣
わ
さ
れ
て
お
り
、
和
田

正
盛
の
子
、
和
田
五
兵
衛
高
盛
へ
遣
わ
さ
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
、
こ
こ
で
も
畑
姓
と
な
っ
て
い
る
。

忠
利
は
、
そ
の
二
年
後
、
正
保
五
年
（
一
六
四
八
）
九
月

十
三
日
に
も
苗
鹿
大
明
神
を
参
拝
し
て
お
り
、そ
の
時
は「
雄

琴
大
明
神
幣
料
十
二
匁　

在
所
中
江
十
匁
遣　

和
田
勘
兵
衛

三
十
疋
遣
」
と
あ
り
、
こ
こ
で
は
二
年
前
と
同
じ
三
十
疋
を

「
和
田
勘
兵
衛
」
に
下
賜
し
た
と
あ
る
。
二
年
前
の
日
記
と

同
様
「
勘
兵
衛
子
」
と
あ
る
べ
き
だ
が
、「
子
」
が
抜
け
て

い
る
と
し
て
、
高
盛
に
下
賜
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

注
目
す
べ
き
は
、
畑
姓
で
は
な
く
和
田
姓
と
な
っ
て
い
る
点

で
、
い
ず
れ
も
同
一
人
物
を
指
す
。

忠
利
の
苗
鹿
大
明
神
へ
の
参
拝
は
、
慶
安
五
年
（
一
六
五

二
）
四
月
二
十
日
に
も
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
日
は
同
社
の

祭
礼
日
に
当
た
っ
て
い
た
。
こ
の
時
、「
今
雄
御
社
参
幣
料

十
二
匁
畑
五
兵
衛
ヘ
三
十
疋
在
所
中
江
十
匁
一
献
有
畑
五
兵

衛
子
二
人
出
逢
」
と
あ
り
、
忠
利
は
那
波
加
社
参
拝
の
後
、

雄
琴
社
を
参
拝
し
て
お
り
、「
今
雄
社
」
と
の
表
記
も
注
意

さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
畑
五
兵
衛
の
子
と
出
会
い
、
一
献
の

饗
応
を
受
け
て
い
る
。
畑
五
兵
衛
は
、
和
田
五
兵
衛
高
盛
を

指
す
が
、
忠
利
は
畑
姓
で
記
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
四
月
二
十
五
日
、
壬

生
忠
利
は
再
び
苗
鹿
大
明
神
の
祭
礼
日
に
参
拝
し
、
雄
琴
社

へ
も
参
拝
し
て
お
り
、
こ
の
時
は
「
雄
琴
大
明
神
江
参
御
幣

料
十
二
匁
在
所
中
江
十
匁
和
田
五
兵
衛
三
十
疋
和
田
子
三
人

江
持
扇
子
二
本
宛
遣
珍
重
云
々
」
と
あ
り
、
同
一
人
物
が
和

田
姓
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。

明
暦
元
年
九
月
十
日
、
壬
生
忠
利
は
み
た
び
苗
鹿
大
明
神

を
参
拝
し
て
お
り
、
こ
の
時
も
雄
琴
社
へ
参
拝
し
て
い
る
。

「
雄
琴
大
明
神
ヘ
参
奉
幣
料
拾
弐
匁
和
田
五
兵
衛
三
十
疋
子

三
人
持
扇
弐
本
ツ
ゞ
但
壱
匁
ニ
三
本
扇
也
在
所
中
ヘ
拾
匁
遣

之
五
兵
衛
所
に
て
食
有
」
と
参
拝
の
後
、
和
田
五
兵
衛
高
盛

邸
で
饗
応
を
受
け
た
。こ
こ
で
も
和
田
姓
で
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
壬
生
家
に
と
っ
て
、
和
田
家
は
、
雄
琴
庄
の

代
官
で
あ
っ
た
畑
源
三
郎
貞
綱
の
末
裔
で
あ
り
、
畑
氏
と
認

識
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
し
た
が
っ
て
和
田
姓
に
は
、
馴
染

め
ず
、
畑
姓
で
表
記
し
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
後
も
、
壬
生
忠

利
の
嫡
男
重
房
が
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
三
月
十
五
日
に

雄
琴
を
訪
れ
た
時
も
、「
畑
五
兵
衛
」
と
記
し
て
お
り
、
同

様
の
混
乱
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
混
乱
は
ひ
と
え
に
、
壬
生
家
か
ら
見
て
、
和
田
が
雄

琴
庄
代
官
で
あ
っ
た
畑
の
系
譜
を
引
く
家
と
認
識
さ
れ
て
い

た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
六
角
氏
の
被
官
と
い
う
和
田
氏
の
主
張

と
は
異
な
り
、
壬
生
家
か
ら
は
雄
琴
庄
代
官
畑
氏
と
理
解
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
壬
生
家
の
思
い
違
い
で
は

な
い
。
元
和
四
年
、
和
田
正
盛
は
代
官
補
任
状
に
よ
っ
て
自

ら
の
系
譜
を
語
り
、
寛
永
元
年
に
は
代
官
の
末
裔
で
あ
る
畑

と
し
て
壬
生
家
を
訪
ね
、
風
折
烏
帽
子
と
直
垂
を
賜
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
見
て
も
、
正
盛
は
そ
の
よ
う
に
振
舞
っ
て
い
た
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と
考
え
ら
れ
る
。

も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
和
田
秀
純
の
時
代
に
、
何
ら
か
の

理
由
で
畑
か
ら
和
田
に
改
姓
し
た
の
だ
ろ
う
か
。も
し
く
は
、

和
田
が
畑
に
入
れ
替
わ
り
、
畑
の
系
譜
を
継
承
し
た
と
も
考

え
ら
れ
よ
う
。そ
の
詳
細
を
推
し
量
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

か
つ
て
の
雄
琴
庄
の
領
主
で
あ
っ
た
壬
生
家
や
延
暦
寺
か
ら

見
る
と
和
田
氏
は
雄
琴
の
代
官
畑
氏
の
系
譜
を
引
く
家
と
認

識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

も
し
和
田
氏
と
畑
氏
が
同
一
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
少

な
く
と
も
室
町
時
代
後
期
に
は
、
雄
琴
庄
代
官
職
を
担
う
家

で
あ
っ
た
。
地
域
に
根
付
い
て
一
定
の
影
響
力
を
行
使
す
る

立
場
に
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
明
智
光

秀
の
懐
柔
を
受
け
入
れ
る
選
択
も
出
来
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

三
、
室
町
時
代
後
期
の
雄
琴
庄

室
町
時
代
後
期
、
小
槻
家
に
よ
る
雄
琴
庄
・
苗
鹿
庄
の
支

配
状
況
に
つ
い
て
は
、『
壬
生
家
文
書
』

［
［［

［
註

や
壬
生
家
歴
代

の
日
記
類
に
散
見
さ
れ
る
。
断
片
的
な
記
事
を
在
地
の
状
況

に
落
と
し
込
む
だ
け
の
力
量
が
な
い
た
め
、
間
違
っ
た
解
釈

に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
次
に
雄
琴
庄
代
官
畑
氏
に
注

目
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

嘉
吉
元
年
（
一
四
四
一
）「
壬
生
家
所
々
年
貢
注
文
」（『
壬

生
家
文
書
』
九
十
九
）
に
よ
る
と
、「
苗
鹿
庄
八
十
石
、
雄

琴
庄
二
十
石
（
但
京
着
十
四
石
）」
と
見
え
、
大
永
四
年
（
一

五
二
四
）「
近
江
国
雄
琴
庄
年
貢
算
用
状
」（『
壬
生
家
文
書
』

四
六
九
）
で
も
二
十
石
と
見
え
る
こ
と
か
ら
、
室
町
時
代
中

期
の
年
貢
高
は
、
二
十
石
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
、

雄
琴
庄
が
負
担
し
て
い
た
義
務
は
、
年
貢
だ
け
で
な
く
、
公

事
も
あ
っ
た
。
壬
生
家
へ
の
供
物
の
調
進
も
大
き
な
役
割
で

あ
っ
た
。
年
不
詳
、
室
町
時
代
中
期
と
推
測
さ
れ
る
、
雄
琴

庄
の
年
貢
・
公
事
の
全
体
像
は
、
次
の
文
書
か
ら
う
か
が
え

る
（『
壬
生
家
文
書
』
一
二
八
九
●

［
［［

［
註 

）。

雄
琴
庄
成
分

宣
旨
ノ
舛

廿
石　

此
内
六
石
代
官
給
ニ
引
、

五
斗
御
灯
米
ニ
ヒ
ク
、

三
斗
調
子
ニ
引

三
月
三
日　

小
餅
四
百　

銭
二
百
文

三
月
草
代
ニ　
　
　
　
　
　

参
貫
文

五
月
五
日
ニ 

□チ 

マ
キ
数
四
百　

銭　

二
百
文

七
月　

ね
い
も
一
折

八
月
一
日
小
餅　
　
　
　
　

二
百
五
十

九
月
九
日
小
餅　
　
　
　
　

数
同
、
銭
二
百
文

十
月
亥
子
二
同　
　
　
　
　

百
五
十

十
二
月
炭
廿
把
、
納
豆
卅
把

同
月
末
ニ
簾
畳
代　
　
　
　

三
貫
百
五
十
文

七
百
吾
十
文

以
上

年
貢
と
し
て
は
廿
石
だ
が
、
内
六
石
は
代
官
給
、
そ
の
ほ

か
に
八
斗
が
引
か
れ
て
い
た
。

公
事
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
十
月
の
亥
子
に
つ
い
て
、
応

永
十
四
年
（
一
四
〇
七
）「
亥
子
餅
注
文
」（『
壬
生
家
文
書
』

二
九
二
）
に
よ
る
と
、
壬
生
家
が
関
係
す
る
三
か
所
の
荘
園

か
ら
餅
が
届
け
ら
れ
て
い
た
。
主
殿
寮
領
摂
津
国
採
銅
所
か

ら
六
五
〇
、
苗
鹿
預
所
か
ら
一
五
〇
、
同
公
文
二
〇
〇
、
雄

琴
一
五
〇
と
見
え
、
計
、
一
一
五
〇
個
と
い
う
膨
大
な
餅
が

到
着
し
、
こ
れ
ら
は
、
関
係
者
に
配
分
さ
れ
て
い
た
。

壬
生
晴
富
の
日
記
を
見
る
と
、
五
月
四
日
「
雄
琴
粽
以
下
、

官
務
方
に
到
来
、
幸
甚
々
々
」（
文
明
十
一
年
）、
三
月
十
三

日
「
雄
琴
草
代
到
来
」（
明
応
六
年
）
と
い
っ
た
記
事
が
見

え

［
［註

［
註

、
壬
生
于
恒
の
日
記
で
も
、「
小
野
雄
琴
庄
節
供
物

悉
調
進
」（
永
正
十
八
年
三
月
三
日
条
）
と
あ
り
、
三
月
、

五
月
、
九
月
の
節
供
や
八
朔
等
、
壬
生
家
の
た
め
に
た
く
さ

ん
の
餅
を
搗
き
、
五
月
節
供
に
は
粽
を
四
〇
〇
個
も
作
り
納

め
て
い
た
ほ
か
、
冬
場
の
燃
料
、
正
月
の
畳
や
御
簾
な
ど
、

壬
生
家
の
日
常
を
支
え
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
先
の
文
書

に
書
か
れ
た
公
事
以
外
に
も
、
正
月
に
若
菜
を
納
め
て
い

た
よ
う
で
「
雄
琴
庄
若
菜
到
来
」（
天
文
二
年
一
月
六
日
条
）

と
い
っ
た
記
事
も
見
ら
れ
、
密
接
な
関
係
が
築
か
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

こ
う
し
た
年
貢
や
公
事
を
壬
生
家
に
納
め
る
責
任
者
と
し

て
、
代
官
が
補
任
さ
れ
て
い
た
。『
雅
久
宿
祢
記
』
文
明
八

年
（
一
四
七
六
）
三
月
二
十
八
日
条
に
「
雄
琴
代
官
職
事
畑

藤
井
松
林
三
人
」
と
見
え
、
雄
琴
庄
の
代
官
と
し
て
畑
・
藤

井
・
松
林
の
三
人
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
苗
鹿
庄
に
つ
い

て
も
、
白
子
氏
が
代
官
で
あ
っ
た
。

大
永
五
年
（
一
五
二
五
）
七
月
一
日
、
畑
源
三
郎
が
、「
雄

琴
庄
夫
代
米
代
官
職
」
に
補
任
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
先
に

見
た
が
、
そ
れ
に
先
立
つ
大
永
四
年
（
一
五
二
四
）
雄
琴
庄

年
貢
算
用
状
が
、「
は
た
源
三
郎
」
か
ら
御
本
所
政
所
に
提
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出
さ
れ
、
二
十
石
の
年
貢
を
納
め
た
と
報
告
し
て
い
る
（『
壬

生
家
文
書
』
四
六
九
●

［
［［

［
註 

）。
畑
源
三
郎
は
、
大
永
四
年
以

前
か
ら
代
官
職
を
補
任
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

天
文
二
年
（
一
五
三
三
）
三
月
二
十
九
日
、
壬
生
家
よ
り

雄
琴
庄
草
代
未
納
に
つ
い
て
使
者
が
遣
わ
さ
れ
、
畑
代
宗
慶

が
返
答
し
て
い
る
（『
于
恒
宿
祢
記
』）。

天
文
十
三
年
（
一
五
四
四
）
十
一
月
二
十
日
、
壬
生
殿
御

政
所
へ
提
出
さ
れ
た
算
用
状
は
、
畑
代
家
吉
が
差
し
出
し
て

い
る
（『
壬
生
家
文
書
』
一
四
〇
〇
●

［
［［

［
註 

）。
い
ず
れ
も
畑
氏

の
関
係
者
で
あ
ろ
う
。

天
文
二
十
四
年
（
一
五
五
五
）
十
月
吉
日
雄
琴
庄
本
所
分

算
用
状
は
、
畑
弥
五
郎
貞
能
の
差
し
出
し
で
あ
る
（『
壬
生

家
文
書
』
一
二
八
一
●

［
［［

［
註 

）。

永
禄
年
間
の
記
事
（
年
不
詳
）
に
も
代
官
と
し
て
藤
井
・

畑
の
名
が
見
え
る
（『
于
恒
宿
祢
記
』）。

こ
の
よ
う
に
畑
氏
は
、
十
五
世
紀
後
期
か
ら
十
六
世
紀
を

通
じ
て
、
雄
琴
庄
代
官
と
し
て
壬
生
家
に
補
任
さ
れ
、
活
動

し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
畑
氏
の
地
位
を
引
き

継
い
だ
の
が
、
和
田
氏
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
近
世
に
な
っ
て

も
、
壬
生
家
か
ら
見
た
雄
琴
村
の
代
表
は
畑
氏
で
あ
り
、
そ

れ
が
和
田
と
畑
の
混
同
に
結
び
つ
い
た
の
だ
ろ
う
。

ち
な
み
に
、
元
亀
二
年
、
和
田
秀
純
と
共
に
明
智
光
秀
に

味
方
し
た
八
木
氏
に
つ
い
て
も
、
天
文
九
年
（
一
五
四
〇
）

五
月
五
日
の
条
に
「
雄
琴
片
代
官
」
と
し
て
そ
の
名
が
見
え

る
八
木
平
兵
衛
尉
貞
治
と
繋
が
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

（『
于
恒
宿
祢
記
』）。
片
代
官
と
は
代
官
の
補
佐
の
よ
う
な
役

割
か
判
然
と
し
な
い
が
、
こ
の
時
、
八
木
は
、
壬
生
家
に
対

し
「
縫
殿
助
」
と
い
う
官
職
を
所
望
し
、
壬
生
于
恒
が
補
任

し
て
い
る
。
壬
生
家
に
と
っ
て
必
要
な
人
物
と
映
っ
て
い
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。

断
片
的
な
史
料
で
は
あ
る
が
、
雄
琴
庄
の
代
官
は
、
文
明

八
年
の
段
階
で
、
畑
・
藤
井
・
松
林
が
請
負
っ
て
い
た
。
永

禄
年
間
の
記
事
に
代
官
畑
・
藤
井
と
見
え
て
お
り
、
両
家
が

継
続
し
て
代
官
職
を
担
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
算
用
帳
な
ど

に
名
前
が
見
え
る
の
は
畑
氏
や
そ
の
関
係
者
（
畑
代
）
な
の

で
、
雄
琴
庄
の
代
官
を
中
心
的
に
担
っ
て
い
た
の
は
畑
氏
と

思
わ
れ
る
。
八
木
氏
も
そ
の
補
佐
と
し
て
活
動
し
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
。

で
は
、
和
田
氏
が
畑
氏
の
系
譜
を
引
く
家
だ
と
仮
定
す
る

と
、
畑
氏
は
、
果
た
し
て
六
角
の
被
官
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

詳
細
は
省
く
が
、『
長
興
宿
禰
記
』

［
［註

［
註

文
明
十
三
年
（
一

四
八
一
）
十
月
八
日
条
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
記
さ
れ
て
い

る
。

苗
鹿
村
代
官
白
子
山
城
守
注
進
、
甲
賀
住
人
伴
太
郎
左

衛
門
尉
、
押
領
す
る
と
云
、
近
日
西
近
江
辺
、
六
角
高

頼
被
官
等
打
入
押
取
の
類
か
、
苗
鹿
村
坂
本
六
ケ
所
の

内
、
山
門
相
拘
わ
る
間
、
武
士
乱
入
の
煩
い
な
き
地
な

り
、
猛
悪
の
輩
の
張
行

隣
村
苗
鹿
村
の
出
来
事
で
あ
る
。
こ
の
時
は
、
大
宮
長
興

（
一
四
一
二
―
一
四
九
九
）
が
苗
鹿
村
を
領
し
て
お
り
、
そ

の
在
地
代
官
が
白
子
山
城
守
貞
宗
で
あ
っ
た
。
そ
の
白
子
か

ら
の
情
報
で
、
六
角
高
頼
の
被
官
で
甲
賀
の
伴
太
郎
左
衛
門

尉
が
、
苗
鹿
村
を
押
領
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
知
ら
せ
て
き

た
。
近
頃
、
六
角
高
頼
の
被
官
が
西
近
江
に
進
出
し
は
じ
め

て
お
り
、
そ
の
類
か
と
、
長
興
は
推
測
し
て
い
る
。
そ
の
上

で
、
苗
鹿
村
は
坂
本
六
ケ
所
の
内
で
、
延
暦
寺
が
深
く
関
わ

る
地
な
の
だ
か
ら
、
武
士
乱
入
の
煩
い
が
な
い
場
所
と
理
解

し
て
い
た
こ
と
を
記
し
、
猛
悪
な
輩
の
強
引
な
行
い
だ
と
非

難
し
て
い
る
。

こ
の
あ
と
長
興
は
直
ち
に
、
延
暦
寺
に
働
き
か
け
、
六
角

高
頼
の
行
動
を
阻
止
す
る
よ
う
に
依
頼
し
て
い
る
。
翌
年
、

延
暦
寺
は
所
領
押
領
に
よ
り
六
角
高
頼
を
幕
府
に
訴
え
て
い

る
。
苗
鹿
村
の
事
件
だ
け
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
が
、
こ
の
頃
、

六
角
高
頼
は
寺
社
領
や
幕
府
奉
公
衆
の
所
領
を
押
領
す
る
な

ど
、
幕
府
の
指
示
を
無
視
す
る
行
動
を
繰
り
返
し
て
い
た
。

こ
の
た
め
、
長
享
元
年
（
一
四
八
七
）
第
一
次
六
角
征
伐
が
、

将
軍
足
利
義
尚
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
苗
鹿
村

が
坂
本
六
ケ
所
の
一
つ
で
、
延
暦
寺
の
影
響
下
に
あ
り
、
武

士
乱
入
の
煩
い
が
な
い
土
地
で
あ
る
と
、
大
宮
長
興
が
認
識

し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。「
坂
本
六
ケ
所
」
が
ど
の
範
囲
を

指
す
か
不
明
だ
が
、
延
暦
寺
膝
下
の
湖
西
地
域
は
、
そ
の
強

い
影
響
力
に
護
ら
れ
、
守
護
六
角
勢
力
の
入
り
込
む
余
地
の

な
い
土
地
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
当
然
、
六
角
被
官
が
押
領

す
る
こ
と
も
、
侵
入
し
在
地
土
豪
化
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

な
い
地
域
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

雄
琴
庄
に
つ
い
て
い
う
な
ら
、
永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）

ま
で
壬
生
家
領
と
し
て
存
続
し
て
い
た
。

足
利
義
昭
を
奉
じ
て
上
洛
し
た
織
田
信
長
は
、
家
臣
に
近

江
の
要
所
を
守
ら
せ
、
湖
西
の
宇
佐
山
城
に
は
森
可
成
を
配

し
、
京
に
入
る
人
や
荷
物
の
管
理
、
滋
賀
郡
や
湖
西
方
面
の

監
視
を
担
っ
た
。
そ
の
森
可
成
は
、
永
禄
十
二
年
十
一
月
二
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十
七
日
付
、
安
倍
安
大
夫
へ
の
書
状
で
「
彼
（
雄
琴
）
の
御

領
の
儀
に
つ
き
、
先
々
の
如
く
相
違
な
く
仰
せ
付
け
ら
る
べ

く
候
」（『
壬
生
家
文
書
』
一
二
八
五
●

［
［［

［
註 

）
と
伝
え
て
い
る
。

安
倍
氏
は
、
壬
生
家
の
家
司
を
勤
め
て
い
た
と
思
わ
れ
る
人

物
な
の
で
、
こ
の
書
状
は
森
可
成
が
、
壬
生
家
の
所
領
の
内
、

雄
琴
庄
に
つ
い
て
安
堵
し
た
こ
と
に
な
る
。
お
そ
ら
く
雄
琴

庄
は
、
六
角
氏
に
よ
っ
て
押
領
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
信
長
政

権
下
で
も
壬
生
家
領
分
は
維
持
さ
れ
、
在
地
の
安
定
が
は
か

ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

壬
生
家
領
雄
琴
庄
が
維
持
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
こ

の
時
期
ま
で
畑
氏
も
雄
琴
庄
代
官
職
に
従
事
し
て
い
た
可
能

性
は
高
い
。
し
か
し
、
家
伝
で
は
、
和
田
秀
純
が
雄
琴
に
居

て
、
翌
年
の
志
賀
の
陣
で
は
浅
井
・
朝
倉
軍
に
与
し
、
翌
元

亀
二
年
に
は
、
比
叡
山
焼
き
討
ち
を
直
前
に
控
え
、
明
智
光

秀
に
与
す
る
こ
と
を
選
択
し
た
。
雄
琴
の
在
地
を
掌
握
し
て

い
た
代
官
畑
氏
と
和
田
秀
純
を
同
一
の
系
譜
を
引
く
人
物
と

想
定
す
る
と
、
こ
の
流
れ
は
ス
ム
ー
ズ
に
理
解
で
き
る
よ
う

に
思
う
の
だ
が
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
根
拠
と
な
る
史
料
は
一
つ

も
な
い
。
こ
の
た
め
、
一
つ
の
憶
測
に
す
ぎ
な
い
の
だ
が
、

も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、『
江
西
和
田
家
記
』
に
あ
っ
た
「
こ

の
城
主
元
は
畑
河
某
山
徒
に
て
こ
れ
あ
る
よ
し
な
り
」
と
い

う
記
述
が
注
意
さ
れ
る
。

苗
鹿
庄
が
延
暦
寺
の
影
響
下
で
守
ら
れ
、
守
護
の
介
入
が

な
い
地
と
大
宮
長
興
が
認
識
し
て
い
た
よ
う
に
、
比
叡
山
麓

の
地
は
、
延
暦
寺
と
の
何
ら
か
の
関
係
の
も
と
で
地
域
が
守

ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
各
地
域
で
、

そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
が
山
徒
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

雄
琴
庄
の
場
合
、
実
態
は
わ
か
ら
な
い
が
一
部
が
延
暦
寺

註
1
． 

拙
稿
「
比
叡
山
焼
き
討
ち
と
天
正
の
復
興　

―
明
智
光
秀
の
果

た
し
た
役
割
―
」『
成
安
造
形
大
学
附
属
近
江
学
研
究
所
紀
要
』

第
十
一
号
、
令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
三
月
二
十
五
日
発
行
。

2
． 

筆
者
蔵
。
和
田
秀
純
―
正
盛
―
高
盛
と
続
く
和
田
家
の
諸
氏
の

事
績
を
高
盛
の
次
男
秀
時
の
子
で
あ
る
和
田
玄
通
が
ま
と
め
た

も
の
。
筆
者
所
蔵
本
は
、
天
保
七
年
の
写
本
。

3
． 

『
新
註
近
江
輿
地
志
略
』
三
三
六
頁　

弘
文
堂
書
店　

昭
和
五

十
一
年

［
． 

『
近
江
国
滋
賀
郡
誌
』
五
三
九
頁　

弘
文
堂
書
店　

昭
和
五
十

四
年

［
． 

『
近
江
名
跡
案
内
』
二
七
五
頁　

著
者
兼
発
行
者 

北
川
舜
治　

明
治
二
十
四
年

6
． 

下
坂
守
『
中
世
寺
院
社
会
の
研
究
』、
平
成
十
三
年
、
思
文
閣

出
版
。
第
一
篇
山
徒
の
存
在
形
態
で
、
山
門
使
節
の
実
態
を
詳

細
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。

7
． 

『
天
台
宗
全
書
』
第
二
十
四
巻　

一
四
八
頁　

第
一
書
房　

昭

和
五
十
年

［
． 

小
槻
氏
の
荘
園
で
あ
っ
た
苗
鹿
庄
に
関
す
る
訴
訟
文
書
の
中
で

「
雄
琴
社
は
彼
所
の
鎮
守
、
当
家
の
氏
神
、
大
炊
神
と
号
し
、

い
わ
ゆ
る
今
雄
宿
祢
こ
れ
な
り
」
と
い
う
文
言
が
し
ば
し
ば
見

ら
れ
、
文
永
十
年
（
一
二
七
三
）「
官
宣
旨
案
」（『
壬
生
家
文
書
』

一
二
七
三
）
が
古
い
記
事
で
あ
る
。

［
． 

小
槻
氏
に
つ
い
て
は
橋
本
義
彦
『
平
安
貴
族
社
会
の
研
究
』（
一

九
七
六
、
吉
川
弘
文
館
）
や
井
上
幸
治
『
古
代
中
世
の
文
書
管

理
と
官
人
』（
二
〇
一
六
、
八
木
書
店
）
な
ど
。

10
． 

小
槻
氏
歴
代
の
日
記
類
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
所
蔵
さ
れ
て
お

り
、
一
部
ア
ー
カ
イ
ブ
で
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
明
治
三
十
六
年
、
雄
琴
神
社
の
社
格
昇
格
運
動
に

領
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、
畑
氏
が
山
徒
と
し
て
そ
の
管

理
に
あ
た
っ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
同
じ
雄
琴
庄
壬
生
家

領
に
つ
い
て
も
、
同
家
か
ら
代
官
職
を
補
任
さ
れ
、
職
務
を

請
け
負
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

山
徒
の
実
態
は
不
明
な
点
ば
か
り
で
、
今
後
検
討
す
べ
き

課
題
だ
と
思
っ
て
い
る
が
、
戦
国
時
代
に
は
、
山
徒
と
し
て

の
役
割
よ
り
も
、
在
地
土
豪
と
し
て
状
況
を
見
極
め
た
独
自

の
判
断
を
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
雄

琴
庄
の
元
亀
年
間
の
状
況
は
ま
さ
に
生
き
残
り
を
か
け
た
選

択
の
連
続
だ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。

お
わ
り
に

元
亀
二
年
、
明
智
光
秀
に
与
す
る
こ
と
を
選
択
し
た
雄
琴

の
土
豪
和
田
秀
純
の
出
自
と
は
、
と
い
う
問
い
が
本
稿
の
課

題
で
あ
っ
た
。
筆
者
は
以
前
か
ら
『
江
西
和
田
家
記
』
な
ど

で
説
か
れ
る
六
角
氏
の
被
官
と
い
う
説
明
に
漠
然
と
し
た
違

和
感
を
覚
え
て
い
た
。
今
回
、
壬
生
家
の
諸
資
料
を
検
討
す

る
中
で
、
室
町
時
代
後
期
、
雄
琴
庄
代
官
だ
っ
た
畑
氏
と
の

連
続
性
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
こ
と
は
大
き
な
発
見
だ
っ

た
。
畑
氏
か
ら
和
田
氏
へ
改
姓
し
た
の
か
、
そ
の
系
譜
を
引

き
継
い
だ
の
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
戦
国
時
代
、
在
地
土

豪
が
生
き
残
っ
て
い
く
に
は
、
様
々
な
戦
略
が
必
要
だ
っ
た

こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
の
よ
う
な
振
舞
の
一
つ
と
し

て
、
畑
氏
を
リ
セ
ッ
ト
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
単

な
る
改
姓
で
は
な
く
、
新
た
に
和
田
氏
と
し
て
の
歴
史
を
築

こ
う
と
し
た
点
は
、
近
世
へ
の
転
換
点
で
の
選
択
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
。
雄
琴
と
い
う
湖
西
の
小
村
の
中
で
も
、
複
雑
な
ド

ラ
マ
が
展
開
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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伴
い
、
作
成
さ
れ
た
歴
代
壬
生
家
当
主
の
日
記
類
の
う
ち
、
雄

琴
・
苗
鹿
に
関
す
る
記
事
の
抜
粋
を
典
拠
に
し
た
。
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
の
前
身
に
あ
た
る
史
料
編
纂
係
に
所
属
し
て
い
た

佐
藤
忠
淳
氏
が
作
成
し
た
も
の
で
、
現
在
「
雄
琴
苗
鹿
共
有
文

書
」
と
な
っ
て
い
る
冊
子
。
雄
琴
神
社
昇
格
運
動
に
つ
い
て
は

拙
稿
「
村
の
誇
り
を
創
出
す
る
」（
須
藤
護
ほ
か
編
『
民
俗
学

の
射
程
』、
二
〇
二
二
、
晃
洋
書
房
）。

11
． 

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
『
壬
生
家
文
書
』
に
つ
い
て
は
、
宮
内

庁
書
陵
部
編
『
図
書
寮
叢
刊　

壬
生
家
文
書
』
一
〜
一
〇
（
明

治
書
院
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
『
壬
生
家
文

書
』
に
付
さ
れ
た
文
書
番
号
で
出
典
を
表
現
し
た
。
刊
本
と
の

関
係
は
、

 

『
壬
生
家
文
書
』
一
（
昭
和
五
十
四
年
）
九
九
・
二
九
二

 

『
壬
生
家
文
書
』
二
（
昭
和
五
十
五
年
）
四
六
九

 

『
壬
生
家
文
書
』
五
（
昭
和
五
十
八
年
）
一
二
八
一
・
一
二
八
五
・

一
二
八
九
・
一
四
〇
〇

 

雄
琴
庄
、
苗
鹿
村
関
係
の
文
書
は
、『
壬
生
家
文
書
』
五
に
納

め
ら
れ
て
い
る
。

12
． 

宮
内
庁
書
陵
部
編
『
図
書
寮
叢
刊　

晴
富
宿
禰
記
』
明
治
書
院　

昭
和
四
十
六
年

13
． 

『
史
料
纂
集
一
一
五　

長
興
宿
禰
記
』
続
群
書
類
従
完
成
会　

平
成
十
年
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は
じ
め
に

「
地
蔵
盆
」
と
い
う
と
京
都
市
内
の
代
表
的
な
民
俗
行
事

の
一
つ
で
あ
る
と
認
知
さ
れ
て
い
る
。
夏
の
風
物
詩
と
し
て

八
月
の
下
旬
、
お
盆
休
み
が
明
け
た
次
の
土
曜
日
と
日
曜
日

の
二
日
間
、
町
内
会
の
単
位
で
開
催
さ
れ
る
と
い
う
の
が
、

一
般
的
で
あ
ろ
う
か
。
本
来
は
旧
暦
で
地
蔵
菩
薩
の
縁
日
に

あ
た
る
七
月
二
十
四
日
が
そ
の
日
と
な
る
が
、
現
在
で
は
、

新
暦
の
八
月
二
十
四
日
前
後
の
土
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。
子

供
の
祭
り
で
あ
り
、
主
役
の
子
供
た
ち
が
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
金
魚
す
く
い
や
お
や
つ
配
り
、
豪
華
景
品
が
当
た
る
福

引
き
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
大
人
た
ち
が
準
備
す
る
の
で
あ

る
。
お
寺
の
住
職
の
読
経
や
百
万
遍
数
珠
繰
り
（
数
珠
ま
わ

し
）、
御
詠
歌
の
奉
納
な
ど
の
仏
事
的
な
行
事
も
あ
る
が
、

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
楽
し
い
催
し
が
中
心
で
あ
る
。

筆
者
は
京
都
市
中
京
区
の
出
身
で
あ
り
、ま
さ
に
こ
の「
地

蔵
盆
」
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
お
盆
休
み
の
楽
し
い
家
族
旅

行
が
終
わ
り
、
夏
休
み
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
少
し
。
宿
題
も

残
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
気
に
し
な
が
ら
も
最
後
の
楽
し
み

と
し
て
「
地
蔵
盆
」
が
あ
っ
た
。
も
う
四
十
数
年
前
の
遠
い

昔
の
話
で
あ
る
が
、
筆
者
が
暮
ら
し
て
い
た
町
内
に
は
多
く

の
子
供
た
ち
が
い
た
。
市
内
の
中
心
部
か
ら
は
少
し
西
に
外

れ
た
高
度
経
済
成
長
期
に
出
来
上
が
っ
た
新
興
住
宅
地
、
い

わ
ゆ
る
下
町
で
小
さ
な
家
が
ひ
し
め
き
合
っ
て
い
た
。
そ
の

よ
う
な
場
所
で
、
地
蔵
盆
は
活
気
に
満
ち
溢
れ
た
町
内
会
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
筆
者
の
町
内
の
近
く
に
あ
る
一

〇
〇
戸
あ
ま
り
が
入
居
す
る
新
し
い
マ
ン
シ
ョ
ン
で
も
地
蔵

盆
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
、
若
い
世
代
の
家
族
が
ほ

と
ん
ど
で
、
我
々
以
上
の
盛
り
上
が
り
が
あ
り
、
羨
ま
し
く

思
っ
た
こ
と
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
る
。

さ
て
、
筆
者
は
三
十
歳
に
な
っ
た
年
（
平
成
九
年　

一
九

九
七
年
）
に
近
江
（
滋
賀
県
）
に
移
り
住
み
、
そ
こ
か
ら
近

江
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、
宗
教
民
俗
の
研
究
を
は
じ
め
る

こ
と
に
な
っ
た
。
研
究
の
内
容
は
多
岐
に
渡
っ
た
が
、
そ
の

傍
ら
で
「
お
地
蔵
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
る
石
仏
と
、
そ
れ
を
丁

寧
に
安
置
す
る
祠ほ

こ
らを

至
る
と
こ
ろ
で
見
か
け
、
そ
こ
で
繰
り

広
げ
ら
れ
る
近
江
に
お
け
る
「
地
蔵
盆
」
と
い
う
行
事
に
興

味
を
持
ち
続
け
て
き
た
。

詳
細
は
後
述
す
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
取
材
し
た
場
所
は
、

大
津
市
仰
木
、
今
堅
田
、
下
阪
本
比
叡
辻
、
長
浜
市
の
旧
市

街
地
、
野
洲
、
そ
し
て
近
江
八
幡
で
あ
る
。
現
状
は
、
お
そ

ら
く
京
都
も
そ
う
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
少
子
高
齢
化

に
直
面
し
、
長
年
に
渡
っ
て
続
け
ら
れ
て
き
た
大
切
な
行
事

と
理
解
し
つ
つ
も
、
そ
の
継
承
に
関
し
て
は
、
様
々
な
不
安

を
抱
え
て
い
る
と
い
う
現
状
が
あ
る
。

京
都
市
は
、
文
化
財
保
護
課
が
中
心
と
な
り
、
世
代
を
越

え
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
民
俗
行
事
で
、
町
内
の
年
中
行
事

と
な
っ
て
い
る
「
地
蔵
盆
」
の
役
割
を
再
認
識
し
、
時
代
の

Name:

KATO　Kenji

Title:

Jizōbon in Omi: The Smallest Unit of the Local Community

Summary:

Jizōbon, a traditional summer event centered in the Kansai region that honors the Jizō deities, 

has long been passed down as a children’s festival. It is considered to hold an important position 

as the smallest unit of the local community within a town. I would like to trace the origin of the 

event from the perspective of Jizō belief and consider its role in the future.
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変
化
に
応
じ
た
工
夫
や
新
た
な
趣
向
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

未
来
に
引
き
継
が
れ
る
よ
う
に
「
京
の
地
蔵
盆
」
を
「
京
都

を
つ
な
ぐ
無
形
文
化
遺
産
」
と
し
て
選
定
し
て
い
る
。

今
回
の
論
考
で
は
ま
ず
仏
教
思
想
、
信
仰
と
し
て
の
地
蔵

信
仰
の
は
じ
ま
り
と
広
が
り
、
そ
こ
か
ら
地
蔵
会
、
地
蔵
祭

り
、
そ
し
て
地
蔵
盆
へ
と
つ
な
が
る
地
蔵
盆
の
歴
史
な
ど
を

紐
解
く
。
最
終
的
に
近
江
八
幡
に
お
け
る
聞
き
取
り
を
紹
介

し
、
近
江
に
お
け
る
「
地
蔵
盆
」
の
現
状
を
報
告
す
る
と
と

も
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
る
べ
き
姿
を
考
え
て
み
た

い
。

第
一
章
　
地
蔵
信
仰
と
地
蔵
盆
の
は
じ
ま
り

（
一
）
地
蔵
信
仰
と
は

地
蔵
菩
薩
の
名
前
と
姿

は
じ
め
に
「
地
蔵
菩
薩
」
の
名
前
に
つ
い
て
考
え
て
み
た

い
。
イ
ン
ド
で
生
ま
れ
た
時
の
名
前
は
「
ク
シ
テ
ィ
・
ガ
ル

パ
」
で
あ
り
、
日
本
語
で
直
訳
す
る
と
「
ク
シ
テ
」
は
土
地
、

大
地
を
意
味
し
、「
ガ
ル
パ
」
は
子
宮
と
い
う
意
味
を
持
ち
、

胎
、
蔵
な
ど
と
も
翻
訳
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
地
蔵
」
と
は
、

「
大
地
を
自
分
の
蔵
と
す
る
者
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
地

蔵
菩
薩
は
、
大
地
を
司

つ
か
さ
どる

（
担
当
す
る
）
菩
薩
で
あ
り
、
そ

の
大
地
は
、
我
々
に
と
っ
て
最
も
不
可
欠
な
酸
素
を
供
給
す

る
植
物
を
育
み
、
栄
養
分
と
し
て
補
給
す
る
穀
類
や
野
菜
、

そ
し
て
そ
れ
ら
を
捕
食
し
て
成
長
す
る
家
畜
を
養
う
の
で
あ

る
。
他
に
も
、
化
石
燃
料
で
あ
る
石
炭
や
石
油
、
天
然
ガ
ス
、

ま
た
、
金
属
の
元
と
な
る
各
種
鉱
物
も
大
地
か
ら
生
ま
れ
て

く
る
の
で
あ
る
。

地
球
上
に
生
き
る
全
て
の
も
の
が
大
地
に
由
来
し
、
そ
の

大
切
な
大
地
を
見
守
っ
て
い
る
菩
薩
が
地
蔵
菩
薩
で
あ
る
。

言
い
換
え
れ
ば
、
我
々
は
日
常
的
に
大
地
か
ら
の
恩
恵
を
受

け
て
い
る
が
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
地
蔵
菩
薩
の
ご
加
護
で
あ

る
と
も
い
え
る
。

次
に
そ
の
姿
に
も
注
目
し
た
い
。
我
々
が
日
常
、
目
に
す

る
地
蔵
菩
薩
像
は
、
僧
形
で
、
右
手
に
錫
杖
を
、
左
手
に
「
如

意
宝
珠
」
を
持
っ
て
い
る
。
錫
杖
は
、「
行あ

ん

脚ぎ
ゃ

」
の
象
徴
で

あ
り
、
六
道
（
地
獄
・
畜
生
・
餓
鬼
・
阿
修
羅
・
人
間
・
天
）

の
世
界
を
あ
ま
ね
く
歩
き
巡
っ
て
く
だ
さ
る
と
い
う
意
味
が

あ
り
、
上
に
つ
い
て
い
る
六
つ
の
輪
は
、「
六
波
羅
蜜
」
と

い
う
菩
薩
が
行
う
べ
き
六
つ
の
修
行
（
布ふ

施せ

・
持じ

戒か
い

・
忍に

ん

辱に
く

・
精

し
ょ
う

進じ
ん

・
禅ぜ

ん

定じ
ょ
う・

般は
ん

若に
ゃ

）
を
表
し
て
い
る
。
如
意
宝
珠
は

意
の
ま
ま
に
宝
物
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
宝
の
珠た

ま

で
あ

る
と
い
う
。
大
地
こ
そ
が
我
々
が
欲
す
る
全
て
の
も
の
を
生

み
出
す
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
こ
を
見
守
っ
て
い
る
の
が
地
蔵

菩
薩
な
の
で
あ
る
。

地
蔵
菩
薩
は
、
そ
の
名
前
、
姿
か
ら
、
地
球
そ
の
も
の
を

表
す
仏
で
あ
り
、衆
生
の
様
々
な
願
い
を
か
な
え
て
く
れ
る
、

現
世
利
益
を
施
し
、
霊
験
高
い
菩
薩
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

き
た
。

地
蔵
菩
薩
が
登
場
す
る
経
典
等

地
蔵
菩
薩
が
登
場
す
る
経
典
等
に
つ
い
て
考
え
て
み
た

い
。「
地
蔵
三
経
」
と
呼
ば
れ
る
経
典
が
あ
る
。「
仏
説
大
乗

大
集
地
蔵
十じ

ゅ
う

輪り
ん

経き
ょ
う」「

仏
説
地
蔵
菩
薩
本
願
経
」「
占せ

ん

察ざ
つ

善ぜ
ん

悪あ
く

業ご
う

報ほ
う

経
」
の
三
つ
の
経
典
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
そ
の
他
に
、

日
本
で
作
成
さ
れ
た
偽ぎ

経き
ょ
うで

あ
る
と
い
わ
れ
る
「
仏
説
延
命

地
蔵
菩
薩
経
」
や
「
十
王
経
」

［
1

［
註

、
三
井
寺
（
園
城
寺
）

の
僧
実
睿
が
ま
と
め
た
「
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
」
な
ど
が
あ
り
、

こ
れ
ら
経
典
に
書
か
れ
て
い
る
地
蔵
菩
薩
の
姿
が
、
現
在
の

地
蔵
信
仰
の
も
と
に
な
っ
て
い
る
。

「
十
輪
経
」
に
は
、
地
蔵
菩
薩
は
多
く
の
衆
生
を
救
う
た

め
に
、
毎
朝
様
々
な
禅
定
に
入
り
、
憂
や
苦
し
み
、
飢
え
、

病
気
、
争
い
、
疲
弊
、
煩
悩
、
自
然
災
害
、
悪
鬼
、
怨
賊
な

ど
の
苦
し
み
か
ら
救
っ
て
く
れ
る
。
ま
た
、
先
述
の
大
地
を

守
る
仏
で
あ
る
と
い
う
意
味
合
い
か
ら
、一
切
の
草
木
の
根
、

芽
、
茎
、
枝
葉
、
花
、
果
実
を
成
長
繁
茂
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
と
説
き
、
年
老
い
た
夫
婦
に
代
わ
っ
て
田
植
え
を
す
る

地
蔵
菩
薩
の
伝
説
が
各
地
で
語
ら
れ
る
な
ど
し
て
い
る
。

そ
こ
か
ら
発
展
し
て
、
偽
経
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
「
延
命

地
蔵
経
」
に
は
、
衆
生
の
苦
し
み
を
除
き
、
安
ら
ぎ
を
も
た

ら
す
十
種
の
福
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。具
体
的
に
一
、

「
女
人
泰
産
」
女
性
の
安
産
。
二
、「
身
根
具
足
」
身
体
が
健

康
で
あ
る
。
三
、「
衆
病
悉
除
」
病
気
平
癒
。
四
、「
寿
命
長

遠
」
寿
命
が
延
び
る
。
五
、「
聡
明
智
慧
」
聡
明
な
知
恵
を

得
る
。
六
、「
財
宝
盈
溢
」
財
産
に
溢
れ
る
。
七
、「
衆
人
愛

敬
」
人
々
に
好
か
れ
る
。
八
、「
穀
米
成
熟
」
五
穀
豊
穣
。
九
、

「
神
明
加
護
」
神
々
に
守
護
さ
れ
る
。
十
、「
証
大
菩
提
」
悟

り
を
得
る
。

そ
し
て
、
さ
ら
に
以
下
の
八
種
類
の
禍

わ
ざ
わ
いか

ら
逃
れ
る
こ
と

が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
一
、
風
雨
災
害
。
二
、
他
国
の

侵
略
。
三
、
国
内
の
反
乱
。
四
、
日
蝕
月
蝕
。
五
、
星
の
異

変
。
六
、
鬼
神
の
災
い
。
七
、
飢
渇
。
八
、
病
気
。

「
十
輪
経
」
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
「
延
命
地
蔵
経
」

に
よ
れ
ば
、
こ
の
経
典
を
大
切
に
し
て
地
蔵
菩
薩
を
礼
拝
供
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養
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
福
に
遭
遇
し
、
身
の
上
に
降
り
か

か
る
様
々
な
苦
難
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
、

究
極
の
現
世
利
益
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
か
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

地
蔵
信
仰
の
研
究
者
で
あ
る
真
鍋
廣
濟
に
よ
る
と
、
正
倉

院
文
書
の
中
に
「
地
蔵
十
輪
経
」
な
ど
の
地
蔵
信
仰
に
関
す

る
経
典
を
書
写
し
た
記
録
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く

と
も
奈
良
時
代
に
は
地
蔵
菩
薩
の
信
仰
な
る
も
の
が
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

三
井
寺
実
睿
の
「
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
」
と
『
今
昔
物
語
集
』

お
そ
ら
く
こ
れ
ら
の
経
典
が
も
と
に
な
り
、
霊
験
譚
と
し

て
ま
と
め
ら
れ
た
の
が
、
十
一
世
紀
半
に
三
井
寺
（
園
城
寺
）

の
僧
実
睿
が
編
集
し
た
「
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
」
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
に
は
、
よ
り
具
体
的
に
、
ど
こ
の
誰
が
、
ど
の
よ
う
に

地
蔵
菩
薩
と
出
会
い
、
ど
の
よ
う
な
恩
恵
を
受
け
た
の
か
と

い
う
こ
と
が
説
話
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
十
二
世
紀
の
は
じ
め
に
完
成
し
た
説
話
集
『
今

昔
物
語
集
』
巻
十
七
に
所
収
さ
れ
て
い
る
三
十
二
編
に
わ
た

る
地
蔵
菩
薩
の
説
話
は
、
実
睿
の
「
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
」
が

も
と
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
で

注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、「
霊
験
記
」
を
も
と
に

し
た
と
い
う
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
七
の
地
蔵
菩
薩
に
関
す

る
説
話
の
主
人
公
が
、
大
寺
院
の
高
僧
や
京
都
の
名
だ
た
る

貴
族
で
は
な
く
、
地
方
の
庶
民
で
あ
り
、
話
の
内
容
も
庶
民

の
生
活
の
中
に
あ
る
も
の
が
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ

る
。『

今
昔
物
語
集
』は
、地
蔵
菩
薩
に
関
す
る
説
話
に
限
ら
ず
、

観
音
菩
薩
や
阿
弥
陀
如
来
な
ど
、
仏
教
に
関
す
る
も
の
が
収

録
さ
れ
、
全
国
各
地
に
広
が
っ
た
。
中
世
は
、
文
字
を
読
む

こ
と
が
で
き
る
一
般
庶
民
は
ほ
と
ん
ど
無
く
、『
今
昔
物
語

集
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
仏
教
説
話
が
、
口
承
で
伝
わ
り
、

よ
く
似
た
話
が
地
方
の
伝
説
と
し
て
、
現
実
に
あ
っ
た
か
の

よ
う
に
語
ら
れ
受
け
継
が
れ
て
い
く
と
い
う
流
れ
が
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

中
で
も
地
蔵
菩
薩
に
関
す
る
説
話
は
、
庶
民
の
生
活
に
近

く
、
苦
し
み
と
生
き
る
庶
民
に
と
っ
て
、
心
が
救
わ
れ
る
物

語
で
あ
り
、
地
蔵
菩
薩
を
熱
心
に
信
仰
す
る
と
い
う
実
践
に

つ
な
が
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

（
二
）
地
蔵
盆
の
は
じ
ま
り

地
蔵
盆
の
は
じ
ま
り
と
そ
の
起
源

庶
民
を
中
心
と
し
た
地
蔵
信
仰
の
広
が
り
に
つ
い
て
は
、

既
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
今
回
の
論
考
の
テ
ー
マ
と
な
っ
て

い
る
地
蔵
盆
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
変
遷
が
あ
る
の
だ

ろ
う
か
。
正
直
な
と
こ
ろ
、
民
間
信
仰
に
基
づ
く
行
事
で
あ

る
た
め
、
残
さ
れ
た
資
料
が
皆
無
に
等
し
く
、
そ
の
は
じ
ま

り
や
広
が
り
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
て
い
る
論
考
は
ほ
ぼ
存

在
し
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

確
実
に
わ
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
て
い
き
な
が
ら
、
そ

の
全
体
像
を
想
像
す
る
こ
と
に
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、
地
蔵
盆
の
開
催
日
が
、
旧
暦
の
七
月
二
十
四
日
あ

る
い
は
新
暦
の
八
月
二
十
四
日
で
あ
る
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う

か
。
こ
れ
は
、
中
国
宋
の
時
代
に
活
躍
し
た
禅
僧
虚き

堂ど
う

（
一

一
八
五
―
一
二
六
九
）
が
記
し
た
『
虚
堂
録
』
に
よ
る
。
中

国
五
代
（
九
〇
七
―
九
六
〇
）
の
時
代
、
湖
北
省
五
祖
山
の

戒
禅
師
が
毎
月
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
日
ご
と
に
如
来
や
菩

薩
を
割
り
当
て
、
礼
拝
し
て
い
た
。
そ
の
儀
礼
が
日
本
に
伝

わ
り
、「
三
十
日
秘
仏
」

［
2

［
註

と
呼
ば
れ
、
親
し
ま
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
の
中
で
、
地
蔵
菩
薩
は
二
十
四
日
が
縁
日
と

な
っ
て
お
り
、
年
に
一
度
、
旧
暦
で
あ
れ
ば
七
月
、
新
暦
な

ら
ば
八
月
の
二
十
四
日
に
地
蔵
菩
薩
の
お
祭
り
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
祭
り
（
地
蔵
盆
）
は
い
つ
か
ら
日
本
で
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
か
。
地
蔵
盆
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
真
鍋
廣

濟
の
『
地
蔵
菩
薩
の
研
究
』
の
中
で
少
し
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
黒
川
道
祐
撰
『
日
次
紀
事
』
の
貞
享
二
年

（
一
六
八
五
）
七
月
二
十
四
日
の
条
に
洛
外
の
六
地
蔵
巡
礼

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
と
、
加
え
て
以
下
の
よ
う
な

記
事
が
見
え
る
。

「
洛
下
の
児
童
は
お
の
お
の
香
華
を
街
衝
の
石
地
蔵
に

供
養
し
て
こ
れ
を
祭
る
」（
原
文
は
漢
文
）

貞
享
二
年
の
時
点
で
、
京
都
の
街
で
地
蔵
祭
り
（
地
蔵
盆

と
は
書
か
れ
て
い
な
い
）
な
る
子
供
の
祭
り
が
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
真
鍋
は
、
地
蔵
祭
り
が
は
じ
ま
っ
た
理
由
に
は
二
つ

あ
る
と
し
て
い
る
。
一
つ
は
こ
の
『
日
次
紀
事
』
に
よ
る
も

の
で
、
こ
の
地
蔵
祭
は
、
平
安
時
代
に
鬼
魅
が
入
っ
て
こ
な

い
よ
う
京
都
の
町
の
四
隅
で
神
を
祀
っ
て
祈
っ
て
い
た
「
道み

ち

饗あ
え

祭
り
」
と
い
う
祭
り
が
地
蔵
盆
と
な
っ
た
と
い
う
説
で
あ

る
。
た
だ
こ
の
「
道
饗
祭
り
」
は
平
安
時
代
か
ら
行
わ
れ
て

い
た
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
祭
り
が
、
江
戸
の
初
め
ご
ろ
に
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盛
ん
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
地
蔵
盆
に
つ
な
が
る
こ
と
は
考
え

に
く
い
と
否
定
し
て
い
る
。

も
う
一
つ
は
、
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
に
森
本
迪て

き

菴あ
ん

に

よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
『
浄
家
寺
鑑
』

［
3

［
註

の
記
事
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
江
州
園
城
寺
（
三
井
寺
）
の
僧
浄
照

が
、
子
供
の
こ
ろ
戯
れ
に
地
蔵
尊
を
描
き
、
子
供
た
ち
を
集

め
て
多
く
の
花
を
地
蔵
尊
に
供
え
て
遊
ん
で
い
た
が
、
成
長

し
て
園
城
寺
の
僧
侶
と
な
っ
た
時
に
病
で
亡
く
な
っ
た
。
冥

界
に
入
る
と
地
獄
の
閻
魔
庁
に
行
き
、
責
め
苦
を
受
け
る
間

際
、
一
人
の
沙
門
（
僧
侶
）
が
現
れ
、
自
分
は
か
つ
て
浄
照

が
戯
れ
に
描
い
た
地
蔵
尊
で
あ
る
と
告
げ
、
そ
の
時
か
ら
浄

照
を
見
守
っ
て
き
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
地
獄
か
ら
救
い
出

し
た
。
戯
れ
に
描
い
た
地
蔵
尊
で
あ
っ
て
も
地
獄
か
ら
救
っ

て
く
れ
る
と
い
う
話
を
も
と
に
、
親
た
ち
が
、
子
供
た
ち
の

た
め
に
地
蔵
祭
り
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い

る
。真

鍋
は
、
こ
の
『
浄
家
寺
鑑
』
の
記
述
は
「
地
蔵
祭
り
」

で
あ
る
が
、
こ
れ
が
地
蔵
盆
の
は
じ
ま
り
を
示
す
も
の
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

地
蔵
盆
が
行
わ
れ
る
地
域

ま
た
、
そ
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、「
地
蔵
盆
の
行
わ
れ
る

の
は
近
畿
地
区
に
限
ら
れ
て
お
り
、
他
の
地
区
に
は
近
畿
の

よ
う
に
盆
月
の
二
十
四
日
に
子
供
の
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る

地
蔵
祭
り
（
地
蔵
盆
・
地
蔵
會
）
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ

る
」
と
『
地
蔵
菩
薩
の
研
究
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

地
蔵
盆
の
分
布
に
関
し
て
は
、文
化
庁
が
昭
和
四
十
四
年（
一

九
六
九
）
に
発
刊
し
た
『
日
本
民
俗
地
図
一
（
年
中
行
事
）

十
七
図
：
盆
』
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
地
蔵
盆
、
地

蔵
祭
り
の
開
催
地
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
範
囲
は
、
京
都
市
、
大
阪
府
北
部
、
奈
良
県
、
滋
賀

県
と
い
う
近
畿
圏
に
集
中
し
て
お
り
、
そ
の
他
、
西
日
本
で

は
九
州
の
一
部
、
中
部
で
は
愛
知
県
、
北
信
越
で
は
福
井
県
、

富
山
県
、
新
潟
県
あ
た
り
に
見
ら
れ
、
関
東
、
東
北
、
北
海

道
に
は
ほ
ぼ
見
ら
れ
な
い
。

中
で
も
滋
賀
県
の
地
蔵
盆
に
つ
い
て
は
、
林
英
一
の
『
地

蔵
盆
―
受
容
と
展
開
の
様
式
―
』
に
そ
の
調
査
の
報
告
書
が

あ
る
が
、
琵
琶
湖
の
周
辺
、
県
内
全
域
に
点
在
し
て
い
る
と

い
う
特
徴
が
見
え
る
。

第
二
章
　
地
蔵
盆
と
地
蔵
石
仏

（
一
）
地
蔵
盆
と
い
う
行
事
の
内
容

現
代
の
地
蔵
盆
と
い
う
行
事
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
村
上

紀
夫『
京
都
地
蔵
盆
の
歴
史
』（
法
蔵
館　

二
〇
一
七
年
）や
、

「
京
都
を
つ
な
ぐ
無
形
文
化
遺
産　

京
の
地
蔵
盆
〜
地
域
と

世
代
を
つ
な
ぐ
ま
ち
の
伝
統
行
事
〜
」
と
い
う
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
等
に
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
以
下
に
紹
介

し
て
み
る
。

・
日
程

地
蔵
盆
は
、
旧
暦
七
月
二
十
四
日
、
ま
た
は
新
暦
八
月
二

十
四
日
（
先
述
し
た
地
蔵
菩
薩
の
縁
日
）
の
当
日
と
前
日
、

あ
る
い
は
そ
の
日
付
け
付
近
の
土
曜
日
、
日
曜
日
を
中
心
に

行
わ
れ
て
い
る
。

・
開
催
さ
れ
る
場
所

石
仏
で
あ
る
お
地
蔵
さ
ん
を
祀
っ
た
祠ほ

こ
らの

前
が
比
較
的
多

い
。
そ
の
他
、
個
人
宅
の
座
敷
や
駐
車
場
な
ど
の
空
き
地
、

道
路
上
、
集
会
所
、
公
園
な
ど
で
開
催
さ
れ
る
。

・
運
営
の
か
た
ち

町
内
会
ま
た
は
、
町
内
の
子
供
会
な
ど
が
運
営
主
体
と

な
っ
て
、町
内
単
位
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

運
営
は
大
人
が
中
心
で
あ
る
。
か
つ
て
は
子
供
に
託
さ
れ
て

い
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
ま
た
、
鉦か

ね

や
太
鼓
な
ど
で
行
事
の
開

始
を
知
ら
せ
る
役
割
な
ど
、
子
供
も
「
地
蔵
盆
」
の
運
営
に

参
画
す
る
こ
と
で
、
多
様
な
世
代
間
の
交
流
が
見
ら
れ
る
。

・
お
地
蔵
さ
ん
の
お
化
粧
な
ど

「
地
蔵
盆
」
が
近
づ
く
と
、
町
内
の
人
た
ち
は
、
お
地
蔵

さ
ん
を
祠
か
ら
出
し
て
、
新
た
に
彩
色
す
る
「
お
化
粧
」
を

行
い
、
新
し
い
前
掛
け
を
着
せ
る
。

・
供
物
な
ど
の
飾
り
付
け

町
内
の
人
た
ち
か
ら
お
供
え
を
集
め
、
お
地
蔵
さ
ん
を
祀

る
祭
壇
に
花
や
供
物
、
お
札
な
ど
を
飾
り
付
け
る
。

供
物
と
し
て
は
、
紅
白
の
餅
や
落ら

く

雁が
ん

（
白は

く

雪せ
ん

糕こ
う

）
と
い
っ

た
お
菓
子
、
果
物
、
精
進
物
の
お
膳
な
ど
が
供
え
ら
れ
る
。

・
会
場
の
様
子

会
場
ま
わ
り
は
灯と

う

籠ろ
う

や
行あ

ん

燈ど
ん

、
提
灯
な
ど
で
飾
ら
れ
る
。

子
供
が
生
ま
れ
る
と
、
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
そ
の
子

の
名
前
を
書
い
た
提
灯
が
作
ら
れ
、
そ
の
子
が
「
地
蔵
盆
」

に
参
加
し
て
い
る
あ
い
だ
毎
年
飾
ら
れ
る
。

・
仏
事
的
な
伝
統
行
事

「
地
蔵
盆
」
は
、
僧
侶
に
よ
る
読
経
や
法
話
で
始
ま
る
と

こ
ろ
が
多
い
。
町
内
に
よ
っ
て
は
、
子
供
た
ち
が
直
径
2
〜

25 成安造形大学附属近江学研究所 紀要　第 12 号



3
メ
ー
ト
ル
の
大
き
な
数
珠
を
囲
ん
で
座
り
、
大
人
も
そ
の

輪
に
加
わ
り
な
が
ら
僧
侶
の
読
経
に
あ
わ
せ
て
順
々
に
回
す

「
数
珠
ま
わ
し
」（
百
万
遍
念
仏
の
一
種
で
、「
数
珠
繰
り
」

と
も
い
う
。）が
行
わ
れ
る
。ま
た
、長
老
が
御
詠
歌
を
歌
う
、

あ
る
い
は
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
で
流
す
。

そ
の
他
、
伝
統
的
な
行
事
だ
け
で
な
く
、
お
菓
子
の
配
布

や
ゲ
ー
ム
大
会
、
ス
イ
カ
割
り
な
ど
、
子
供
を
主
体
と
し
た

様
々
な
行
事
が
行
わ
れ
る
。

・
つ
く
り
も
の
な
ど

日
用
品
を
使
っ
て
人
形
な
ど
を
つ
く
り
、
そ
の
年
の
話
題

や
、
物
語
の
主
人
公
、
ま
た
は
情
景
を
し
つ
ら
え
る
な
ど
の

「
つ
く
り
も
の
」
を
毎
年
つ
く
る
こ
と
を
主
な
行
事
と
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

・
お
菓
子
配
り

子
供
た
ち
が
喜
ぶ
お
菓
子
配
り
は
、
ほ
と
ん
ど
の
「
地
蔵

盆
」
で
行
わ
れ
て
い
る
。
最
近
は
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
地
蔵

盆
の
お
菓
子
セ
ッ
ト
が
販
売
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
振
舞
う
流
れ

に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

・
飲
食
物
の
振
舞
い

お
菓
子
配
り
の
ほ
か
、
昼
食
あ
る
い
は
夕
食
と
し
て
町
内

の
世
話
役
に
よ
る
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
や
う
ど
ん
な
ど
の
軽
食
が

振
舞
わ
れ
る
。
ま
た
、
焼
き
そ
ば
、
綿
菓
子
、
ポ
ッ
プ
コ
ー

ン
、生
ビ
ー
ル
な
ど
の
屋
台
が
設
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

・
福
引
き

子
供
に
と
っ
て
最
も
楽
し
く
気
持
ち
が
た
か
ぶ
る
福
引
き

は
、
主
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
終
盤
に
行
わ
れ
る
。
中
で
も
「
畚ふ

ご

お
ろ
し
」
と
い
っ
た
昔
な
が
ら
の
形
式
で
行
う
と
こ
ろ
も
あ

る
。「
畚
」
と
は
か
ご
の
こ
と
で
、
く
じ
で
当
た
っ
た
景
品

を
か
ご
に
入
れ
て
、
家
の
二
階
な
ど
の
高
所
か
ら
吊
り
降
ろ

す
も
の
だ
が
、最
近
で
は
ほ
ぼ
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
。

・
供
物
の
お
下
が
り

お
菓
子
な
ど
の
供
物
は
、
お
下
が
り
と
し
て
子
供
た
ち
に

配
布
さ
れ
る
。
夏
の
終
わ
り
に
体
力
を
消
耗
し
た
子
供
た
ち

の
栄
養
を
補
給
し
よ
う
と
落
雁
を
配
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い

る
。

・
イ
ベ
ン
ト

ゲ
ー
ム
大
会
な
ど
子
供
向
け
の
行
事
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
並

ぶ
。
夜
に
な
る
と
花
火
大
会
や
盆
踊
り
、
映
画
会
な
ど
が
行

わ
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
ま
た
、
最
近
は
特
に
大
人
だ
け
の

交
流
の
場
が
も
た
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
町
内
に
お
け
る
貴

重
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
と
も
な
っ
て
い
る
。

「
地
蔵
盆
」
が
終
わ
る
と
、
祠
か
ら
移
動
さ
せ
た
お
地
蔵

さ
ん
は
も
と
の
場
所
に
戻
る
。

こ
れ
ら
は
、京
都
の
地
蔵
盆
の
一
般
的
な
内
容
に
加
え
て
、

滋
賀
県
で
の
筆
者
の
聞
き
取
り
に
よ
る
も
の
も
加
え
た
も
の

で
あ
る
が
、
各
町
内
で
行
わ
れ
る
地
蔵
盆
は
、
そ
れ
ぞ
れ
内

容
が
微
妙
に
違
っ
て
い
る
こ
と
も
特
徴
で
あ
る
と
い
え
る
。

概
ね
行
わ
れ
る
要
素
は
重
な
る
が
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
の

内
容
や
供
物
の
種
類
、
参
加
者
の
人
数
規
模
や
年
齢
層
、
盛

り
上
が
り
な
ど
の
雰
囲
気
も
町
内
に
よ
っ
て
全
く
違
っ
て
い

る
と
い
っ
て
良
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
つ
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
も
の
は
、
当

た
り
前
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
地
蔵
石
仏
を
中
心
と
し

て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

次
項
で
は
、
地
蔵
盆
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
地
蔵
石
仏
に

つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

（
二
）
地
蔵
石
仏
の
正
体
と
地
蔵
信
仰
の
広
が
り

石
造
地
蔵
菩
薩
は
小
型
阿
弥
陀
如
来

「
講
」
や
各
種
の
祭
り
な
ど
地
縁
で
結
ば
れ
た
人
々
に
よ

る
民
間
信
仰
の
偶
像
（
礼
拝
の
対
象
と
な
る
も
の
）
に
つ
い

て
は
、
掛
け
軸
や
、
札
、
木
造
の
仏
像
、
神
像
、
自
然
石
や

樹
木
、
そ
し
て
石
造
仏
な
ど
が
あ
る
。
今
回
取
り
上
げ
て
い

る
地
蔵
盆
と
い
う
行
事
に
登
場
す
る
偶
像
は
、一
部
を
除
き
、

ほ
と
ん
ど
が
石
造
り
の
地
蔵
菩
薩
で
あ
る
。

な
ぜ
、
石
造
地
蔵
菩
薩
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

滋
賀
県
の
郷
土
史
家
瀬
川
欣
一
は
、
そ
の
著
書
『
近
江　

石
の
ほ
と
け
た
ち
』（
か
も
が
わ
出
版　

一
九
九
四
年
）
に

お
い
て
興
味
深
い
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
現
在
、
我
々
が
地

蔵
盆
で
礼
拝
す
る
「
石
の
お
地
蔵
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
る
石
造

地
蔵
菩
薩
の
大
半
は
、阿
弥
陀
如
来
の
坐
像
で
あ
る
と
い
う
。

筆
者
も
以
前
、
お
地
蔵
さ
ん
と
い
わ
れ
る
石
仏
を
拝
ま
せ

て
い
た
だ
き
、

前
掛
け
の
下
を

覗
か
せ
て
も
ら

う
と
、
確
か
に

坐
像
で
あ
り
、

足
の
上
に
前
で

手
を
組
ん
で
来

迎
印
を
結
ん
で

い
る
の
を
確
認

し
た
こ
と
が
あ

る
。
地
蔵
菩
薩

の
基
本
形
は
立

像
で
、
右
手
に
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錫
杖
を
、
左
手
に
は
宝
珠
を
持
っ
て
い
る
が
、
そ
の
姿
で
は

な
か
っ
た
。

瀬
川
に
よ
る
と
、
一
般
に
「
石
の
お
地
蔵
さ
ん
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
仏
像
は
、
鎌
倉
時
代
の
後
期
ご
ろ
か
ら
、
室
町
時

代
の
末
期
に
か
け
て
の
二
五
〇
年
ほ
ど
の
間
に
、
庶
民
が
先

祖
供
養
の
た
め
に
墓
石
と
し
て
造
立
し
た
小
型
阿
弥
陀
石
仏

で
あ
る
と
い
う
。

中
世
の
庶
民
は
、
当
時
は
火
葬
が
主
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る
が
、
そ
の
お
骨
を
埋
葬
し
た
墓
の
上
に
、
魂
が
極
楽
浄
土

へ
生
ま
れ
変
わ
れ
る
よ
う
に
と
い
う
浄
土
思
想
か
ら
、
像
高

数
十
セ
ン
チ
の
阿
弥
陀
石
仏
と
一
石
五
輪
塔
を
添
え
て
置
い

た
の
だ
と
い
う
。
石
仏
を
購
入
で
き
な
い
貧
し
い
庶
民
は
木

片
に
五
輪
塔
と
阿
弥
陀
仏
を
描
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ

れ
は
腐
敗
し
て
し
ま
い
現
在
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

次
に
そ
の
阿
弥
陀
石
仏
が
、
な
ぜ
地
蔵
菩
薩
と
し
て
礼
拝

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
湧
い
て
く
る
。

大
地
を
自
分
の
蔵
と
す
る
地
蔵
菩
薩

そ
の
答
え
は
、
十
一
世
紀
に
園
城
寺
（
三
井
寺
）
の
僧
実

睿
が
撰
し
た
仏
教
説
話
『
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
』
に
見
る
こ
と

が
で
き
る
。

「
大
地
は
鉱
石
や
作
物
、
樹
木
な
ど
あ
ら
ゆ
る
宝
を
生

み
出
し
て
、決
し
て
そ
の
働
き
は
尽
き
る
こ
と
が
な
い
。

同
じ
よ
う
に
地
蔵
菩
薩
は
無
限
の
功
徳
を
生
み
出
し
、

衆
生
を
救
っ
て
、
そ
の
は
た
ら
き
が
決
し
て
尽
き
る
こ

と
が
な
い
。
だ
か
ら
地
と
名
付
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
蔵

と
は
貯
え
て
積
む
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
世
間
で
蔵
の

中
に
財
宝
や
穀
物
を
貯
え
て
、
尽
き
る
こ
と
な
く
大
慈

悲
の
教
え
で
導
き
、
衆
生
の
煩
悩
の
苦
を
除
き
、
仏
心

の
萌
芽
を
成
長
さ
せ
る
。そ
こ
で
蔵
と
名
付
け
ら
れ
る
」

こ
の
論
考
の
第
一
章
の
冒
頭
で
紹
介
し
て
い
る
が
、「
地

蔵
」
と
い
う
名
前
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
ク
シ
テ
ィ
・

ガ
ル
パ
と
い
い
、
ク
シ
テ
ィ
が
「
土
地
、
大
地
」、
ガ
ル
パ

は
「
胎
、
蔵
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
地
蔵
と
は
「
大
地
を

自
分
の
蔵
と
し
て
、
そ
の
大
地
に
眠
る
素
晴
ら
し
き
財
宝
を

持
っ
て
衆
生
を
救
う
」
菩
薩
で
あ
る
と
い
う
。

中
世
に
、
墓
標
と
し
て
盛
ん
に
つ
く
ら
れ
た
小
型
阿
弥
陀

石
仏
群
が
、
や
が
て
災
害
等
で
地
中
に
埋
ま
り
、
近
世
に
地

蔵
信
仰
が
民
間
に
広
が
り
は
じ
め
た
と
き
、
地
中
か
ら
掘
り

出
さ
れ
、
あ
る
い
は
半
分
地
中
に
埋
ま
っ
た
阿
弥
陀
仏
石
仏

を
、
地
中
（
地
の
蔵
）
と
い
う
別
世
界
か
ら
現
れ
た
仏
、
す

な
わ
ち
地
蔵
石
仏
で
あ
る
と
考
え
、
そ
れ
に
化
粧
を
し
て
、

祀
り
は
じ
め
た
の
が
地
蔵
信
仰
の
起
源
で
あ
り
、
や
が
て
は

そ
の
石
仏
を
も
と
に
地
蔵
祭
り
、
地
蔵
盆
へ
と
つ
な
が
っ
て

い
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

特
に
近
江
は
室
町
時
代
中
期
に
、
一
向
宗
と
呼
ば
れ
た
浄

土
真
宗
の
布
教
活
動
が
活
発
で
、
浄
土
真
宗
の
門
徒
に
な
る

者
が
急
増
し
た
。
浄
土
真
宗
で
は
、
阿
弥
陀
浄
土
の
思
想
を

中
心
と
し
、
魂
の
救
済
を
最
も
大
切
に
し
た
た
め
、
墓
石
を

も
と
に
し
た
先
祖
崇
拝
を
軽
視
し
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
結

果
と
し
て
、
門
徒
は
墓
を
持
た
な
く
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
墓

も
荒
廃
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

そ
れ
ま
で
墓
石
と
な
っ
て
い
た
多
く
の
阿
弥
陀
石
仏
が
、
地

中
に
埋
も
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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（
三
）
地
蔵
信
仰
の
は
じ
ま
り
と
広
が
り

「
石
の
お
地
蔵
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
る
石
仏
の
大
半
が
小
型

阿
弥
陀
石
仏
で
あ
り
、
江
戸
時
代
の
地
蔵
信
仰
の
広
が
り
と

と
も
に
、
掘
り
出
さ
れ
た
路
傍
の
石
仏
（
阿
弥
陀
石
仏
）
が

「
石
の
お
地
蔵
さ
ん
」
と
な
っ
て
町
内
や
集
落
の
辻
や
道
端

に
祠
が
建
て
ら
れ
、
丁
寧
に
祀
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
流
れ
が
理
解
で
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
地
蔵
信
仰

自
体
が
ど
の
よ
う
に
民
衆
に
広
が
っ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
広
が
り
の
様
子
を
紐
解
い
て
み
た
い
。

六
道
の
全
て
に
配
置
さ
れ
衆
生
を
救
っ
て
く
れ
る
地
蔵
菩
薩

日
本
に
お
け
る
地
蔵
信
仰
の
は
じ
ま
り
は
、
平
安
時
代
に

遡
る
。
釈
迦
の
入
滅
後
、
一
五
〇
〇
年
が
経
つ
と
、
末
法
の

世
の
中
と
な
り
、
釈
迦
の
教
え
が
無
く
な
り
暗
黒
の
世
界
が

広
が
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
末
法
の
世
が
訪
れ
る
の

が
、
平
安
時
代
中
期
の
永
承
七
年
（
一
〇
五
二
）
で
あ
る
と

さ
れ
、
比
叡
山
横
川
の
高
僧
恵
心
僧
都
源
信
に
よ
っ
て
、
来

世
は
極
楽
浄
土
に
生
ま
れ
か
わ
ろ
う
と
阿
弥
陀
如
来
を
信
仰

す
る
浄
土
思
想
が
積
極
的
に
貴
族
な
ど
知
識
人
の
間
で
展
開

さ
れ
た
。
そ
の
一
方
で
、
庶
民
に
対
し
て
は
、
地
獄
の
閻
魔

王
と
地
蔵
菩
薩
が
一
体
で
あ
る
と
い
う
信
仰
や
、
魂
が
転
生

す
る
「
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
阿
修
羅
・
人
間
・
天
」
の
六

道
す
べ
て
に
地
蔵
菩
薩
が
存
在
し
て
、
そ
こ
に
落
ち
た
魂
を

救
う
と
い
う
考
え
方
が
広
が
っ
た
。
皇
族
や
貴
族
と
違
っ
て

一
般
庶
民
は
仏
教
で
い
う
作
善
（
読
経
や
作
仏
、
写
経
、
布

施
な
ど
を
行
っ
て
徳
を
積
む
こ
と
）
が
で
き
な
い
た
め
、
極

楽
浄
土
へ
行
く
こ
と
は
で
き
ず
、
地
獄
を
含
め
た
六
道
の
冥

界
を
彷
徨
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
た
。
し
た

が
っ
て
、
生
前
か
ら
、
地
蔵
菩
薩
を
信
仰
し
て
、
地
獄
に
落

ち
て
も
救
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
考
え
方
が
広
ま
っ
て
い
っ

た
。
こ
れ
が
地
蔵
信
仰
の
は
じ
ま
り
と
い
っ
て
間
違
い
な

い

［
［

［
註

。
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
、
徐
々
に
民

衆
に
広
が
り
を
見
せ
る
の
で
あ
る
が
、
室
町
時
代
に
入
る
と

一
挙
に
民
衆
の
隅
々
に
ま
で
地
蔵
信
仰
が
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
。

中
世
に
お
け
る
地
蔵
和
讃
の
流
行

そ
の
き
っ
か
け
の
一
つ
が
、「
地
蔵
和
讃
」の
流
行
で
あ
る
。

和
讃
と
は
、
い
わ
ゆ
る
仏
教
的
な
内
容
を
歌
っ
た
歌
謡
で
あ

る
。
そ
の
地
蔵
和
讃
の
冒
頭
と
内
容
を
以
下
に
紹
介
す
る
。

西
の
河
原
の
地
蔵
和
讃
の
一
部

帰
命
頂
礼
地
蔵
尊　

こ
れ
は
こ
の
世
の
事
な
ら
ず

死
出
の
山
路
の
裾
野
な
る　

西
の
河
原
の
物
語

聞
く
に
つ
け
て
も
哀
れ
な
り　

こ
の
世
に
生
ま
れ
し
甲

斐
も
な
く

・
・
・

西
の
河
原
の
地
蔵
和
讃
の
内
容

「
幼
く
し
て
亡
く
な
っ
た
子
供
た
ち
は
、
い
っ
た
ん
賽

（
さ
い
・
西
・
西
院
）
の
河
原
に
集
ま
っ
て
、
幼
い
た

め
に
、
こ
れ
ま
で
徳
を
積
む
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
の

で
、
河
原
で
涙
を
流
し
な
が
ら
石
を
積
ん
で
、
お
父
さ

ん
の
た
め
、
お
母
さ
ん
の
た
め
、
兄
弟
の
た
め
と
積
ん

で
い
く
。
そ
こ
に
地
獄
の
獄
卒
（
鬼
）
が
現
れ
、
こ
こ

を
娑
婆
と
思
っ
て
甘
え
る
な
と
石
積
み
を
蹴
散
ら
す
。

幼
子
た
ち
は
、
あ
ま
り
の
悲
し
み
に
涙
を
流
し
許
し
を

乞
う
と
、
そ
こ
に
地
蔵
菩
薩
が
現
れ
、
今
日
よ
り
後
は

我
こ
そ
を
冥
土
の
親
と
思
い
な
さ
い
と
い
っ
て
幼
子
を

抱
き
か
か
え
、
哀
れ
ん
で
く
れ
る
。」

現
代
の
我
々
で
あ
っ
て
も
目
頭
が
熱
く
な
る
よ
う
な
話
で

あ
る
が
、
こ
の
内
容
の
和
讃
が
、
単
調
な
二
節
を
繰
り
返
し

て
室
町
時
代
の
中
期
以
降
に
人
々
に
歌
わ
れ
た
。
乳
幼
児
や

幼
児
の
死
亡
率
が
高
か
っ
た
当
時
、
母
親
た
ち
が
こ
の
和
讃

を
感
動
の
心
持
ち
で
聴
き
、
悲
哀
に
満
ち
た
心
が
救
わ
れ
た

と
容
易
に
推
測
で
き
る
。
お
そ
ら
く
、
女
性
の
大
半
が
、
こ

の
悲
し
み
を
背
負
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
地
蔵
和
讃
の
救

い
は
、
そ
う
い
う
意
味
で
、
急
速
に
広
が
っ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
。

郷
土
史
家
瀬
川
欣
一
は
、
そ
の
著
書
『
近
江　

石
の
ほ
と

け
た
ち
』
に
お
い
て
、
地
蔵
和
讃
が
流
行
し
て
五
〇
〇
年
間
、

愛
す
る
我
が
子
を
次
か
ら
次
へ
と
無
く
し
た
母
親
た
ち
は
、

賽
の
河
原
の
物
語
を
我
が
子
の
苦
し
み
と
し
て
受
け
止
め
、

死
ん
だ
子
の
乳
の
匂
い
と
唾
液
の
染
み
込
ん
だ
よ
だ
れ
前
掛

け
の
匂
い
を
地
蔵
菩
薩
に
嗅
い
で
も
ら
い
、「
こ
の
匂
い
の

子
が
賽
の
河
原
に
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
こ
の
匂
い
が
す
る
我

が
子
を
、
大
勢
の
幼
子
と
と
も
に
救
う
て
く
だ
さ
る
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
」
と
一
心
不
乱
に
祈
り
続
け
た
と
想
像
し
て

い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
地
蔵
菩
薩
が
、
六
道
の
す
べ
て
の
世
界
、

特
に
地
獄
に
落
ち
た
亡
者
を
唯
一
救
っ
て
く
れ
る
菩
薩
で
あ

る
か
ら
こ
そ
生
前
に
礼
拝
す
る
と
い
う
こ
と
に
は
じ
ま
り
、

地
蔵
和
讃
に
歌
わ
れ
た
幼
子
を
救
っ
て
く
れ
る
の
が
地
蔵
菩
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薩
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
含
め
、
中
世
半
ば
以
降
、
地
蔵
菩

薩
に
対
す
る
庶
民
の
信
仰
が
爆
発
的
に
支
持
さ
れ
た
。
そ
れ

だ
け
で
な
く
、
六
十
六
部
回
国
巡
礼
や
修
験
道
と
の
結
び
つ

き
な
ど
も
全
国
に
地
蔵
信
仰
が
広
が
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た

と
い
う
。

そ
し
て
、
地
中
か
ら
現
れ
た
（
掘
り
起
こ
さ
れ
た
）
地
蔵

石
仏
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
地
蔵
講
、
地
蔵
祭
り
か
ら
地

蔵
盆
と
い
う
行
事
と
と
も
に
地
蔵
信
仰
が
地
域
に
定
着
し
て

い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

第
三
章
　
現
代
に
お
け
る
地
蔵
盆

（
一
）
地
蔵
盆
の
歴
史
と
今

村
上
紀
夫
著
『
京
都
地
蔵
盆
の
歴
史
』
第
四
章
「
近
代
の

地
蔵
会
」
に
よ
る
と
、
明
治
の
初
め
に
一
旦
地
蔵
会
や
地
蔵

祭
り
な
ど
の
行
事
や
石
仏
が
町
か
ら
消
え
、
そ
し
て
明
治
十

六
年
（
一
八
八
三
）
に
復
活
。
そ
の
時
期
か
ら
京
都
で
「
地

蔵
盆
」と
い
う
名
称
が
使
わ
れ
は
じ
め
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

経
緯
を
一
部
紹
介
し
た
い
。
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に

一
つ
の
布
達
が
京
都
府
か
ら
出
さ
れ
た
と
い
う
。
内
容
は
、

町
内
に
存
在
す
る
大
日
如
来
や
地
蔵
菩
薩
の
石
仏
や
堂
、
祠

を
撤
去
す
る
か
、
地
域
の
小
学
校
へ
納
め
る
な
ど
の
処
置
を

行
い
、
祭
り
や
集
会
な
ど
も
行
わ
な
い
よ
う
に
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
。
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
も
、
精
霊
迎
え
や

施
餓
鬼
、
六
斎
念
仏
な
ど
の
盆
行
事
を
禁
止
す
る
布
達
も
出

さ
れ
て
い
る
。
京
都
府
以
外
で
も
滋
賀
県
、
兵
庫
県
、
大
阪

府
に
類
す
る
布
達
が
こ
の
前
後
の
年
に
出
さ
れ
て
い
る
と
い

う
記
録
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
明
治
政
府
の
神
道
国
教
化
の
方

針
に
従
っ
て
発
布
さ
れ
た
神
仏
分
離
令
の
一
環
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
が
、
近
世
以
降
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
た
町
の
行
事

で
あ
る
地
蔵
会
や
地
蔵
祭
り
、
そ
し
て
盆
行
事
ま
で
も
が
、

古
く
悪
し
き
慣
習
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
行
事
に
金
銭
や
労

力
を
使
う
の
で
は
な
く
、
新
し
い
国
家
を
つ
く
る
た
め
に
知

恵
を
絞
っ
て
邁
進
す
る
よ
う
に
と
し
、
す
べ
て
を
廃
止
す
べ

し
と
な
っ
た
。
当
時
、
大
き
な
権
力
を
持
っ
て
改
革
を
断
行

し
た
槇
村
正
直
京
都
府
知
事
に
よ
る
現
在
で
は
考
え
ら
れ
な

い
命
令
が
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
当
時
の
新
聞
の
記
事
や
、

寺
院
や
町
内
の
文
書
に
よ
る
と
、
そ
の
命
令
に
皆
が
従
っ
た

わ
け
で
な
く
、
一
時
は
、
地
蔵
石
仏
や
、
祠
な
ど
が
撤
去
さ

れ
た
が
、
そ
の
後
徐
々
に
各
所
で
復
活
し
、
実
施
さ
れ
て
い

る
姿
も
見
ら
れ
、
警
察
な
ど
に
よ
る
厳
し
い
取
り
締
ま
り
は

行
わ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
明
治
十
六
年
に
、「
任

他
主
義
（
そ
こ
で
起
こ
っ
て
い
る
事
実
を
重
要
視
し
、
事
の

成
り
行
き
に
任
せ
る
と
い
う
）」
で
知
ら
れ
る
北
垣
国
道
知

事
が
、
明
治
五
年
の
布
達
を
取
り
消
す
と
い
う
布
達
を
出
し

た
の
で
あ
る
。

そ
の
年
の
八
月
十
九
日
の「
京
都
滋
賀
新
報
」

［
［

［
註

の「
地

蔵
盆
」
と
題
さ
れ
た
記
事
に
よ
る
と
、
地
蔵
盆
と
呼
ば
れ
る

八
月
二
十
二
日
、
二
十
三
日
、
二
十
四
日
の
三
日
間
に
地
域

で
賑
や
か
に
飾
り
付
け
が
行
わ
れ
る
行
事
が
、
槇
村
知
事
に

よ
っ
て
禁
止
さ
れ
た
が
、
今
年
布
達
に
よ
っ
て
解
禁
さ
れ
、

今
年
は
盛
大
に
行
お
う
と
各
町
内
で
盛
り
上
が
っ
て
い
る
様

子
が
う
か
が
え
る
。
一
方
で
不
景
気
の
中
、
費
用
が
か
さ
み
、

家
庭
に
よ
っ
て
は
困
っ
て
い
る
と
い
う
声
も
聞
く
と
い
う
内

容
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
新
聞
記
事
に
「
地
蔵
盆
」

と
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
京
都
府
が
発
す
る
布
達

の
内
容
と
、「
地
蔵
盆
」
と
い
う
言
葉
が
、
こ
の
記
事
に
見

ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
多
く
の
町
内
が
復
活
に
向
け

て
動
き
出
し
た
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
、
こ
の
京
都
府
の
動
き

に
滋
賀
県
を
含
む
近
隣
の
府
県
も
同
調
し
、「
地
蔵
盆
」
と

い
う
名
称
の
行
事
と
し
て
復
活
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

中
世
か
ら
広
が
っ
た
地
蔵
信
仰
は
、
近
世
に
入
る
と
地
蔵

会
や
地
蔵
祭
り
と
し
て
、
夏
の
子
供
の
祭
り
と
し
て
年
中
行

事
の
一
つ
に
定
着
す
る
。
そ
し
て
近
代
に
入
り
、
明
治
維
新

の
政
策
に
よ
っ
て
一
旦
途
絶
え
た
が
、
明
治
十
六
年
に
、
京

都
市
を
中
心
に
「
地
蔵
盆
」
と
い
う
名
前
で
復
活
し
、
現
代

に
至
っ
て
い
る
。
地
蔵
盆
と
い
う
行
事
は
、
魂
の
救
い
を
求

め
た
純
粋
な
信
仰
が
根
底
に
あ
っ
た
と
想
像
で
き
る
が
、
近

代
を
経
て
、
現
代
に
入
る
と
、
水
子
供
養
や
魑
魅
の
進
入
、

六
道
の
救
済
な
ど
の
信
仰
心
は
薄
れ
、
子
供
た
ち
の
た
め
の

楽
し
い
夏
祭
り
へ
と
変
化
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
に
い
く
つ
か
の
現
代
の
近
江
に
お
け

る
地
蔵
盆
を
取
材
し
た
。
大
津
市
今
堅
田
に
見
ら
れ
る
地
蔵

講
と
地
蔵
め
ぐ
り

［
6

［
註

、
大
津
市
仰
木
辻
ヶ
下
の
地
蔵

盆

［
7

［
註

、
東
近
江
市
勝
堂
町
の
千
体
地
蔵
堂
に
お
け
る
地
蔵

講

［
［

［
註

、
大
津
市
比
叡
辻
の
千
体
地
蔵
堂
の
地
蔵
盆

［
［

［
註

な

ど
で
あ
る
。

今
回
は
新
た
に
、
近
江
八
幡
の
現
在
の
地
蔵
盆
の
姿
を
取

材
し
た
の
で
、
次
項
で
そ
の
詳
細
を
述
べ
て
み
た
い
。

（
二
）
近
江
八
幡
の
地
蔵
盆

今
回
、
近
江
八
幡
市
の
旧
市
街
地
に
お
け
る
地
蔵
盆
の
現
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在
の
様
子
を
取
材
す
る
機
会
が
あ
っ
た
の
で
、
以
下
に
そ
の

報
告
を
し
た
い
。

①
近
江
八
幡
市
永
原
町
上
（
二
〇
二
二
年
十
月
二
十
六
日
）

取
材
に
応
じ
て
い
た
だ
い
た
方
々
：
山
本
有
司
氏
、
山

本
敏
雄
氏
、
髙
嶋
道
夫
氏
、
伊
嵜
敏
氏
、
本
間
繁
利
氏

町
内
の
規
模
・
開
催
日

町
内
の
戸
数
は
江
戸
期
が
最
盛
期
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、

四
十
二
戸
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
現
在
は
二
十
二
戸
。
ほ
と

ん
ど
の
家
は
、
夫
婦
二
名
か
一
人
暮
ら
し
で
、
小
学
生
の
子

供
は
居
な
い
。

地
蔵
盆
の
開
催
日
は
曜
日
を
問
わ
ず
、
七
月
二
十
三
日
、

二
十
四
日
の
二
日
間
。
か
つ
て
は
夜
通
し
行
っ
て
い
た
が
、

現
在
は
昼
間
と
夜
の
み
。

過
去
の
地
蔵
盆

明
治
維
新
の
廃
仏
毀
釈
の
際
に
、
地
蔵
石
仏
を
琵
琶
湖
に

捨
て
た
と
い
う
伝
説
が
あ
る
。

三
十
年
か
ら
四
十
年
前
は
、
多
く
の
子
供
（
四
十
名
ほ
ど

い
た
と
思
う
）
が
参
加
し
、
子
供
た
ち
の
楽
し
い
夏
祭
り
で

あ
っ
た
。
各
家
を
お
地
蔵
さ
ん
が
移
動
し
て
、
毎
年
違
う
家

で
行
わ
れ
た
。
自
分
た
ち
が
子
供
の
頃
、
大
き
な
町
家
が
当

番
だ
っ
た
年
に
、
蔵
も
含
め
て
家
の
中
を
探
検
す
る
の
が
面

白
か
っ
た
。
お
地
蔵
様
の
お
供
物
は
子
供
の
食
べ
物
、
お
菓

子
が
中
心
で
、
お
下
が
り
を
配
っ
た
。
御お

華け

足そ
く

（
丸
餅
が
積

ま
れ
て
い
る
）
と
呼
ば
れ
る
お
供
物
の
印
象
が
強
い
。
ま
た
、

御
膳
当
番
と
呼
ば
れ
る
人
が
そ
の
準
備
を
す
る
。
全
体
の
段

取
り
は
一
年
の
輪
番
で
あ
る
町
内
会
長
が
仕
切
る
。
子
供
た

ち
と
大
人
も
一
緒
に
な
っ
て
、
お
経
を
聴
き
な
が
ら
大
き
な

数
珠
を
回
す
百
万
遍
数
珠
繰
り
が
行
わ
れ
て
い
た
。
年
齢
を

超
え
た
交
流
が
良
か
っ
た
。
大
人
と
子
供
が
そ
の
日
は
心
を

開
い
た
か
た
ち
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
展
開
す
る
良
い

時
間
で
あ
っ
た
。

縄
手
町
の
地
蔵
盆
は
露
店
や
つ
く
り
も
の
な
ど
が
出
て
盛

大
に
行
わ
れ
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

現
在
の
地
蔵
盆

現
在
は
、
完
全
に
大
人
の
祭
り
に
な
っ
て
い
る
。
お
地
蔵

さ
ん
の
前
で
読
経
は
す
る
が
、
そ
の
後
の
ナ
オ
ラ
イ
が
中
心

に
な
っ
て
い
る
。
数
年
前
ま
で
は
食
べ
物
を
持
ち
寄
っ
て
い

た
が
、
最
近
は
町
内
会
の
会
費
で
賄
っ
て
い
る
。
家
族
が
寄

り
合
う
良
い
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
と
こ
れ
か
ら
の
地
蔵
盆

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
三
年
間
行
事
は
中
止
。
読
経
な
ど

の
仏
事
的
な
こ
と
は
行
っ
た
。
一
気
に
は
戻
ら
な
い
と
思
う

が
、
徐
々
に
地
蔵
盆
は
も
と
に
戻
っ
て
い
く
と
思
う
。

お
地
蔵
さ
ん
は
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
る
。
毎
日
お
水
や

お
花
が
絶
え
な
い
。
こ
の
文
化
は
無
く
な
ら
な
い
。
三
十
年

後
は
ほ
と
ん
ど
が
空
き
家
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か

と
思
う
が
、
五
軒
で
も
残
れ
ば
、
お
地
蔵
さ
ん
は
守
っ
て
い

け
る
。

②
近
江
八
幡
市
出
町
地
区
（
二
〇
二
二
年
十
二
月
十
五
日
）

取
材
に
応
じ
て
い
た
だ
い
た
方
々
：
川
﨑
勇
氏
、
森
谷
伸

子
氏
、
岡
村
益
夫
氏

町
内
の
規
模
・
開
催
日

近
江
八
幡
市
出
町
二
丁
目
は
現
在
二
十
戸
。
子
供
は
四
人

の
み
。
地
蔵
盆
の
時
に
は
他
家
に
嫁
い
だ
娘
の
子
供
（
外
孫
）

写真 4 永原町上の地蔵尊　永原町上提供写真 5 永原町上の取材の様子
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が
帰
っ
て
き
て
参
加
す
る
の
で
、
少
し
賑
や
か
に
な
る
。
開

催
日
は
商
店
街
と
い
う
特
徴
か
ら
、
月
末
を
避
け
、
八
月
三

日
と
四
日
の
二
日
間
。
今
は
八
月
の
第
一
週
の
土
日
と
な
っ

て
い
る
。

過
去
の
地
蔵
盆

お
地
蔵
さ
ん
は
、
天
台
宗
安
楽
律
院
の
末
寺
で
あ
る
東
福

寺
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
無
住
と
な
っ
て
い
る
。

地
蔵
盆
は
小
学
校
六
年
生
ま
で
の
子
供
が
対
象
と
な
っ
て

い
る
。
地
蔵
盆
の
日
に
は
子
供
の
名
前
を
書
い
た
提
灯
を
飾

る
。
当
日
は
、
近
く
の
寺
院
の
僧
侶
に
お
願
い
し
て
読
経
し

て
も
ら
う
。
読
経
の
中
、
百
万
遍
数
珠
繰
り
が
行
わ
れ
る
。

こ
の
大
き
な
数
珠
は
、
森
谷
さ
ん
宅
で
お
不
動
さ
ん
の
縁
日

に
講
の
人
た
ち
が
寄
っ
て
数
珠
繰
り
を
し
て
い
た
の
で
、
そ

れ
を
地
蔵
盆
で
使
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

我
々
が
子
供
の
頃
は
、
年
長
の
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
に

遊
び
や
勉
強
を
教
え
て
も
ら
っ
た
懐
か
し
い
記
憶
が
あ
る
。

現
在
の
地
蔵
盆
と
こ
れ
か
ら

一
年
で
交
代
す
る
町
内
会
長
が
地
蔵
盆
全
体
の
段
取
り
を

仕
切
る
。
出
町
二
丁
目
に
は
、
新
年
会
と
並
ん
で
、
地
蔵
盆

は
夏
の
懇
親
会
と
な
っ
て
い
る
。
将
来
的
に
は
大
人
の
地
蔵

盆
に
し
よ
う
か
と
い
う
声
も
あ
が
っ
て
い
る
。
懇
親
会
の
大

切
さ
を
み
ん
な
が
理
解
し
て
い
る
。
特
に
コ
ロ
ナ
禍
で
、
群

れ
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
。
今
後
地
蔵
盆
な
ど
の
町
内
の
行

事
が
大
切
に
な
る
の
で
は
。
こ
の
町
内
に
は
新
し
い
住
宅
も

建
ち
は
じ
め
て
い
る
の
で
、
新
規
に
町
内
会
に
加
入
し
て
も

ら
い
、
地
蔵
盆
に
も
参
加
し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
る
。
現

在
の
町
内
会
長
の
岡
村
さ
ん
は
、
八
幡
小
学
校
区
（
一
区
か

ら
二
十
区
あ
る
）
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
会
長
を
務
め
ら

写真 9 出町地区の地蔵盆の様子 2　岡村益夫氏提供 写真 8 出町地区の地蔵盆の様子 1　岡村益夫氏提供

写真 7 出町地区の取材の様子 2 写真 6 出町地区の取材の様子 1
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れ
て
い
る
。
小
学
校
区
全
体
の
こ
と
も
考
え
る
と
町
内
会
と

い
う
地
域
社
会
の
活
性
化
、防
災
の
こ
と
な
ど
も
含
め
、様
々

な
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
改
め
て
考
え
る
と
地
蔵
盆
の
よ
う

な
地
域
の
行
事
を
つ
な
ぎ
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
強
く
思
っ
て
い
る
。

③
近
江
八
幡
市
為
心
町
中
（
二
〇
二
二
年
十
二
月
十
五
日
）

取
材
に
応
じ
て
い
た
だ
い
た
方
々
：
佐
々
木
常
雄
氏
、
五い

十か

子ご

英
雄
氏
、
川
部
清
氏
、
高
田
浩
次
氏

町
内
の
規
模
・
開
催
日

為
心
町
は
「
上
」「
中
」「
元
」
の
三
つ
の
地
域
に
分
か
れ
、

「
上
」
が
四
十
五
戸
、「
元
」
が
八
戸
、
そ
し
て
「
中
」
が
十

三
戸
と
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
規
模
が
違
っ
て
い
る
。
最
近
は
空

き
家
が
増
え
た
「
中
」
地
区
も
最
盛
期
に
は
二
十
戸
を
数
え

て
い
た
と
い
う
。
日
程
は
、
八
月
二
十
三
日
の
一
日
の
み
実

施
す
る
。

過
去
の
地
蔵
盆

こ
の
地
域
の
お
地
蔵
さ
ん
は
、
小
さ
な
厨
子
に
入
っ
た
木

造
の
延
命
地
蔵
尊
で
、
元
々
こ
の
地
区
に
は
お
地
蔵
さ
ん
は

な
か
っ
た
の
だ
が
、
六
十
年
ほ
ど
前
に
、
地
蔵
菩
薩
が
「
こ

こ
に
戻
り
た
い
」
と
い
っ
た
と
い
う
町
内
に
お
告
げ
の
よ
う

な
も
の
が
あ
り
、
元
々
個
人
の
持
ち
物
で
あ
っ
た
延
命
地
蔵

尊
を
為
心
町
中
の
町
内
の
地
蔵
尊
と
し
て
安
置
し
た
と
聞
い

て
い
る
。

地
蔵
盆
は
子
供
の
祭
り
で
あ
り
、
子
供
の
成
長
を
願
う
祈

り
が
あ
る
。

三
十
年
ほ
ど
前
、
我
々
の
子
供
た
ち
が
参
加
し
て
い
た
頃

は
、
左
義
長
の
山
車
を
つ
く
る
費
用
を
稼
ぐ
た
め
に
、
焼
き

そ
ば
や
ビ
ー
ル
な
ど
の
飲
食
物
を
販
売
し
た
り
、
パ
チ
ン
コ

台
を
借
り
て
き
て
、
パ
チ
ン
コ
で
楽
し
ん
だ
り
し
て
い
た
。

楽
し
い
思
い
出
が
あ
る
。
盆
踊
り
も
盛
大
に
行
っ
て
い
た
。

現
在
の
地
蔵
盆
と
こ
れ
か
ら

現
在
町
内
に
子
供
は
居
な
い
。
大
人
の
夏
祭
り
と
な
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

当
日
は
、
浄
土
宗
浄
福
寺
の
僧
侶
に
読
経
を
お
願
い
し
て

い
る
。
提
灯
に
絵
を
書
い
て
吊
し
た
り
、
子
供
の
名
前
が
書

い
て
あ
る
提
灯
を
吊
す
。
外
孫
で
も
孫
が
で
き
れ
ば
提
灯
を

つ
く
っ
て
い
る
。

朝
十
一
時
か
ら
飾
り
付
け
を
し
、
十
四
時
に
僧
侶
の
お
参

り
、
御
詠
歌
（
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
で
流
す
）、
数
珠
繰
り
（
十

年
前
に
古
道
具
屋
で
購
入
）、
夕
方
後
片
付
け
の
後
、
懇
親

会
と
い
う
流
れ
。

お
地
蔵
さ
ん
の
当
番
が
あ
り
、
毎
朝
、
お
水
と
お
茶
と
お

線
香
、
お
花
は
絶
や
し
た
こ
と
が
な
い
。
毎
月
、
十
五
日
と

三
十
日
に
当
番
と
次
の
当
番
の
家
で
道
具
の
引
き
継
ぎ
が
行

わ
れ
る
。
当
番
に
な
れ
ば
、
十
五
日
間
毎
朝
お
地
蔵
さ
ん
の

お
世
話
を
す
る
。
こ
れ
は
、
さ
せ
て
も
ら
う
と
い
う
気
持
ち

で
み
ん
な
お
世
話
を
し
て
い
る
。
当
番
だ
け
で
な
く
、
町
内

の
人
全
員
が
、
毎
日
祠
に
拝
む
習
慣
が
あ
る
。

ま
た
、
お
正
月
に
は
元
日
の
十
時
に
全
員
が
約
五
分
間
ほ

ど
で
あ
る
が
、
集
ま
っ
て
挨
拶
を
す
る
と
い
う
恒
例
の
行
事

が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
町
内
は
、
三
月
の
近
江
八
幡
の
左
義

長
祭
り
に
、
毎
年
左
義
長
の
山
車
を
出
す
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
結
束
が
非
常
に
強
い
。

お
地
蔵
さ
ん
を
祀
る
こ
と
と
地
蔵
盆
と
い
う
行
事
は
決
し
て

無
く
し
て
は
い
け
な
い
し
、無
く
な
る
こ
と
は
な
い
と
思
う
。

写真 11 為心町中の地蔵盆法要の様子 写真 10 為心町中の取材の様子
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近
江
八
幡
の
旧
市
街
地
の
三
つ
の
町
内
の
地
蔵
盆
を
取
材

し
た
が
、
町
内
の
規
模
、
地
蔵
盆
が
行
わ
れ
る
日
程
、
開
催

場
所
、
お
地
蔵
さ
ん
の
形
態
や
素
材
、
伝
説
な
ど
そ
れ
ぞ
れ

違
っ
て
い
た
。
共
通
す
る
と
こ
ろ
は
、
地
蔵
盆
が
元
来
、
子

供
の
夏
祭
り
で
あ
る
こ
と
、
か
つ
て
は
子
供
が
た
く
さ
ん
い

て
盛
り
上
が
っ
た
が
、現
在
は
ほ
と
ん
ど
子
供
の
姿
が
無
く
、

大
人
の
た
め
の
祭
り
に
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
町
内
の
懇
親
、
親
睦
会
と
し
て
の
役
割
が
あ
る

こ
と
や
、
貴
重
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
と
な
っ
て

い
る
こ
と
、
そ
し
て
地
蔵
菩
薩
が
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ

て
い
る
こ
と
と
、
こ
の
行
事
を
無
く
し
て
は
い
け
な
い
し
、

無
く
な
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
熱
い
思
い
が
あ
っ
た

こ
と
が
共
通
し
て
い
た
。

こ
の
こ
と
は
、
最
終
項
で
ま
と
め
た
い
が
、
貴
重
な
取
材

が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。
筆
者
が
、
こ
れ
以
外
の
近
江
に

お
け
る
地
蔵
盆
や
地
蔵
講
、
そ
し
て
地
蔵
信
仰
を
取
材
し
た

時
の
印
象
と
全
く
同
じ
も
の
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に
　
最
小
単
位
の
地
縁
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

現
代
の
地
蔵
盆
の
様
子
を
垣
間
見
て
感
じ
た
こ
と
は
、
子

供
の
祭
り
で
あ
る
地
蔵
盆
が
、
主
人
公
（
子
供
）
の
減
少
に

よ
っ
て
規
模
が
小
さ
く
な
り
、
ま
た
、
支
え
る
人
々
の
高
齢

化
か
ら
、
そ
の
継
続
も
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
と
い
う
現
状
で
あ

る
。
し
か
し
、
筆
者
が
聞
き
取
り
を
し
た
町
内
で
は
、
こ
の

行
事
が
現
代
社
会
に
お
い
て
二
つ
の
重
要
な
要
素
を
内
包
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

一
つ
は
、
信
仰
と
し
て
町
内
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
大
ま
か
な
括
り
で
見
る
と
地
蔵
盆
は

仏
事
で
あ
る
。
読
経
が
あ
り
、
百
万
遍
数
珠
繰
り
が
行
わ
れ

る
。
し
か
し
、
地
蔵
菩
薩
と
い
う
仏
様
が
、
仏
教
説
話
や
伝

説
で
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
庶
民
の
身
近
に
存
在
し
て
、

地
獄
に
落
ち
て
も
救
っ
て
く
れ
る
と
い
う
絶
対
的
な
救
済
者

で
あ
り
、
無
限
の
包
容
力
を
備
え
て
い
る
。
個
人
の
生
老
病

死
と
い
う
悩
み
や
、
苦
し
み
を
聞
い
て
く
れ
た
り
、
火
の
神

の
側
面
も
あ
り
、
町
内
全
体
の
安
全
も
見
守
っ
て
く
れ
る
と

い
う
万
能
の
仏
様
な
の
で
あ
る
。
病
を
患
い
、
今
後
ど
の
よ

う
に
な
る
か
、
医
師
に
頼
る
し
か
な
い
が
、
先
が
見
え
な
い

ど
う
し
よ
う
も
な
い
不
安
を
和
ら
げ
て
く
れ
る
の
は
、
こ
れ

ま
で
も
守
っ
て
き
て
く
れ
た
、町
内
の
お
地
蔵
さ
ん
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
お
地
蔵
さ
ん
が
病
を
治
し
て
く
れ
る
わ
け
で
な

い
こ
と
は
理
解
し
て
い
て
も
、
何
か
に
す
が
り
、
小
さ
く
て

も
光
が
見
え
る
よ
う
な
支
え
が
あ
る
こ
と
に
心
が
救
わ
れ
る

の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
い
う
存
在
な
の

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ど
の
地
域
の
お
地
蔵
さ
ん
に
対
し

て
も
共
通
し
て
語
ら
れ
て
い
た
。

二
つ
目
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

か
つ
て
、
地
蔵
盆
は
、
お
じ
い
さ
ん
お
ば
あ
さ
ん
、
お
父

さ
ん
お
母
さ
ん
、
そ
し
て
子
供
た
ち
と
い
う
親
子
三
代
が
集

ま
る
行
事
で
あ
っ
た
。
子
供
の
祭
り
だ
と
い
う
こ
と
が
、
大

人
の
結
束
に
も
つ
な
が
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
大
人
た
ち

に
と
っ
て
、
子
供
の
成
長
を
見
る
機
会
が
、
最
も
幸
せ
を
感

じ
る
時
間
で
あ
る
と
い
え
る
。
普
段
は
家
の
中
で
の
大
人
と

の
交
流
で
あ
る
が
、
こ
の
日
に
限
っ
て
は
、
他
の
家
の
大
人

と
も
交
流
す
る
。
大
人
た
ち
も
子
供
の
友
達
や
、
そ
の
中
で

遊
ぶ
我
が
子
の
姿
を
見
る
。
子
供
た
ち
も
学
校
で
は
同
級
生

と
の
関
わ
り
が
多
い
が
、
こ
の
時
ば
か
り
は
、
先
輩
や
後
輩

と
の
交
流
が
あ
る
。
遊
び
や
勉
強
を
教
え
て
も
ら
う
絶
好
の

機
会
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
思
い
出
を
聞
い
た
。

現
代
に
至
っ
て
は
、
地
蔵
盆
に
お
け
る
子
供
の
存
在
が
ほ

ぼ
無
く
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
大
人
の

た
め
の
ナ
オ
ラ
イ
、
す
な
わ
ち
懇
親
会
は
重
要
で
、
大
人
の

祭
り
に
な
っ
て
い
る
と
の
声
も
あ
っ
た
。
普
段
ゆ
っ
く
り
話

す
こ
と
が
な
い
ご
近
所
の
家
族
と
の
交
流
が
大
切
で
あ
る
と

い
う
認
識
は
、
ど
こ
の
地
蔵
盆
で
も
見
ら
れ
た
。

道
路
整
備
、
上
下
水
道
、
電
気
、
ガ
ス
、
ゴ
ミ
収
集
、
教

育
、
福
祉
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
は
、
現
代
に
至
っ
て

完
全
に
行
き
届
き
、
便
利
で
快
適
に
な
っ
た
。
近
世
は
そ
れ

ら
を
す
べ
て
地
域
の
人
々
が
協
力
し
て
行
っ
て
き
た
た
め
、

地
縁
の
つ
な
が
り
は
必
然
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

現
代
は
す
べ
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
中
で
専
門
的
に
行
わ
れ
る

た
め
、
必
然
的
に
地
域
の
人
々
が
協
力
す
る
こ
と
が
無
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
運
動
会
や
文
化
祭

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
そ
の
部
分
を
担
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る

が
、
必
然
性
が
薄
い
た
め
、
参
加
者
も
限
ら
れ
て
い
る
現
状

が
あ
る
。

地
蔵
盆
と
い
う
行
事
は
、
年
に
一
度
で
あ
る
が
、
お
地
蔵

さ
ん
と
い
う
絶
対
的
な
存
在
を
中
心
と
し
て
、
町
内
に
お
い

て
は
参
加
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
行
事
の
一
つ
と
な
っ
て
い

る
。
今
年
は
都
合
悪
い
の
で
参
加
し
ま
せ
ん
と
い
う
よ
う
な

こ
と
で
は
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
に
お
い
て
、
地
蔵
盆
と
い

う
行
事
は
、
最
小
単
位
の
深
く
て
濃
い
地
縁
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
場
で
あ
る
と
い
え
る
と
考
え
て
い
る
。
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註
1
． 

「
十
王
経
」
に
は
、
中
国
で
先
述
さ
れ
た
「
仏
説
預
修
十
王
生

七
経
」
と
、
日
本
で
作
成
さ
れ
た
「
仏
説
地
蔵
菩
薩
発
心
因
縁

十
王
経
」
が
あ
る
。「
仏
説
預
修
十
王
生
七
経
」
に
は
人
は
死

後
に
冥
土
で
十
人
の
冥
界
の
王
か
ら
裁
き
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
そ
の
苦
し
み
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
生
前
予
め
供
養

し
て
お
く
方
法
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
特
に
地
蔵
菩
薩

の
霊
験
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
日
本
で
作
成
さ
れ
た

「
仏
説
地
蔵
菩
薩
発
心
因
縁
十
王
経
」
に
は
、
冥
界
の
各
王
に

地
蔵
菩
薩
を
含
む
仏
教
の
菩
薩
や
如
来
が
当
て
ら
れ
、
鎌
倉
時

代
に
は
三
仏
が
追
加
さ
れ
て
十
三
仏
と
し
て
の
信
仰
に
発
展
す

る
。
こ
こ
で
は
、
地
蔵
菩
薩
が
閻
羅
王
と
習
合
し
て
お
り
、
地

獄
に
落
ち
た
衆
生
を
救
っ
て
く
れ
る
地
蔵
菩
薩
の
霊
験
が
書
か

れ
て
い
る
。
詳
細
は
、
加
藤
賢
治
著
「
下
仰
木
の
『
十
王
堂
』

―
地
域
の
お
堂
が
果
た
す
役
割
―
」（『
成
安
造
形
大
学
附
属
近
江

学
研
究
所
紀
要
』
第
十
一
号　

二
〇
二
二
年
）
に
記
し
て
い
る
。

2
． 

「
三
十
日
秘
仏
」
二
十
四
日
の
地
蔵
菩
薩
を
は
じ
め
、
十
八
日

の
観
音
菩
薩
、
二
十
八
日
の
不
動
明
王
な
ど
、
各
仏
の
縁
日
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

3
． 

洛
中
（
京
都
の
市
中
）
の
浄
土
宗
寺
院
の
名
鑑
。
全
八
巻
四
冊
。

も
と
も
と
洛
中
の
寺
院
を
前
集
と
し
て
刊
行
し
、
洛
外
の
寺
院

を
後
集
に
ま
と
め
て
出
版
す
る
予
定
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、
後
集

が
刊
行
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。

［
． 

地
蔵
信
仰
の
は
じ
ま
り
に
つ
い
て
は
、
加
藤
賢
治
著
「
里
山
の

民
間
信
仰 

―
仰
木
の
地
蔵
信
仰
に
つ
い
て
」（『
成
安
造
形
大

学
附
属
近
江
学
研
究
所
紀
要
』
第
七
号　

二
〇
一
八
年
）
に
詳

し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

［
． 

現
京
都
新
聞
。
現
在
も
京
都
府
と
滋
賀
県
の
一
部
（
特
に
大
津

市
や
湖
西
、
湖
南
地
区
）
を
範
囲
と
し
て
い
る
。
当
時
も
今
も

事
件
事
故
に
加
え
地
域
の
文
化
を
伝
え
る
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
当
時
は
特
に
記
事
が
府
民
や
県
民
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

6
． 

「
古
式
祭
礼
に
見
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
そ
こ
に
展
開
さ
れ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〜
大
津
市
今
堅
田
一
丁
目
の
愛
宕
講
と
地

蔵
講
を
中
心
に
〜
」
加
藤
賢
治
『
成
安
造
形
大
学
附
属
近
江
学

研
究
所
紀
要
』
第
三
号　

二
〇
一
四
年

7
． 

「
里
山
の
民
間
信
仰 

―
仰
木
の
地
蔵
信
仰
に
つ
い
て
―
」
加
藤

賢
治
『
成
安
造
形
大
学
附
属
近
江
学
研
究
所
紀
要
』
第
七
号　

二
〇
一
八
年

［
． 
「
土
人
形
の
魅
力　

東
近
江
の
小
幡
人
形
を
訪
ね
て
」
加
藤
賢

治　

文
化
誌
『
近
江
学
』
第
七
号　

成
安
造
形
大
学
附
属
近
江

学
研
究
所　

二
〇
一
五
年

［
． 

「
下
阪
本
の
お
地
蔵
さ
ん
」
加
藤
賢
治
「
湖
都
の
文
学
」
大
津

市
文
化
祭
実
行
委
員
会　

二
〇
二
一
年

参
考
文
献

・
田
中
久
夫
『
地
蔵
信
仰
と
民
俗
』
岩
田
書
院　

一
九
九
五
年

・
速
水
侑
『
源
信
』
吉
川
弘
文
館　

一
九
八
八
年

・
速
水
侑
「
日
本
古
代
貴
族
社
会
に
お
け
る
地
蔵
信
仰
の
展
開
」
北
海
道

大
学
文
学
部
紀
要　

一
九
六
九
年

・
速
水
侑
『
地
蔵
信
仰
』
塙
新
書　

一
九
七
五
年

地
域
に
お
け
る
子
供
の
見
守
り
、高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
、

防
災
、
そ
し
て
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
他
の
人
と
の
関
わ
り
の

大
切
さ
（
利
他
）
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
き
た
。
そ
う
い
う
意

味
に
お
い
て
、
地
蔵
盆
の
よ
う
な
行
事
の
存
在
は
、
今
も
う

一
度
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
に
き
て
い
る
と
感
じ
る
。

大
切
で
あ
る
と
認
識
し
な
が
ら
も
地
蔵
盆
を
実
際
に
継
続

す
る
た
め
に
は
、
地
域
ご
と
に
様
々
な
課
題
が
あ
る
。
地
蔵

盆
に
限
ら
ず
、
地
縁
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
な
ぐ
場
の
必
要

性
は
、
今
後
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
重
要
事
項
と
な
っ
て

い
く
は
ず
で
あ
る
。

・
眞
鍋
廣
済
『
地
蔵
菩
薩
の
研
究
』
三
密
堂
書
店　

一
九
六
〇
年

・『
日
本
古
典
文
学
全
集　

今
昔
物
語
集　

二
』
小
学
館　

一
九
七
二
年

・
村
上
紀
夫
『
京
都
地
蔵
盆
の
歴
史
』
法
蔵
館　

二
〇
一
七
年

・
下
泉
全
暁
『
地
蔵
菩
薩　

地
獄
を
救
う
路
傍
の
ほ
と
け
』
春
秋
社　

二

〇
一
五
年

・
五
来
重
『
石
の
宗
教
』
角
川
選
書　

一
九
八
八
年

・
林
英
一
『
地
蔵
盆　

―
受
容
と
展
開
の
様
式
―
』
初
芝
文
庫　

一
九
九

七
年

・
瀬
川
欣
一
『
近
江　

石
の
ほ
と
け
た
ち
』
か
も
が
わ
出
版　

一
九
九
四

年
・「
古
式
祭
礼
に
見
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
そ
こ
に
展
開
さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
〜
大
津
市
今
堅
田
一
丁
目
の
愛
宕
講
と
地
蔵
講
を
中
心
に

〜
」
加
藤
賢
治
『
成
安
造
形
大
学
附
属
近
江
学
研
究
所
紀
要
』
第
三
号　

二
〇
一
四
年

 
https://om

igaku.org/fundam
ental/w

p-content/uploads/2022/03/
kiyou3_06_kato.pdf

・「
里
山
の
民
間
信
仰　

―
仰
木
の
地
蔵
信
仰
に
つ
い
て
―
」
加
藤
賢
治

『
成
安
造
形
大
学
附
属
近
江
学
研
究
所
紀
要
』
第
七
号　

二
〇
一
八
年

 
https://om

igaku.org/fundam
ental/w

p-content/uploads/2022/03/
kiyou7_03_kato.pdf

・「
下
仰
木
の
十
王
堂　

―
地
域
の
お
堂
が
果
た
す
役
割
―
」
加
藤
賢
治

『
成
安
造
形
大
学
附
属
近
江
学
研
究
所
紀
要
』
第
十
一
号　

二
〇
二
二

年

 
https://om

igaku.org/fundam
ental/w

p-content/uploads/2022/03/
kiyou11_0［-kato.pdf

・「
土
人
形
の
魅
力　

東
近
江
の
小
幡
人
形
を
訪
ね
て
」
加
藤
賢
治　

文

化
誌
『
近
江
学
』
第
七
号　

成
安
造
形
大
学
附
属
近
江
学
研
究
所　

二

〇
一
五
年

・「
下
阪
本
の
お
地
蔵
さ
ん
」
加
藤
賢
治
「
湖
都
の
文
学
」
大
津
市
文
化

祭
実
行
委
員
会　

二
〇
二
一
年
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「
近
江
の
懐
」
と
は
、
近
江
（
滋
賀
県
）
と
い
う
風
土
に

根
を
下
ろ
し
て
未
来
社
会
へ
向
け
て
も
の
づ
く
り
や
新
た
な

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
伝
統
の
継
承
な
ど
を
実
践
し
発
信
し
て

い
る
人
々
と
、
そ
れ
ら
を
育
む
近
江
な
ら
で
は
の
風
土
や
地

域
社
会
の
つ
な
が
り
の
場
で
あ
る
。「
命
の
水
の
周
辺
に
あ

る
暮
ら
し
の
中
に
活
き
づ
く
生
業
」
そ
し
て
そ
の
「
ク
オ
リ

テ
ィ
の
高
い
手
技
や
精
神
」
に
焦
点
を
当
て
、
主
に
近
江
の

主
要
な
街
道
沿
い
に
あ
る
宿
場
町
や
門
前
町
な
ど
を
訪
れ
、

そ
の
場
で
起
こ
る
独
特
の
魅
力
を
見
つ
け
出
す
こ
と
を
心
が

け
て
い
る
。

二
〇
一
六
年
十
二
月
よ
り
滋
賀
県
文
化
振
興
事
業
団
（
二

〇
一
七
年
四
月
よ
り
び
わ
湖
芸
術
文
化
財
団
）
が
発
行
す
る

「
湖
国
と
文
化
」
に
“
近
江
の
懐
”
と
題
し
て
近
江
の
宿
場

町
に
お
け
る
も
の
づ
く
り
や
そ
こ
で
育
ま
れ
た
精
神
性
、
次

世
代
に
つ
な
げ
る
新
た
な
る
価
値
を
写
真
と
文
で
紹
介
す
る

機
会
を
あ
た
え
ら
れ
た
。
二
〇
二
三
年
一
月
現
在
ま
で
二
三

回
の
連
載
が
継
続
さ
れ
て
お
り
、
二
〇
二
二
年
一
月
よ
り
二

〇
二
二
年
十
月
ま
で
の
第
二
十
回
か
ら
第
二
三
回
ま
で
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
文
を
可
能
な
限
り
残
し
、
近
江
学
研
究
所
紀
要
と

し
て
再
編
集
し
た
。

は
じ
め
に

六
回
目
と
な
る
「
近
江
の
懐
を
め
ぐ
る
」
研
究
活
動
は

CO
V

ID
-1［

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
）
の
感
染
拡

大
が
始
ま
っ
て
か
ら
四
年
目
を
迎
え
て
い
る
。
マ
ス
ク
装
着

で
の
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
に
よ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
す
っ
か

り
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
な
っ
た
。
筆
者
が
こ
の
文
書
を
ま
と

め
る
二
〇
二
三
年
一
月
、
行
動
制
限
の
な
い
お
正
月
を
三
年

ぶ
り
に
迎
え
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
社
会
に
入
っ
て
は
い
る
も
の

の
、
全
国
の
感
染
者
数
は
合
計
三
〇
〇
〇
万
人
を
超
え
て
い

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
共
生
が
ま
だ
ま
だ
続
く
こ

と
は
誰
も
が
了
解
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
る
。

二
〇
二
二
年
は
如
何
に
し
て
そ
の
「
禍

わ
ざ
わ
い」

と
共
生
し
、
新

た
な
暮
ら
し
方
を
見
出
し
て
持
続
し
て
い
く
か
、
そ
れ
を
具

体
的
に
実
行
し
て
い
る
人
々
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
な
っ

た
。始

め
は
東
海
道
石
部
宿
、
二
〇
一
七
年
か
ら
活
動
し
て
き

た
東
海
道
統
一
案
内
看
板
設
置
で
ご
縁
が
で
き
た
湖
南
市
に

位
置
す
る
石
部
宿
へ
の
ラ
イ
ド
取
材
か
ら
始
ま
る
。
そ
こ
で

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
仕
組
み
を
使
っ
て
移
住
し
、
石
部
景

観
ま
ち
づ
く
り
検
討
会
に
属
し
て
協
力
を
得
な
が
ら
、
新
た

な「
な
り
わ
い
」を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
三
組
の
ク
リ
エ
ー
タ
ー

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
注
目
し
た
。
次
に
琵
琶
湖
の
東
岸
、

ビ
ワ
イ
チ
ル
ー
ト
に
指
定
さ
れ
て
い
る
さ
ざ
な
み
街
道
沿
い

の
大
藪
の
集
落
よ
り
、
祖
父
母
が
住
ん
で
い
た
土
地
に
移
住

し
て
シ
ャ
ツ
づ
く
り
を
す
る
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
を
訪
問
し
た
。

そ
し
て
中
山
道
と
八
風
街
道
の
分
岐
点
で
あ
る
武
佐
の
地
に

Name:

ISHIKAWA　Ryo

Title:

Omi’s “Futokoro”: Part Six

Summary:

Using a survey of an area in Shiga called Shukubamachi I will examine “techniques” and their 

“spirit” in order to answer the questions, “Why have these particular techniques been preserved 

and passed down?” and “What special value were they perceived to encompass?” I will also look 

at why these examples are so limited.

近江の懐をめぐる６　 36

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 近
江
の
懐
を
め
ぐ
る

…６　
 

美
術
家
／
成
安
造
形
大
学
准
教
授
／
成
安
造
形
大
学
附
属
近
江
学
研
究
所
研
究
員
　
石
川　
　

亮



新
た
な
パ
ン
工
房
と
店
舗
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
パ
ン
職
人
の

ス
タ
ン
ス
に
焦
点
を
当
て
た
。
こ
れ
ま
で
日
本
各
地
で
培
っ

て
き
た
様
々
な
パ
ン
づ
く
り
の
経
験
を
活
か
し
、
地
元
の
食

材
を
使
用
し
、
地
域
の
人
々
へ
向
け
た
パ
ン
づ
く
り
で
新
た

な
食
文
化
を
伝
え
て
い
る
。
最
後
に
湖
西
の
ビ
ワ
イ
チ
ル
ー

ト
と
重
な
る
北
国
海
道
（
西
近
江
路
）
沿
い
で
ス
ポ
ー
ツ
自

転
車
店
を
営
む
自
転
車
技
師
の
活
動
を
追
っ
た
。
今
日
の
ビ

ワ
イ
チ
推
進
活
動
の
積
み
上
げ
に
尽
力
し
つ
つ
、
自
転
車
に

よ
る
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
広
げ
て

い
る
。

彼
ら
に
共
通
す
る
の
は
、
偶
然
で
あ
る
が
近
世
か
ら
続
く

街
道
沿
い
に
仕
事
場
を
構
え
、
今
日
社
会
の
様
々
な
仕
組
み

を
上
手
く
使
い
な
が
ら
新
た
な
「
な
り
わ
い
」
を
立
ち
上
げ

て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
し
て
原
料
調
達
、
製
造
、
製
品
管
理
、

営
業
、
販
売
な
ど
こ
れ
ま
で
分
業
化
さ
れ
て
い
た
仕
事
の
大

半
を
自
身
で
行
い
、
自
ら
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
仕
事
の
経
験

を
活
か
し
自
ら
の
手
で
「
新
た
な
城
（
仕
事
場
）」
を
築
き
、

「
や
り
た
い
こ
と
」
を
「
な
り
わ
い
」
と
し
て
軌
道
に
の
せ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
前
回
の
「
近
江
の
懐
を
め
ぐ
る
五
」

同
様
、
自
転
車
で
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
な
け
れ
ば
出
会
え
な

か
っ
た
場
所
に
拠
点
を
構
え
、
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
、
既
に
一
歩
二
歩
と
踏
み
出
し
て
い
る

四
地
域
六
者
を
み
て
い
き
た
い
。

一
、
石
部
の
三
軒

「
京
立
ち
、石
部
泊
ま
り
」で
知
ら
れ
る
東
海
道
石
部
宿
は
、

歌
川
広
重
の
浮
世
絵
で
も
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
田
楽
茶
屋
が

象
徴
的
に
描
か
れ
て
い
る
。
茶
屋
は
旅
人
と
地
元
の
人
々
が

情
報
交
流
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
と
言
え
る
。

二
〇
二
〇
年
秋
、
湖
南
市
石
部
学
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の
依
頼
を
受
け
、
二
〇
一
七
年
よ
り
大
津
と
草
津
で
始
ま
っ

た
東
海
道
統
一
案
内
看
板
設
置
の
相
談
と
、
そ
れ
に
合
わ
せ

た
「
石
部
宿
オ
リ
ジ
ナ
ル
看
板
」
作
成
依
頼
を
受
け
た
。
二

〇
二
一
年
春
、
田
楽
茶
屋
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が

完
成
し
、
街
角
サ
ロ
ン
「
い
し
べ
宿
驛
」
に
設
置
し
た
の
は

記
憶
に
新
し
い
。
こ
の
ご
縁
か
ら
湖
南
市
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
活
動
を
知
り
、
民
家
を
有
効
活
用
す
る
創
造
的
な
活
動

を
知
る
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
湖
南
市
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
仕
組
み
に
つ
い

て
で
あ
る
が
、
Ｎ
Ｃ
Ｌ
（N

ext Com
m

ons Lab

）
と
い
う

全
国
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
展
開
す
る
組
織
と
一
緒
に
取
り
組

ま
れ
て
き
た
こ
と
が
特
異
性
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
双
方
の

や
り
た
い
こ
と
を
調
整
し
つ
つ
活
動
し
て
い
る
Ｎ
Ｃ
Ｌ
を
介

し
て
立
ち
上
が
っ
た
新
た
な
施
設
三
軒
に
焦
点
を
当
て
た

い
。

・m
am

e Co-

（
マ
メ
コ
ー
・
豆
講
）

一
軒
目
はm

am
e Co-

だ
。
こ
こ
に
仕
掛
け
の
張
本
人
、

Ｎ
Ｃ
Ｌ
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
な
が
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
あ

り
、
看
板
制
作
で
出
会
っ
た
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
メ
ン

バ
ー
で
も
あ
る
長
砂
伸
也
さ
ん
が
い
る
。m

am
e Co-

は
私

設
公
民
館
で
あ
り
、
塾
、
カ
フ
ェ
で
も
あ
る
。
名
前
に
つ
い

て
だ
が
、
こ
の
地
域
で
古
く
か
ら
小
さ
な
寄
り
合
い
を
豆
講

と
よ
び
、
今
も
そ
の
文
化
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
由
来
で
あ

る
。
こ
の
場
で
地
域
の
人
々
が
や
り
た
い
こ
と
を
介
し
て
交

流
で
き
る
。
さ
ら
に
は
小
中
高
生
た
ち
の
居
場
所
が
少
な
い

こ
と
か
ら
、
こ
の
場
づ
く
り
が
始
ま
っ
て
い
る
。
も
と
も
と

あ
っ
た
店
舗
の
電
飾
看
板
や
外
壁
を
活
か
し
な
が
ら
最
小
限

の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
工
夫
に
富
ん
で

い
て
面
白
い
。
お
話
を
伺
う
と
豆
に
は
二
つ
の
形
が
あ
る
と

の
こ
と
、
一
つ
は
腎
臓
型
の
ビ
ー
ン
、
も
う
一
つ
は
丸
型
の

ピ
ー
で
あ
り
、
そ
れ
が
Ｃ
と
Ｏ
に
見
え
る
こ
と
か
ら
ロ
ゴ

マ
ー
ク
をCo

で
表
し
て
い
る
。
中
に
入
る
と
壁
材
と
天
井

材
が
外
さ
れ
柱
が
剥
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
。
格
子
状
に
見

え
る
部
位
は
棚
や
商
品
を
展
示
し
や
す
く
で
き
る
Ｄ
Ｉ
Ｙ
仕

様
に
な
っ
て
い
る
。
壁
に
目
を
や
る
と
変
形
し
た
計
量
容
器

が
見
え
た
。
そ
れ
は
地
域
の
子
供
と
揚
げ
物
を
つ
く
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
時
、
フ
ラ
イ
パ
ン
に
残
っ
た
油
を
他

の
容
器
に
移
し
替
え
よ
う
と
し
て
、
そ
の
容
器
に
入
れ
た
と

こ
ろ
、瞬
く
間
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
変
形
し
た
。こ
の
時「
ア

ウ
ト
！
」
と
子
供
が
叫
ん
だ
こ
と
か
ら
「
ア
ウ
ト
な
ア
ー
ト
」

と
名
付
け
展
示
す
る
こ
と
に
し
た
そ
う
だ
。
他
に
も
マ
マ
友

が
集
う
場
と
し
て
子
供
服
の
交
換
会
場
と
な
っ
て
お
り
地
域

の
方
々
が
集
う
場
と
な
っ
て
い
る
。

・D
O

N
GR

EE BO
O

K
S &

 ST
O

R
Y

 CA
FE

二
軒
目
は
ブ
ッ
ク
ア
ン
ド
カ
フ
ェ
の
ド
ン
グ
リ
ー
だ
。
石

部
宿
西
縄
手
か
ら
東
へ
、
ク
ラ
ン
ク
の
二
つ
目
の
角
の
奥
に

吉
御
子
神
社
が
鎮
座
し
て
い
る
が
そ
の
手
前
に
お
店
は
位
置

し
て
い
る
。
民
家
の
玄
関
に
は
古
い
煉
瓦
と
白
い
扉
、
鹿
の

角
の
ド
ア
ノ
ブ
で
迎
え
て
く
れ
る
。
初
め
て
お
伺
い
し
た
の

は
二
〇
二
〇
年
十
二
月
、
東
海
道
統
一
案
内
看
板
で
ま
ち
づ
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く
り
協
議
会
に
出
席
す
る
際
に
訪
問
し
た
。
カ
フ
ェ
オ
ー
プ

ン
を
目
前
に
開
店
準
備
の
時
で
あ
る
。
様
々
な
色
、
材
料
、

形
の
床
材
が
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
さ
れ
て
い
る
。
店
内
に
は
木
製

丸
テ
ー
ブ
ル
が
い
く
つ
か
配
置
さ
れ
、
形
の
違
う
椅
子
が
お

さ
め
ら
れ
て
い
た
。
店
主
の
ド
リ
ー
さ
ん
が
「
地
域
の
方
々

と
一
緒
に
作
っ
た
ん
で
す
！
」
話
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
覚
え

て
い
る
。
改
め
て
二
〇
二
二
年
、
年
明
け
に
取
材
す
る
と
お

客
さ
ん
で
賑
わ
っ
て
お
り
、
お
店
を
目
的
に
来
店
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
店
内
に
は
あ
ち
こ
ち
に
本
棚
が

あ
り
、
選
り
す
ぐ
り
の
ク
ラ
フ
ト
作
品
が
展
示
販
売
さ
れ
て

い
た
。
コ
ー
ヒ
ー
焙
煎
も
始
め
ら
れ
、
石
部
ブ
レ
ン
ド
と
湖

南
ブ
レ
ン
ド
の
二
種
が
目
に
入
っ
て
き
た
。
ス
タ
ー
ト
は
京

都
東
山
の
ド
ン
グ
リ
ー
コ
ー
ヒ
ー
ス
タ
ン
ド
か
ら
、
さ
ら
に

本
を
介
し
て
地
域
の
人
や
起
業
を
目
指
す
人
、
未
来
の
新
た

な
暮
ら
し
を
目
指
す
人
な
ど
が
交
流
で
き
る
場
づ
く
り
を
目

指
し
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
石
部
を
選
ば
れ
た
そ
う
だ
。

棚
の
本
に
は
読
者
が
好
き
な
ペ
ー
ジ
に
感
想
や
思
い
を
栞
に

書
き
綴
り
、次
に
読
む
人
が
偶
然
見
つ
け
て
交
流
を
生
む「
栞

本
」
と
い
う
仕
組
み
が
セ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
。
最
後
に
「
原

始
物
々
交
換
の
時
代
の
贈
与
（
ギ
フ
ト
）
し
あ
う
よ
う
な
世

界
観
を
目
指
し
た
い
の
で
す
」
と
話
さ
れ
て
い
た
の
が
印
象

的
だ
っ
た
。

・
ま
る
と
し
か
く

三
軒
目
は
東
海
道
を
東
へ
石
部
小
学
校
近
く
に
位
置
す
る

ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
と
一
棟
貸
の
お
宿
で
あ
る
。
昭
和
の
匂
い

を
漂
わ
せ
な
が
ら
も
素
材
に
拘
っ
た
空
間
づ
く
り
と
、
そ
こ

に
住
ま
う
家
族
を
紹
介
す
る
。
壁
は
天
然
の
藁
を
練
り
込
ん

写真 1 いしべ宿驛に設置した看板

写真 6 「DONGREE BOOKS & STORY CAFE」店内の様子

写真 5 吉御子神社近くの「DONGREE BOOKS & STORY CAFE」玄関 写真 3 「mame Co-」の長砂伸也さん

写真 2 ロゴの入った喫茶マメコーの看板写真 4 「アウトなアート」が展示されている

だ
漆
喰
仕
上
げ
で
統
一
さ
れ
、
和
室
の
畳
縁
は
生
成
り
素
材

に
統
一
さ
れ
て
い
る
。
床
間
は
宿
主
の
近
藤
洋
平
さ
ん
の
作

品
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
仕
切
り
に
は
ミ
ラ
ー
加
工
を
施
し

た
ガ
ラ
ス
戸
が
は
ま
り
、
外
の
風
景
や
隣
の
空
間
が
写
り

合
っ
て
、
広
さ
と
明
る
さ
を
感
じ
る
空
間
で
あ
る
。
二
階
は

街
道
に
面
し
て
大
き
な
窓
が
一
つ
あ
り
、
切
り
取
ら
れ
た
空

間
に
向
い
の
瓦
屋
根
が
見
え
、
東
海
道
の
風
景
と
し
て
新
鮮

で
あ
る
。
照
明
は
裸
電
球
の
ラ
イ
ト
が
柔
ら
か
く
空
間
を
照

ら
し
て
い
る
。
宿
の
機
能
を
妨
げ
る
こ
と
な
く
、
所
々
に
作

品
が
展
示
さ
れ
、
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
を
思
わ
せ
る
空
間
で
あ
り

な
が
ら
昭
和
の
住
宅
の
間
取
り
で
あ
る
こ
と
に
驚
く
。
洋
平

さ
ん
の
妻
、
桃
子
さ
ん
は
一
階
の
キ
ッ
チ
ン
カ
フ
ェ
で
愛
娘

の
空
ち
ゃ
ん
と
空
間
を
見
守
っ
て
い
る
。
し
か
し
二
〇
二
〇

年
の
ス
タ
ー
ト
早
々
、
計
画
は
一
転
し
た
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
旅
行
客
に
「
日
本
の
暮
ら
し
体
験
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
作

ら
れ
た
空
間
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
模
索
の
毎
日
を
強
い
ら
れ

た
。
空
間
の
活
用
を
様
々
な
設
定
に
変
更
し
て
対
応
を
始
め

て
い
る
。
桃
子
さ
ん
に
実
情
を
尋
ね
る
と
、
子
育
て
奮
闘
中

で
草
津
の
保
育
園
へ
送
り
迎
い
の
た
め
の
車
を
用
立
て
し
て

く
だ
さ
る
な
ど
、
地
域
の
方
々
が
様
々
な
あ
り
方
で
助
け
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
と
の
返
答
が
あ
っ
た
。
洋
平
さ
ん
に
は
安

土
の
ヨ
シ
を
使
っ
た
ヨ
シ
葺
き
の
仕
事
が
舞
い
込
ん
だ
。
美

術
家
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
素
材
を
扱
う
仕
事
依
頼
は
、「
宿

づ
く
り
の
拘
り
」
が
あ
る
こ
と
が
周
囲
か
ら
の
支
え
合
い
を

結
ん
で
い
る
。
宿
名
の
「
し
か
く
」
は
ド
ッ
ト
や
規
則
性
を

「
ま
る
」
は
ご
縁
や
柔
軟
性
を
想
起
さ
せ
、
こ
の
バ
ラ
ン
ス

を
成
り
立
た
せ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
猛
威
は
感
染
症
の
み
な
ら
ず
孤
立
や
分
断
を

近江の懐をめぐる６　 38



生
み
、
人
間
の
精
神
を
も
蝕
ん
で
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
一

方
「
近
江
の
懐
」
に
は
、
全
国
の
旅
人
を
受
け
入
れ
る
潜
在

能
力
が
あ
る
。
新
た
に
展
開
し
よ
う
と
す
る
石
部
の
三
軒
と

地
域
の
関
係
性
に
共
助
の
精
神
が
み
え
た
。

二
、
大
薮
の
シ
ャ
ツ
屋

さ
ざ
な
み
街
道
を
北
上
、
滋
賀
県
立
大
学
前
を
過
ぎ
た
あ

た
り
か
ら
、
ビ
ワ
イ
チ
を
す
る
な
ら
そ
ろ
そ
ろ
本
気
で
ペ
ダ

ル
を
踏
み
こ
む
時
間
に
な
る
の
だ
が
、
二
〇
二
〇
年
に
こ
の

あ
た
り
へ
移
転
し
た
シ
ャ
ツ
屋
さ
ん
の
こ
と
を
思
い
出
し

た
。
す
っ
か
り
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
共
存
す
る
社
会
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
二
〇
二
二
年
四
月
、
あ
ら
た
め
て
訪
問
し
た
。

犬
上
川
を
渡
る
と
右
手
に
旧
道
が
あ
ら
わ
れ
、
そ
こ
を
進

む
と
「
大
薮
」
と
言
う
集
落
に
入
る
。
中
心
部
に
は
西
福
寺

と
神
明
神
社
が
あ
り
近
江
の
字あ

ざ

の
特
徴
を
色
濃
く
表
し
て
い

る
。
そ
の
寺
と
神
社
を
結
ぶ
中
間
地
点
に
位
置
す
る
の
が

シ
ャ
ツ
工
房
兼
店
舗
の「CO

M
M

U
N

E

」で
あ
る
。コ
ミ
ュ
ー

ン
と
聞
い
て
連
想
す
る
の
は
「
共
同
体
」
や
イ
タ
リ
ア
の
最

小
自
治
体
組
織
「
コ
ム
ー
ネ
」
で
あ
る
。
大お

お

薮や
ぶ

／
字あ

ざ

に
位
置

す
る
コ
ミ
ュ
ー
ン
店
主
久く

米め

勝か
つ

智と
し

さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。

久
米
さ
ん
と
の
出
会
い
は
二
〇
一
五
年
で
あ
る
。
以
前
か

ら
シ
ャ
ツ
の
生
産
か
ら
販
売
ま
で
全
て
を
一
人
で
こ
な
す
ク

ラ
フ
ト
マ
ン
が
い
る
こ
と
は
聞
い
て
い
た
。
当
時
、
私
は
琵

琶
湖
の
淡
水
真
珠
の
魅
力
発
信
に
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
携
わ
っ
て
い
た
。
淡
水
真
珠
を
つ
く
る
池
蝶
貝
の
貝
殻
を

活
用
し
た
ア
イ
デ
ア
や
製
品
を
開
発
す
る
中
、
そ
の
貝
ボ
タ

ン
の
つ
い
た
シ
ャ
ツ
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
覚
え

て
い
る
。
そ
の
後
、
何
度
か
お
会
い
す
る
中
、
店
舗
の
移
転

を
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
話
さ
れ
て
い
た
。

久
米
さ
ん
は
地
元
の
高
校
を
卒
業
後
、
東
京
の
服
飾
専
門

学
校
で
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
、
ア
パ
レ
ル
業
界
の
世
界
を
知

る
。
そ
の
後
、
京
都
の
シ
ャ
ツ
メ
ー
カ
ー
で
修
行
を
積
み
、

そ
の
経
験
か
ら
シ
ャ
ツ
づ
く
り
に
お
け
る
全
て
の
仕
事
を
身

に
つ
け
る
た
め
、
パ
タ
ン
ナ
ー
、
お
直
し
、
印
刷
会
社
を
経

て
二
〇
〇
九
年
彦
根
市
中
心
部
に
お
店
を
開
く
。「
様
々
な

仕
事
に
就
い
た
が
、
日
頃
の
シ
ャ
ツ
づ
く
り
は
続
け
て
い
た

の
で
す
。
シ
ャ
ツ
づ
く
り
の
疑
問
が
見
え
る
と
解
る
ま
で
突

き
詰
め
る
性
分
な
の
で
す
」
と
、
仕
事
の
遍
歴
か
ら
地
元
で

開
店
す
る
ま
で
の
経
緯
を
聞
く
と
、
意
外
に
拘
り
は
無
く
、

め
ぐ
り
合
わ
せ
や
ご
縁
が
今
日
ま
で
の
継
続
、
持
続
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
一
つ
の
職
場
に
止
ま
る
こ
と
が
な
か
っ
た

理
由
に
「
ア
パ
レ
ル
業
界
の
キ
ラ
キ
ラ
し
た
世
界
の
反
面
、

ど
こ
か
宙
に
浮
い
た
感
じ
が
自
分
に
合
わ
な
か
っ
た
」「
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
や
戦
略
が
先
行
す
る
感
じ
に
違
和
感
を
感
じ
て

い
た
」
と
仕
事
の
起
点
と
な
る
時
期
に
大
き
な
決
断
を
し
て

き
た
こ
と
が
現
在
の
久
米
さ
ん
の
立
ち
位
置
を
決
定
付
け
て

い
る
よ
う
に
思
う
。
そ
れ
で
も
「
シ
ャ
ツ
が
好
き
、
自
分
の

着
た
い
シ
ャ
ツ
が
つ
く
り
た
い
」
を
忘
れ
ず
「
向
い
て
る
方

へ
、
合
っ
て
る
方
へ
」
進
ん
で
き
た
と
話
さ
れ
る
ク
ラ
フ
ト

マ
ン
精
神
が
あ
ふ
れ
る
様
子
が
印
象
的
で
あ
る
。

次
に
数
年
前
か
ら
計
画
し
て
い
た
移
転
に
関
し
て
だ
が
、

な
ぜ
大
薮
の
地
を
選
ん
だ
の
か
理
由
を
聞
く
と
、「
実
は
こ

こ
は
祖
母
の
家
や
っ
た
場
所
な
ん
で
す
。
こ
の
庭
で
小
さ
い

頃
、
従
兄
弟
と
集
ま
っ
て
遊
ん
で
た
ん
で
す
。
さ
ざ
な
み
街

道
が
整
備
さ
れ
る
前
は
こ
の
ま
ま
琵
琶
湖
へ
行
け
た
ん
で

す
」
と
の
答
え
が
返
っ
て
き
た
。
や
が
て
祖
母
の
家
が
空
き

家
に
な
り
、
近
く
に
住
む
親
戚
と
交
代
で
掃
除
や
整
理
を
し

て
い
る
中
、「
こ
の
土
地
が
他
人
の
手
に
移
っ
て
い
く
こ
と

が
想
像
で
き
な
い
と
自
覚
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
話
さ
れ

た
。
更
に
こ
の
時
期
、
久
米
さ
ん
に
新
し
い
家
族
が
で
き
た

こ
と
や
、
自
分
が
見
て
き
た
風
景
に
地
に
足
を
着
け
、
好
き

な
シ
ャ
ツ
が
作
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
に
移
転
す
る
こ
と

を
決
断
さ
れ
た
。

一
方
で
大
薮
の
地
域
住
人
に
聞
き
取
り
を
す
る
と
毎
年
空

写真 7 栞本を紹介するドリーさん

写真 10 「まるとしかく」の空間 写真8 東海道沿いにある「まるとしかく」

写真 9 「まるとしかく」の近藤洋平さんと桃子さん夫妻
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き
家
が
増
え
て
い
る
と
の
こ
と
、こ
こ
で
も
高
齢
化
は
進
み
、

進
学
や
就
職
を
期
に
子
供
が
こ
の
地
を
出
る
と
、
古
い
慣
習

に
戻
る
こ
と
が
な
か
な
か
難
し
い
よ
う
で
あ
る
。
実
際
に
旧

道
沿
い
に
は
更
地
と
な
っ
た
空
間
が
所
々
確
認
で
き
た
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
市
街
地
か
ら
離
れ
た
静
か
な
場
所
で

手
づ
く
り
シ
ャ
ツ
生
産
の
生
業
が
成
り
立
つ
の
だ
ろ
う
か
と

い
う
疑
問
を
持
つ
。
久
米
さ
ん
の
シ
ャ
ツ
は
素
材
選
び
か
ら

デ
ザ
イ
ン
、
製
造
、
製
品
管
理
、
営
業
、
販
売
等
々
、
全
て

を
自
分
一
人
で
行
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
ア
パ
レ
ル
業
界
は

こ
れ
ら
を
分
業
化
し
て
効
率
重
視
で
生
産
販
売
が
さ
れ
て
き

た
。
シ
ャ
ツ
は
誰
も
が
一
枚
は
持
ち
、
年
に
一
枚
は
買
う
も

の
だ
ろ
う
。
消
耗
品
と
考
え
る
な
ら
よ
り
安
価
で
効
率
が
求

め
ら
れ
る
。
そ
れ
と
比
べ
久
米
さ
ん
の
つ
く
る
シ
ャ
ツ
は
非

効
率
的
で
、
全
て
を
手
作
業
で
つ
く
る
こ
と
か
ら
価
格
も
決

し
て
安
価
と
は
言
え
な
い
。

し
か
し
、久
米
さ
ん
の「
向
い
て
る
方
へ
、合
っ
て
る
方
へ
」

の
ス
タ
ン
ス
を
一
定
支
持
す
る
層
が
い
る
の
だ
。
今
日
の

ネ
ッ
ト
注
文
が
で
き
る
仕
組
み
も
然
り
だ
が
、
も
の
づ
く
り

の
姿
勢
の
価
値
を
共
有
で
き
る
催
事
に
呼
ば
れ
、
全
国
の
あ

ち
こ
ち
で
出
品
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
互
い
を
リ
ス
ペ
ク

ト
し
あ
え
る
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
と
そ
の
フ
ァ
ン
が
集
い
、
即
売

が
行
わ
れ
て
い
る
。
催
事
か
ら
仕
事
場
に
帰
る
と
い
つ
も
の

風
景
を
見
な
が
ら
、
つ
く
れ
る
分
だ
け
の
シ
ャ
ツ
づ
く
り
と

お
直
し
や
修
理
を
引
き
受
け
て
い
る
。
大
量
生
産
、
消
費
、

廃
棄
と
は
違
う
と
こ
ろ
に
久
米
さ
ん
の
も
の
づ
く
り
は
あ
る

の
だ
ろ
う
。

大
薮
に
移
転
し
て
二
年
、
仕
事
場
兼
住
居
に
す
る
為
、
新

築
と
な
っ
た
が
三
角
屋
根
に
杉
材
の
外
壁
は
近
江
の
風
景
に

溶
け
込
ん
で
い
る
。
ご
近
所
さ
ん
は
既
に
久
米
さ
ん
の
連
絡

先
を
知
っ
て
い
て
、
仕
事
場
か
ら
の
風
景
に
は
隣
の
畑
が
入

り
込
ん
で
い
る
。
地
域
の
つ
な
が
り
「
ゆ
る
い
境
界
」
が
心

地
良
い
よ
う
だ
。

「
あ
ん
ま
り
世
の
中
の
邪
魔
に
な
ら
ん
程
度
に
作
ろ
う
」

と
久
米
さ
ん
は
ミ
シ
ン
の
前
で
呟
い
た
。

三
、
武
佐
の
道
標
パ
ン

「
道
標
」
が
タ
イ
ト
ル
中
に
入
る
「
近
江
の
懐
」
は
今
回

で
三
度
目
に
な
る
。
あ
ら
た
め
て
そ
の
趣
旨
を
確
認
す
る
な

ら
、
街
道
か
ら
入
り
宿
場
町
を
起
点
と
し
な
が
ら
町
の
魅
力

や
そ
こ
で
萌
芽
す
る
新
た
な
動
き
に
迫
っ
て
い
く
。
そ
れ
を

支
え
る
背
景
に
焦
点
を
当
て
る
。
す
る
と
必
ず
そ
こ
に
は
歴

史
を
見
て
き
た
道
標
が
建
っ
て
い
る
の
だ
。
こ
れ
ま
で
彼
方

此
方
と
巡
る
中
、中
山
道
と
八
風
街
道
が
交
差
す
る
武
佐（
近

江
八
幡
市
）
は
行
動
の
起
点
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
地
に
二

〇
二
一
年
十
一
月
に
小
さ
な
パ
ン
店
が
開
店
し
た
と
聞
き
つ

写真17 変わらぬ風景を前に（久米さん）

写真 16 旧道沿いに溶け込む仕事場兼住居（右）

写真 15 仕事を進めながら対話が始まる（久米勝智さん）

写真 14 一着分のシャツの型紙が用意されている

写真 13 仕事場から見える風景 写真 11 玄関、シャツの生地が迎える

写真 12 店内に並ぶシャツ
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け
た
。
私
ご
と
で
あ
る
が
、
京
都
で
の
学
生
時
代
か
ら
新
し

い
パ
ン
店
が
開
く
と
す
ぐ
食
べ
、「
や
れ
何
系
だ
！
」
な
ど
と

分
類
し
て
い
た
。
今
日
も
学
生
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
最

中
に
パ
ン
店
を
見
つ
け
て
は
食
べ
比
べ
し
て
い
る
。
今
回
は

道
標
の
あ
る
地
、武
佐
の
新
し
い
パ
ン
店
に
焦
点
を
当
て
る
。

中
山
道
を
彦
根
方
面
へ
日
野
川
を
過
ぎ
て
馬
淵
の
集
落
か

ら
国
道
八
号
線
と
合
流
す
る
。
し
ば
ら
く
並
走
し
て
西
宿
町

の
信
号
を
右
に
入
る
と
旧
道
に
戻
っ
て
き
た
。
伊
庭
貞
剛
邸

跡
地
の
大
楠
を
目
印
に
近
江
鉄
道
武
佐
駅
を
過
ぎ
る
と
武
佐

宿
中
心
地
に
入
る
。
愛
宕
山
と
記
さ
れ
た
石
碑
を
目
に
し
、

宿
場
町
に
あ
る
火
伏
せ
の
祈
り
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
八
風

街
道
と
の
交
差
点
に
到
着
す
る
。
こ
こ
に
あ
る
道
標
は
後
述

す
る
と
し
て
、
右
折
し
八
日
市
方
向
へ
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程

の
と
こ
ろ
に
倉
庫
が
見
え
る
。
こ
こ
が
今
回
の
パ
ン
店
だ
。

パ
ン
店
に
は
そ
の
特
徴
を
色
濃
く
出
す
パ
ン
が
必
ず
あ

る
。
い
ま
の
と
こ
ろ
迷
わ
ず
そ
れ
は
「
明
太
フ
ラ
ン
ス
」
で
、

国
産
小
麦
と
バ
タ
ー
の
み
で
生
地
づ
く
り
を
す
る
正
統
派
の

ハ
ー
ド
系
パ
ン
の
店
、
と
言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。
店
主
の
岡

田
英
記
さ
ん
に
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。

岡
田
さ
ん
は
近
江
八
幡
市
安
土
町
出
身
、
パ
ン
職
人
の
道

は
京
都
か
ら
始
ま
る
。
そ
の
後
、
大
阪
の
茨
木
で
見
習
い
を

始
め
守
口
に
あ
る
大
手
ス
ー
パ
ー
チ
ェ
ー
ン
に
入
る
お
店
か

ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。
程
な
く
し
て
滋
賀
守
山
の
一
〇
〇
円
パ

ン
の
お
店
に
入
る
が
、
す
ぐ
に
社
長
命
令
で
九
州
福
岡
に
研

修
へ
行
く
こ
と
と
な
る
。
こ
こ
か
ら
が
岡
田
さ
ん
の
パ
ン
づ

く
り
人
生
の
始
ま
り
と
な
る
。「
冷
凍
ス
ト
ッ
ク
し
て
も
美

味
し
い
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
箱
崎
九
大
前
に
あ
る
「
パ

ン
ス
ト
ッ
ク
」
が
研
修
先
で
あ
る
。
テ
レ
ビ
放
送
で
の
紹
介

を
契
機
に
行
列
の
で
き
る
パ
ン
店
と
な
っ
た
店
で
、
都
市
部

か
ら
離
れ
て
い
て
も
勝
負
で
き
る
パ
ン
づ
く
り
の
経
験
を
積

む
こ
と
と
な
っ
た
。
購
入
し
た
次
の
日
に
美
味
し
く
な
る
よ

う
に
調
整
す
る
技
術
や
、「
明
太
フ
ラ
ン
ス
」
の
技
も
こ
こ

で
習
得
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
関
西
に
戻
っ
た
岡
田
さ
ん
は
パ

ン
職
人
と
し
て
活
躍
と
休
職
を
繰
り
返
す
。
次
の
転
機
は
大

阪
箕
面
に
開
店
す
る
デ
ニ
ッ
シ
ュ
パ
ン
づ
く
り
の
職
人
と
し

て
声
が
か
か
る
。
こ
こ
で
は
、
パ
ン
の
品
質
管
理
は
当
然
の

こ
と
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
か
ら
そ
の
展
開
ま
で
を
任
さ
れ
る
。

そ
の
期
待
に
応
え
大
手
百
貨
店
へ
の
出
店
を
依
頼
さ
れ
る
ま

で
の
成
功
を
お
さ
め
る
が
、
事
務
所
で
数
時
間
の
仮
眠
を
と

り
な
が
ら
働
き
続
け
る
日
々
が
続
い
た
そ
う
だ
。「
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
が
凄
か
っ
た
で
す
！
」。
こ
の
仕
事
が
一
段
落
す
る

と
ま
た
し
て
も
休
職
期
間
。
岡
田
さ
ん
は
「
ま
た
ニ
ー
ト
の

時
間
が
来
る
ん
で
す
」
と
笑
い
な
が
ら
語
る
。

そ
の
後
、
岡
田
さ
ん
は
郷
里
の
安
土
で
自
分
の
お
店
を
開

く
こ
と
を
計
画
し
場
所
探
し
が
始
ま
る
。
な
か
な
か
見
つ
か

ら
な
い
で
い
た
と
こ
ろ
、
大
阪
箕
面
時
代
に
パ
ン
職
人
と
し

て
出
演
し
た
ラ
ジ
オ
番
組
で
知
り
合
っ
た
不
動
産
関
係
の
人

を
思
い
出
す
。
番
組
で
は
近
江
八
幡
、
武
佐
の
地
元
話
が
話

題
だ
っ
た
。
そ
の
ご
縁
で
武
佐
近
く
の
土
地
を
分
け
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
偶
然
で
は
あ
る
が
岡
田
さ
ん
の
母
方

の
実
家
は
武
佐
、
様
々
な
条
件
が
揃
っ
た
と
こ
ろ
で
次
の
人

生
へ
決
断
す
る
こ
と
に
な
る
。

二
〇
二
一
年
十
一
月
、
八
風
街
道
沿
い
に
建
つ
小
さ
な
倉

庫
を
自
ら
手
の
届
く
範
囲
で
改
装
さ
れ
、
次
の
パ
ン
づ
く
り

人
生
が
始
ま
っ
た
。
従
業
員
に
は
近
所
の
パ
ー
ト
の
方
や
お

母
様
の
姿
も
あ
る
。
岡
田
さ
ん
の
パ
ン
づ
く
り
人
生
に
魅
了

さ
れ
た
若
い
ス
タ
ッ
フ
も
い
て
、
見
習
い
か
ら
パ
ン
販
売
へ

と
様
々
な
仕
事
の
可
能
性
に
着
手
し
て
い
る
そ
う
だ
。
今
後

の
展
望
を
聞
く
と
「
全
て
近
江
八
幡
の
材
料
で
カ
ヌ
レ
を
つ

く
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
！
」。
滋
賀
県
産
の
餅
小

麦
や
米
粉
を
使
用
し
た
新
た
な
展
開
は
少
し
ず
つ
実
験
が
始

ま
っ
て
い
る
。

取
材
に
伺
っ
た
の
は
土
曜
日
で
あ
る
が
売
り
切
れ
る
前
に

お
店
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
た
。
販
売
ス
ペ
ー
ス
は
二

人
が
入
れ
る
く
ら
い
の
広
さ
で
、
コ
ロ
ナ
禍
と
あ
っ
て
か
次

の
人
は
店
先
で
待
つ
こ
と
に
な
る
。
当
日
も
客
足
が
絶
え
る

間
が
な
く
地
域
に
じ
わ
じ
わ
広
が
っ
て
い
る
と
わ
か
る
。

さ
て
、
道
標
で
あ
る
が
、
木
村
至
宏
著
『
近
江
の
道
標 

歴
史
街
道
の
証
人
』
に
よ
れ
ば
、
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）

に
建
て
ら
れ
た
道
標
に
は
「
い
せ
ミ
な
口 

ひ
の 

八
日
市
道
」

と
刻
ま
れ
…
商
人
の
町
と
い
え
る
日
野
、
あ
る
い
は
八
日
市

さ
ら
に
は
東
海
道
水
口
か
ら
伊
勢
へ
と
通
じ
る
重
要
な
道
で

あ
っ
た
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。

様
々
な
パ
ン
づ
く
り
の
経
験
を
経
て
武
佐
に
た
ど
り
着
い

た
岡
田
さ
ん
、店
名
を「
ブ
ー
ラ
ン
ジ
ェ
・
パ
ン
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
」
と
し
た
思
い
を
聞
く
と
、「
皆
さ
ん
に
普
通
の
パ
ン
を

食
べ
て
も
ら
い
た
い
」。
こ
こ
に
し
か
な
い
新
た
な
パ
ン
が

仕
上
が
る
こ
と
を
期
待
し
つ
つ
、
持
続
可
能
な
も
の
づ
く
り

と
そ
の
道
が
続
い
て
い
る
。
と
、
パ
ン
ス
ト
ッ
ク
と
同
じ
デ

ザ
イ
ン
の
ク
リ
ー
ム
パ
ン
を
食
べ
な
が
ら
考
え
た
。
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四
、
小
野
の
自
転
車
処

自
転
車
に
乗
る
こ
と
が
生
活
の
一
部
に
な
っ
て
二
年
が
過

ぎ
た
。
そ
の
目
的
は
移
動
手
段
で
は
な
く
乗
る
こ
と
自
体
に

あ
る
。
大
き
く
呼
吸
を
す
る
こ
と
、
季
節
の
変
化
を
体
感
す

る
な
ど
、
自
身
を
一
度
空
っ
ぽ
の
状
態
に
で
き
る
の
だ
。
外

か
ら
の
刺
激
を
受
け
る
こ
と
で
、
ふ
つ
ふ
つ
と
自
身
の
中
に

湧
き
上
が
る
思
い
や
ア
イ
デ
ア
が
整
理
さ
れ
て
い
く
よ
う
に

感
じ
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
作
品
を
つ
く
る
前
の
状
態
に
似
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
北
国
海
道
（
西
近
江

路
）
道
を
北
上
し
て
Ｊ
Ｒ
小
野
駅
と
合
流
す
る
交
通
の
要
衝

に
板
壁
の
一
軒
家
が
あ
る
。こ
こ
が
今
回
の「
近
江
の
懐
」だ
。

板
壁
に
大
き
く
「D

oterushi

」
の
文
字
、
前
の
電
柱
に

は
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
の
ア
イ
コ
ン
と
「
ど
て
る
し
」
と
記
さ
れ

た
看
板
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
扉
前
に
は
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

の
オ
ブ
ジ
ェ
が
あ
り
な
ん
と
も
不
思
議
な
様
相
を
放
っ
て
い

る
。
こ
こ
は
お
食
事
処
な
ら
ぬ
「
自
転
車
処 

ど
て
る
し
」

と
称
す
琵
琶
湖
の
そ
ば
の
ス
ポ
ー
ツ
自
転
車
店
、
ビ
ワ
イ
チ

サ
イ
ク
リ
ス
ト
が
立
ち
寄
る
憩
い
の
場
で
あ
る
。
部
品
交
換

な
ど
相
談
に
快
く
の
っ
て
く
だ
さ
る
店
主
で
自
転
車
技
師
の

吉よ
し

本も
と

丈じ
ょ
う

一い
ち

さ
ん
に
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

吉
本
さ
ん
の
自
転
車
と
共
に
送
る
人
生
は
通
学
用
自
転
車

に
始
ま
り
高
校
、
大
学
と
サ
イ
ク
リ
ン
グ
部
に
所
属
、
卒
業

後
は
京
都
の
自
転
車
卸
し
業
に
勤
務
、
次
に
名
古
屋
の
大
手

自
転
車
店
で
技
師
、
営
業
、
販
売
の
経
験
を
積
ま
れ
た
叩
き

上
げ
の
自
転
車
人
と
言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。
日
本
の
あ
ち
こ

ち
を
自
転
車
で
旅
を
さ
れ
て
き
た
経
験
か
ら
独
立
す
る
な
ら

琵
琶
湖
の
そ
ば
と
決
め
て
い
た
そ
う
だ
。
そ
し
て
ビ
ワ
イ
チ

コ
ー
ス
沿
い
の
小
野
に
二
〇
一
五
年
一
月
十
五
日
よ
り
「
ど

て
る
し
」
操
業
が
始
ま
る
。
こ
の
地
を
選
ん
だ
理
由
は
住
宅

地
近
隣
に
す
ぐ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
が
で
き
る
環
境
で
あ
る
こ
と

や
行
政
が
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
こ
と
、「
家
の
前
か
ら

コ
ー
ス
で
信
号
が
少
な
く
、
ず
っ
と
走
り
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
場
所
な
ん
て
そ
う
な
い
で
す
よ
！
」
と
話
さ
れ
た
の
は

驚
き
だ
っ
た
。
確
か
に
そ
の
通
り
で
普
段
気
に
も
留
め
ず
ペ

ダ
ル
を
踏
ん
で
い
る
が
、
自
転
車
に
乗
り
出
し
て
最
初
に
感

じ
た
「
何
で
今
ま
で
や
ら
ん
か
っ
た
ん
や
ろ
う
！
」
を
思
い

返
し
た
。
吉
本
さ
ん
は
次
に
こ
う
も
話
す
。「
し
か
し
、
サ

イ
ク
リ
ス
ト
の
ご
近
所
さ
ん
が
意
外
に
少
な
い
ん
で
す
よ

ね
！
住
み
や
す
い
か
ら
で
な
ん
で
し
ょ
う
ね
！
」
と
、
他
府

県
か
ら
毎
年
訪
れ
る
リ
ピ
ー
タ
ー
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
さ
ん
と

の
交
流
が
実
は
多
い
よ
う
だ
。
足
元
の
魅
力
に
は
気
付
か
な

い
も
の
で
滋
賀
に
住
ん
で
二
十
年
以
上
に
な
る
私
自
身
が
そ

の
代
表
で
あ
る
。

さ
て
、
操
業
ス
タ
ー
ト
時
は
今
も
一
部
続
く
ビ
ワ
イ
チ
救

助
隊
か
ら
始
ま
る
。
対
岸
の
彦
根
に
あ
る
五
環
生
活
さ
ん
と

連
携
し
て
ビ
ワ
イ
チ
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
力
尽
き
た
サ
イ
ク
リ
ス

ト
の
サ
ポ
ー
ト
や
レ
ン
タ
ル
バ
イ
ク
の
修
理
、
輪
行
バ
ッ
グ

の
貸
し
出
し
な
ど
様
々
な
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
駅
近
く
に
店
を
構
え
る
の
も
そ
の
理
由
の
一
つ
で
あ
ろ

う
。
自
転
車
を
組
み
立
て
、
只
々
た
く
さ
ん
売
る
だ
け
で
は

な
い
何
か
新
た
な
ニ
ー
ズ
を
見
出
し
て
い
く
ス
タ
ン
ス
は
、

近
世
の
街
道
で
伊
勢
参
り
や
本
山
参
り
で
行
き
交
う
人
々
を

相
手
に
様
々
な
工
夫
で
旅
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
商
い
に
通
じ

る
よ
う
に
思
う
。
決
し
て
自
身
の
儲
け
だ
け
で
な
く
め
ぐ
り

め
ぐ
っ
て
社
会
が
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
こ
と
を
望
む
「
陰
徳

写真 23 店頭に並ぶパン

写真22 仕事場にて（岡田英記さん）

写真 21 パンスタンダードの店先

写真 24 クレームパティシエール（クリームパン）

写真19 道標より街道を望む（中山道：京都方面）

写真18 武佐の道標（八風街道：八日市方面）写真 20 武佐宿に建つ愛宕さん
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な
か
な
か
新
鮮
な
こ
と
に
気
付
く
。
自
身
が
何
者
か
が
問
題

で
は
無
く
、自
転
車
に
乗
る
こ
と
を
楽
し
め
る
か
が
重
要
だ
。

コ
ー
ス
は
小
野
か
ら
途
中
峠
を
越
え
大
原
へ
、
東
山
、
山
科

を
ぬ
け
小
関
越
を
経
て
琵
琶
湖
岸
へ
と
戻
る
総
距
離
約
六
十

キ
ロ
、
獲
得
標
高
七
六
一
メ
ー
ト
ル
、
紅
葉
の
社
寺
を
観
光

し
な
が
ら
の
ラ
イ
ド
だ
。
天
気
は
快
晴
、
先
導
す
る
吉
本
さ

ん
は
全
体
の
様
子
を
伺
い
、
参
加
者
は
互
い
の
実
力
を
試
す

競
い
合
い
が
若
干
発
生
し
つ
つ
も
助
け
合
う
心
地
良
い
ラ
イ

ド
で
あ
っ
た
。
お
店
に
戻
る
と
皆
さ
ん
は
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

を
注
文
し
て
い
る
。
こ
れ
は
吉
本
さ
ん
拘
り
の
配
合
ソ
フ
ト

で
コ
ー
ン
も
選
り
す
ぐ
り
の
も
の
ら
し
い
が
、
こ
れ
も
採
算

が
怪
し
い
。
最
後
に
「
ど
て
る
し
」
の
名
前
で
あ
る
が
お
店

で
質
問
す
る
と
答
え
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の

意
味
を
少
し
漏
ら
す
と「
道
標
」に
関
係
し
て
い
る
。「
道
標
」

は
そ
の
場
所
に
鎮
座
し
動
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
で
あ

る
。
ま
さ
か
「
近
江
の
懐
」
の
原
点
に
帰
っ
て
く
る
と
は
想

像
も
し
な
か
っ
た
。

善
事
」
の
精
神
に
通
ず
る
。
こ
の
よ
う
な
個
々
の
見
え
な
い

積
み
上
げ
が
ビ
ワ
イ
チ
推
進
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
吉
本
さ

ん
の
大
手
で
の
下
積
み
経
験
が
現
在
の
考
え
方
を
作
っ
て
い

る
。「
金
額
（
時
間
）
に
見
合
っ
た
仕
事
を
し
ろ
！
」
と
言

わ
れ
一
定
の
ノ
ル
マ
を
達
成
さ
せ
る
こ
と
が
企
業
経
営
で
あ

る
。
時
短
、
効
率
を
考
え
一
人
の
お
客
さ
ん
に
使
う
手
間
や

相
談
も
換
算
さ
れ
て
い
く
の
だ
。
十
万
円
以
下
で
買
え
る
ク

ロ
ス
バ
イ
ク
も
あ
れ
ば
一
〇
〇
万
円
を
超
え
る
ロ
ー
ド
バ
イ

ク
も
あ
る
。し
か
し
、一
台
の
自
転
車
を
安
全
に
楽
し
く
乗
っ

て
も
ら
う
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
自
転
車
に
乗
ろ
う
と
す

る
様
々
な
人
と
予
算
や
用
途
な
ど
密
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
。「
そ
の
人
に
あ
っ
た
自
転

車
を
相
談
し
な
が
ら
じ
っ
く
り
組
み
上
げ
て
い
く
に
は
一
人

で
な
い
と
で
き
な
い
」
と
語
る
。

大
手
で
の
仕
事
癖
が
仇
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
多
種
の
部

品
発
注
を
し
て
そ
の
互
換
性
研
究
を
す
る
な
ど
、
技
師
と
し

て
仕
事
に
専
念
し
過
ぎ
て
費
用
対
効
果
を
忘
れ
て
し
ま
う
こ

と
も
悩
み
の
一
つ
の
よ
う
だ
。
一
人
で
自
転
車
店
を
経
営
す

る
こ
と
は
本
当
に
好
き
で
、
自
転
車
の
あ
る
暮
ら
し
に
未
来

を
描
い
て
い
な
い
と
で
き
な
い
。

十
一
月
三
日
は
文
化
の
日
、
滋
賀
県
は
二
〇
二
二
年
よ
り

こ
の
日
を「
ビ
ワ
イ
チ
の
日
」と
し
、「
ビ
ワ
イ
チ
推
進
条
例
」

を
制
定
し
た
。
当
日
、
吉
本
さ
ん
に
「
ど
て
る
し
紅
葉
ラ
イ

ド
」
に
誘
っ
て
い
た
だ
い
た
。
朝
十
時
、
ど
て
る
し
前
に
は

老
若
男
女
十
三
名
が
集
ま
っ
て
い
る
。
皆
さ
ん
は
お
店
に
ご

縁
が
あ
る
人
達
だ
。
近
江
八
幡
か
ら
夫
婦
で
、
奈
良
か
ら
の

ラ
イ
ド
仲
間
な
ど
自
転
車
に
乗
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
集
ま

り
で
あ
る
。
仕
事
や
研
究
仲
間
以
外
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は

写真 28 どてるし紅葉ライド（還来神社にて） 写真 26 どてるし店内（様々なタイプの完成車が並ぶ）

写真 25 「自転車処 どてるし」店主で自転車技師の吉本丈一さん写真 27 店内から琵琶湖が望める

写真30 どてるし店前にて（11月3日）

写真 29 紅葉と自転車

写真 31 成安造形大学生がデザインした
ビワイチの日ポスター（11月3日：浜大津にて）

43 成安造形大学附属近江学研究所 紀要　第 12 号



追
記紀

要
の
冒
頭
は
、
二
〇
一
九
年
よ
り
続
く
全
世
界
に
拡
大

し
たCO

V
ID

-1［

の
影
響
下
で
生
活
の
ス
タ
イ
ル
を
変
え

ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
お
か
れ
な
が
ら
も
、
こ
れ
ま
で
の
経

験
と
実
績
を
ベ
ー
ス
に
、
ス
タ
ン
ス
を
変
え
新
た
な
一
歩
を

企
て
、
そ
の
一
歩
を
踏
み
出
す
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
、
地
域
の
持

続
に
向
け
て
動
き
出
す
ク
リ
エ
イ
タ
ー
、
活
動
家
の
現
在
を

取
材
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
本
来
の
「
近
江
の
懐
」
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
お

き
た
い
。
そ
れ
は
主
に
街
道
宿
場
町
付
近
な
ど
近
江
の
特
色

あ
る
場
に
て
今
日
に
受
け
継
が
れ
る
「
技
術
」
や
「
そ
の
精

神
」
に
着
目
す
る
こ
と
を
う
た
っ
て
き
た
。
筆
者
の
着
目
点

と
し
て
唯
一
無
二
の
「
モ
ノ
」
あ
る
い
は
「
コ
ト
」
と
し
て

最
終
形
と
し
て
「
見
え
る
形
」
に
仕
上
が
っ
て
き
た
事
象
、

結
果
に
拘
り
焦
点
を
絞
っ
て
い
る
の
は
こ
れ
ま
で
同
様
、
コ

ロ
ナ
禍
に
入
っ
て
特
に
感
じ
る
の
は
「
モ
ノ
」「
コ
ト
」
を

仕
上
げ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
、
つ
ま
り
「
ト
キ
」
か
ら
、
そ
れ

を
実
行
へ
と
企
て
る
「
ヒ
ト
」
の
存
り
様
に
私
自
身
の
関
心

が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
き
て
い
る
。
前
述
し

た
が
、
原
料
調
達
、
製
造
、
製
品
管
理
、
営
業
、
販
売
な
ど

こ
れ
ま
で
分
業
化
さ
れ
て
い
た
生
産
構
造
の
仕
組
み
で
は

「
完
全
な
る
成
功
（
あ
る
い
は
完
全
な
る
失
敗
）」
と
い
う
結

果
し
か
生
み
出
さ
な
い
と
言
え
る
。
つ
ま
り
そ
れ
は
生
産
者

側
に
よ
る
ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ
ラ
ー
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
あ
る

い
は
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
消
費
者
側
が
把
握
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
言
え
る
。
今
回
取
り
上
げ
た
四
地
域
の
六
者
は
そ
の

プ
ロ
セ
ス
を
自
身
で
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
し
、
企
て
か
ら
実
行

ま
で
全
て
を
行
い
、
失
敗
と
工
夫
が
続
い
て
い
る
の
だ
。
そ

れ
は
当
事
者
に
と
っ
て
の
「
完
全
な
る
成
功
」
は
未
だ
至
っ

て
い
な
い
よ
う
に
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

コ
ロ
ナ
禍
、
戦
争
、
気
候
変
動
な
ど
様
々
な
問
題
が
直
面

し
て
い
る
。
実
生
活
の
影
響
を
肌
身
に
感
じ
、
生
活
必
需
品

の
値
上
げ
が
年
間
に
数
回
あ
る
事
態
が
お
き
る
現
在
、
以
前

よ
り
増
し
て
社
会
の
動
向
に
気
を
取
ら
れ
、
受
身
姿
勢
に

な
っ
て
は
い
な
い
か
自
身
へ
の
問
い
直
し
を
繰
り
返
す
。
そ

れ
は
思
考
停
止
状
態
に
近
い
と
言
っ
て
も
良
い
だ
ろ
う
。
自

ら
企
て
、
行
動
す
る
こ
と
で
ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ
ラ
ー
の
感
覚

を
今
こ
そ
掴
み
直
し
、「
ヒ
ト
」
同
士
で
プ
ロ
セ
ス
を
共
有

す
る
「
ト
キ
」
に
来
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

「
近
江
の
懐
」
は
「
企
て
の
現
場
」
で
あ
り
続
け
て
い
る

こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
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